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F了するうえからもの引であるとし功、うる。
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I まえかき

カラマツはスギとともに東北地方の主要造休樹種であり，耐寒性が強心成長が早く，比1史的地球の貧

弱なととろでも容易に生資するところから，これまで，鉱大造林のための主要樹種としで広く植栽されて

きた。とくにp 太平洋{QIJの青森営林局管内では，ブナ ;t;t;の伐採跡地の造林樹極として!よく採用され，拡大

造林推進の初期には，スギを k回る造林実績を示していた。

しかしながら，カラマツ法林地が拡大されるにつれてヲカラマツ先村病の発生婆廷が日夜ち，カラ 7

ツ造林の推進lてたいして考J.~(せざるを得ない状態となったの

Table 1 は青森ベ 秋I:lF) 同営林間における最近 18 什J市の主要樹穫の新杭状況を示したものである。

これを見ると 9 カラマツ新植地の面積は， 昭和 35~. 36 午頃までは年々増加しP その後次第に減少してい

る。との傾向はp 新植総面積がi骨加するにつれて，スギp アカマツの新iト直面積が増加しているのにたいし

て特徴的である。

このように多雨宮林局ともスギの造林間積が増加し，カラマツが漸減しているのには，カラマツ _)lC枯病

の発生が最大の原[司をなしたものと解釈される c しかしその後， カラマツ先枯病の声は次第に小さくな

り，また，青森営林局管内では，依然として，カラマツはアカマツとともに主要注林樹認となっている。

昭和 35 年度から 5 カ年間にわたって? カラマツ透 t，*i:血の実態制査が木・支場共同のもとに実施された
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が，その際当支場では，一応，東北地方を対象として，カラマツの成長と土壌条件との関係を究明する ζ

とに重点をおいた。

すでに，調査終了後 10 年余を経過し， その聞には3 わが国の木材利用形態ならびに木材の需給状態に

大きい変化がおこり，カラマツ材の需要についても調査当時とは大きく変っている。また，最近でほ自然

保護の立場から奥地林開発に制約が加えられ，カラマツ造林も大111M Iと後退している現状である。

しかしながら現在，なお相当量のカラマツ造林が実施さ1.~，しかも，カラマツ材利用の立場から良質

材生産にたいして，育**的立場から再検討が心要とされている。これまでの調査資料をとりまとめ，カラ

マツの育林的性質を明らかにしておくことは，今後のカラ 7 ツ林造成にたいして有誌な資料を提供するも

のと思料する。

ζ の調査は?当支場育林・経営・保護の 3 部の担当者lとよりそれぞ、れ，土壌，林分構造，成長，収穫，

流通機構，森林病害などについて実施されたが，現在までに，多くの調査担当者が移動し，共同研究とし

て調査結果全体についてとりまとめることは困難な状態にある。すでに歩調査結来の南部については紹介

され11九また，林分成長および収穫を対象とした調査の一部もカラマツ人一て林の成長，収穫の法則解明の

ために利用されているお〉。

それで，本報では，現時点でとりまとめが可能であり，しかも，この調査の主体でもあるカラマツ人T今

林の構造，成長と土壌条件との関係を中心とし，カラマツ先枯病を包含して符単にとりまとめ，煮干の考

察，検討を加えるととにした。

との調査を進めるにあたり本場法林，士じよう部各部長および関係係官からは有読な御助言をいただ

き，当支場歴代支場長からは稜々の御配慮をかたじけなくした。

また，現地調査にあたっては，盛|乱遠野，小国各営林署の署長はじめ係官から積々の御使宜を賜わっ

た。

以上の各位にたいして心からお礼を申し上げたい。

-LhJJ 

Fig. 1 謂査位置図

Location of areas surv日yed.

E 調査研究経過の機要

東北地方を対象として，カラマツ林の成長と環境条件との関係を

把握するために，カラマツ人工林の実態調査を実施したが，調査の

対象となるようなカラマツ材、は国有林に偏在しp とくにp 太平洋制1I

lと多いために， 調査地は青森営林局管内 l乙集巾する結果 Jとな「た

(Fig. 1 参照〉。

昭和 35 年度には， 良質のカラマツ材 L[::産地として知られている

盛岡営林署管内椴神地区を調査し， 36 年度lとも継続前夜をおとな

い，カラマツ成良と土壌との関係を位指した。

一方， I司有林では拡大造林の推進によってカラマツ造林地が急増

したが，その結果，各地にカラマツ先枯病が発生し，カラマツ造林

の推進にたいして大きい障害となり多造林言「闘の一部変更を余儀な

くされるような事態が生じた。それで 37 年度lこは 9 成長問 'i:~~因

子としてカラマツ先枯j内を加えるととにし，調査地を遠野営林署管
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内部!i l地区とした。翌 :i8 年度にも継続して補足蹴況をおこなったc

最終年の 39 年度には，日本海側にi;1;~i1t }[t~を求めたが，適当したととろはほとんどなし わずか lと山形

県小国営林怒管内明沢地区の一団地を澗死するにとどまった丹

名年度引jの:JJJ資概要はつぎのとおりである。

昭和 35 年度

盛|尚常林署管内姫神地区 66, 68, 71 林班内，プロット数 9 f潤，林齢 43~，，45 年，土壌 B1B~'おlD(w)

~li (育林箔 2，第 :i 1沢先24t担当)

新[主，湯沢，花輪予~~1~本努管内 制交f，Çi所数 6 (経営第 l 研究室担当〉

昭和1 36 年度

盛岡営林署管内阪神i也氏 Olt続) 66 , 68 +~;班内含プロ y ト数 411~J，林齢 44~，46 年，土壌 B1D(w)~J

BID'E ザJ (育林持 2， *S 3 研究室.jF\当〕

1ft Ul営林署管内杉V( ， 51'，畑地区 22 , 23 , 65 林班 lら/， :f 口 γ ト数 5 116[ , !ヰ l齢 3臼"~421f， 二L嬢 BB-'ノ

BE :Z�'i (経常節1，古林節 3 ~Jf究議m当)

昭和 3'1年度

j主聖子 ~l;X*本持管内積山地区 1006 林班川 プロット数 8 倒， 林齢 31 年， ニE 境問Il~JBlo'E 型〈宵林第

2，安~ 3 研究室担当〉

昭和初年度

法里子百林署省内羽山地区(継続) 1006c~1010 +t攻凡ポイント サンプリング箇所数 13 f闘p プロッ

ト数 11凪土壌臼ID-~BID'E 1¥') (育林第 2，第 3 研究室相当)， カラマツ先粘府および林内微気象剥査〈粒j

J}り研究宗担当〕

昭和 :39 年度

小U，I 'ES;ft署管内 IYj沢地l>< 55 林班内， プロット数 2 J[i1], ポイント サンプリング箇所数 4 個， 林齢

45 '庁、土壌 BD(d) 型(育fj;十;第 2，第 3 研究宗担当〉

との詰!j査の業務分担 u立つぎのとおりである。

ι ー r ム 古林 ft; 長

十本分測点 討j料品 2 {出究室

体分J:Dミ:tk'収穫調査 経営部長

経営買う 1 Wf'JL32 

w, *与 良(現静同大学農学部教授〕

松井光治 CJJt ;本;協調資自qjJ立〉

自草原 欣二二(lÇ~，本場造林部造t)ド科長)

加 藤 ~f'è 助(説，4:場調査部品ょ外林業調査科長〉

ゑ: 麻 ~Ii 夫

)(J易 氏 ).:: (羽，本場造林部I~l'主剤研究室〕

瀬川 I ~ヮ三(弘山形分場多雪地滑林業第 1 研究室長)

jJ，己 TIi;i IIß 敏

守的康正(現，京都大学農学部教授〉

小坂 j字

余 豊太郎

小西 り]

土壌調査 育林第 3 研究家 山谷孝一(現，東北支場育林部長)
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西出車問(現，関西支場土じよう研究室)

後藤和秋

長谷川 1 i告-

f山石鉄也

故柳谷清子

病害調査

気象調査

市況調査

樹病研究宗 横沢良憲

経営第 4 研究室 小島忠三郎(現，東北支場山形分場長〉

経営第 2 研究宗 治 )11 良一(現，本場調主主部資料科長)

m 調査および実験方法

1. 調査地区の選定およびプロット設定

前述のように，調査地としては，良質のカラマツ材を生産している盛岡常林署管内姫神地区，カラマツ

先枯病を成長阻害因子として調査の対象とした遠野営林署管内種j[J地底および豪雪地帯に位置する小国営

林署管内明沢地区の 3 地区が主体をなしている。

各地区ではB なるべく地区会自立を表現できるように， 起伏にもとづく局所環境を調査1m選定の単位と

い林分ならびに土壌条件がおおむね正常な箇所を調査地とした。とくに，地役とic;j;:密度のちがいが林

分や単木の成長ならびに株分生産構造諸要素にどのように影響を与えているかを解析するために，林齢が

ほぼ!司じような林分で， しかも，最近，間伐が実施されていない，閉鎖した林分を調査の対象とするよう

に心がけた。

調査プロ y トは林分閉鎖状態，林水の大きさ， i~ド l末植物，士壌条件などが9 なるべく類似している範凶

に設定した。区画内には 50 本程度の立木が入るようにし， プロットの形は原則として方形としたが傾斜

地では同一立地条件のところを包含するために，等高線 uζ長方形とした。プロット面積は比較的小さく

なるので，単位面積あたりに換算した場合に誤差を少なくするため，区画線は立木とj'L木の中間をi!lliるよ

うにした。

2. 里子外調査

1) 土壌調査

国有林:野土壌調査方法警17) Iともとづき，土壌層断面調査分析試料採取，植生調査を実施した。

2) 林分調査

。 盛岡宵林署管内姫神地区

設定された各調査プロット!とおいても全立木会対象とし，樹高， ~旬「2j直径，法下高を測定し fこ。出店i?

校ド高はフ。ノレーメライス測高器により，胸高直径は輪尺lとより測定した。各プロットから 7 本の模本木を

直径階別ヌド;数に応じて抽出し，成長解析をおこなうとともに，幹，校?葉の王\ó{f量を算CLUするための試料

を採取した。成長解析は一般の樹幹解析の方法によったが， とくに， 最近の成長を把握するために 1

年， 5 年， 10 年前の状態を測定しだ。

技，葉景測定ではp 比較的，そろったカラマツ林を形成していたため，各襟ヌト:~(の樟I主主iミを上層と下j訟

に 2 等分し， )語ごとに全生宝を測定した。なお，プロットによっては太枝と葉っき校とに細分したところ

もある。
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ii) 色'lff営林{';管内極山 j{lj区

昭和 37 1，1 皮はプロット制市， :i8 年度はポイント サンプリング Jliil J'f Iとより，十半分制査会実施した。プ

ロット淵査は 8 プロットについて災施し，その方法は~~i神地区と同様である。ポイント サンプリングは

13 地点lさつし q'づ、!血し，谷ポイントごとにti:却水を選定し，樹幹解析をおこなった。

なお2 先十/iJ諸によるカラマツの成長ド1I害程度をチェックする資料として 37 年度に実施したプ口ット

訓是正地以 lこ混交している天然生アカマツのιI幹昨怖そおこな勺 7ご

iii) 小国??1 林九百管内 lifJJ{l也氏

2 f i<占l のプロット制ft ， 4 点のポイント サンプリング調査を尖胞したc 制支万法は脳神， H1IJIJ由民の場

合と[副総であるが， }l~ S1r トトj のヴ81:， it~5とが多いため， .r1柴七刊のぶ1&， 胸1Z首:径， 剣山j の測;心をおとなっ

#伊
1- 。

3) カラマツ先hi ， J丙泌在

法里子営林幸子育内穏 LLIJ也 i涯の力ラマツ 1*を対象とし，後i&:のように，林内p 林縁 i'i刊について被=;1t'iiJ0J査を災

lむしたほか2 カラマツ)l>hJjj丙のな生援凶となる瓜のj二七 11~日制査を実施した。

3. 室内実験

1) j 壌分析

国有体野!二主主、~I，j査 .Jh去さ 17);こもとづき，壌の日1学tL 機械的組i応化学'111 などについて笑験を‘おこな

J吹
っ ι 。

2) 悩体各自11の乾 f1':iJjlj í:ì三および体分羽f子量以IJ Ji:

風乾状態の'il~ 20~~25 g，小松 150r~200 g，太校 500- ,800 g をより， 75" 80"じ℃、 7 ハ 10 U Ii \J !Ji1 J屯し

て絶乾電を求め，松本木の校，1ßの乾煎を~IJ:Lした。幹の;j;;J昔日蓮~は]ï出 ((JI\'(1泣やj*紛によって lt日休の災

動があるといわれるが8) , この制奈では樹幹解析に使m した jJ J 盤を手IjJfJ した c すな ;r) ち安全脳幹の平均に

j正いねらFr "t立を /J~すといわれている悩 ':-{j íI守従から生校ト[心j までのうち 1 司 2m ， 5 咽 2m 位置の flJf段から， 4 

方i í.lJ についてh~1犬の材片をとり，それぞれの容桔主を iJliJ ft して平均 fl止を求め，それにより雪桜木木の乾震

を ~~iL 出した。

カラマツ十本分としての仏1存昆を算出する場合 lこは，林分の地下部主量おふび泌交刷。E， 卒か/υ本0)'(手の

主主誌をも誤Uíとしなければならないが，今 Inl の ;Jiâ査では実施の対象としなかった。実際， Þr:i神含横山地区で

はカラマツ純f体状を 1_;:'.~9 るものが多く 9 かんA(:[Xの混交j五Æ樹がわずかにみられる;f'，'皮であり，体分的 l乙

lま?それほど問題とはならないようにみられた。

や半分としての計算にあた(ては， 'l i. J:JI陶品 iüq_ムボ J~}fM IZ:j , )1向 1:~î1~i 出杭合計(，j:低水説;]ff'fミキ|から筒抜3

3早川し，蓄積および幹，校，立こり正土!刷出断 1(;[総合;11 による比推定t_t 12) によって求めた。すなわち 3 桜

木オミ;の胸 1.'J 断 rtLÍfrl {ii1-1 を g， 初;水木;のある部分。)'Ji量を y， ;1*分の ha たりの胸高断 I~ì裕介討を G とすれ

ば， ha たりの i:1\)j 区 Y は ， YぶyGjg によって5}ミめられる。

また，別査本木分の位r， ~ij ， !líJ~両院経の成長l乙 dついては，羽庄の平均水が過去においてもムド:[I"'J8/j tJ値をもっ

ていたという前提でフれフロット 1 )f;:あての標本木そ選定し、 5 什どとの成長解析によって求めた。
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IV 調査研究成績ならびに検討

IV-1 盛開営林署管内鰻神地区のカラマツ林

1. 調査地区の概況

排;神地区は岩手県北部の姫神山南東但1]1こ位置し p 盛岡営林器の所管に属している。

姫神山は北土山地の凶縁lこ位置し， 海抜高 1 ， 124 m の瓜立峯でヲ 山生躍を買いた花潟右からなる。 し

たがって， との地区の某岩は花尚岩および古1上層の王手岩種からなり， PI2f市山 11]1度以!二lこは花筒治の露出も

みられるが， 111麓では2 新鮮な黒色火山灰(スコリア質〉および風化をうけたp 褐色火山氏

よっておおわれ，とれらの火山放出物が土壌のおもな母材となっている 22) 。

調査地は姫神山を遠ざかるにつれて 66 林班， 68 1'HIf, 71 t}阿Eの lijQ lとなっているがヲ 66 林班， 68 林

斑地医では黒色火山灰(スコリア質)を， 71 林是正地Pくでは褐色火山灰〔浮lí質〉をこ士壌の母材としている

(Fig , 2 参照〕。

地形の開析は姫神 11，を逮ざかるにつれて3 いくぶん進行し， 71 林ぷ上地[えでは， ある桂皮の叶J析谷が発

達しているが2 一般に，平坦面をjよく保残した準ユjL原状地形が多い。

この地区には，密なカラマツ人工林がjぶく分布!し_-古HSI'乙天然生シラカンパを混交している。林!ぶに

は原野植生が多心原野の名残りをとどめている。

調査地lζ近接している盛岡市の気象観測によると，平均気視 10. goC，降水量 1 ， 202mm， 長旅積雪 41

cm (2 月〉であり，さらにp 内陸部の薮川では，盛岡に比較して，気温が低し 積雪が多い。それで，

調査地区では夏季にi品、が多く，冬季iと雪が少なく多寒冷であり，典型的な大三ド洋側内|没~lの気候に隠して

いるととがわかる。

2. 土壌および植生

1) 土壌屑断面の形態および植生

調査地区内の各プロットどとに代表断 Iltiを設定し，居断[ぽの調査および試料採取をおこなった。各士壌

の層断面形態について記載すればつぎのようになる。

断ITiî No. 1 Blo(w) 型土壌〈残積〉

66 1*班と小班〔プロット No. 1)，山麓[同地，海抜高 860m o
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w二lじ地方におけるカラマツ人 L林の日記長 J二一j 泳三長引 (Ij，谷ほか)

F :2 じ1n，カラマツ定。

A1 : 0~-~3 cm, ;，f;\色 (7.5YR1! l)， J;jditr，主:， lhj，ば1粒状構j立。

1¥2 : 3~"10 cm，黒色 (7.5YR2!1) ，壌二1:士[，軟， ti出，カベJ伏栴iEO

lh : 10ι45cn19;14褐色 (7. fiYR2!2. 5)，制E品、1'L 'lì!ぃ

B2 : 45へ 63 cm , I子、褐色 (7.5YR2!3) ，部IJ砂j立，軟， jfIl，カベ状1ftji与.0

Al 
: 63…78cm，茶色 (7.5YRl!1)，埴11f， itJl.，軟，制状浮石混入。

BC' : >78 cm , liì} i'lJ色 (7.5YR3!4)，出資 ~Il[粒 {']':r î混入ω

!~rrlll No. 2 BID 土壌(段取〉

66 林fJfち小班(アロット No. 2) 多 rJI m\，緩 SE [i可，傾斜 17"，海抜 1\;; 870 m , 

F : 2cm，カラマツ J1í柏

1¥1 : O~ 3 仁rn ， 黒色 (7.5YR2!1) ，談ニヒ質~ ~し I可j ↓'i!jk精進Lo

1¥2: 3. l1 cm, }I~WO <?, 5YR1!1) , 上長 l tt , 以， il，iJ.~) 

Ih : llr<l9 cm , Hl，十日'(1\ (7. 5 YIえ2/3) ， 細砂質 3 やや 11日し

B 2 : 39"-~58 C111，黒褐色 (7鑑 5YR2.5/3) ，おiIlìY空t，やや!:51ヲ i~ìao

A! : 58,,-,78 cm，黒色 (7司 5YR2/ 1)ヲ:lUï笠j ~V':~ 民il，制粒浮石混入。

B' : >78c111，計百色 (7.5YR3!5)，埴l~L 堅、 11]).，調lI N 浮::ri混入。

l析illî No. 3 BID(w) 二ト壌(残敵〉

66 休111 る小刻11. (ブ3 臼ット No. 3) , I.U議凹 JUl ， NW  [iも f県外 10 0，海抜高 860m"

F : 2 CIYl，カラマツ l凶~品取むt!L

A : 0--.11 Cl11., })!，色 (7 町 5YRl/l) ， J1足 1 す次， ~'[rrしカベ状ft~Jliu 

B : 11 .<31 C111 , ;J,l10-& (7.5YR2はめ，制砂Jι 軟~ i'~i:むカベ状十より

A! : :31 ,-,50 cm , J'，l;!、色 (7.5YRl!1) 多 1直質p やや~;\_:::，古d，制粒i乎石ilV\o

B1' : 50. 0 -,65 cm，およ渇色(lOYR3/2)，士底資，ややm2， 1J~.l 制校浮石混入。

B 2' : 65~80 cm , !;Q褐色 (10YR2/2)，塙質，思，いくぶん争点りあり，前fI粒浮35混入 e

13(.;1. >80cm , 日吉褐'f:!\ (7 , ,jYRS!5) , 

[iJ!由 i Jド~o働 4 Blo 3iJ土壌 01.杭)

!lふえ;f[!粒j字.tj混入心

66 林杭る小J2I (プロット1\: 0. 4) , IlJ箆 r)~lJ -1弘{財政!仁:; 870 m" 

F : 2cm，刀ラマツ j偽葉，マット状。

- 9 

A : 0~8cm，黒色 (7.5YRl!1) ， t主J: Jl'î. F 層位 r にお艮:の日1粒状博泣，わずか lこワレあり， ~， 

限。

131 : 8. 25 仁川， }，!J十回む (7.5YR2/2) , t長 1 ，-.:t~Í ， ~j.く， jkllu 

B2 : 25"-"48 C111，黒色 (10YR1! 1) , t表土1ft，カパ状備泣， B1 より波fC~，首

A! : .18 ~~83 cm‘黒色 (2. 5Y1. 5/0) , J~ü'L 軟，訪日 p カベ状椛j位。

BC' : >83 仁I九時i'g色 (7.5YR3!5) ， JrH"t, 

断 rbi No. 5 Bln(d) )1: '1 jニ壌(残税)

ì~んいくぶん粘りあり，祝日位以 :;{_Î{l~入 c

68 *本五1. と小斑(フ，o D ';J ト No. 5) , 凸 (5:]5 平j 旦) ~'}jJ抜高 740m o

F : 2cm，カラマツ病薬F マット 7犬。
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Al ・ 0~'6 crn，黒色 (7.5YR1!1)，壌[.質ヲ i宝来状構造3 堅， iitL 

A2 : 6.~17 crn，黒色 (7. 5YR2! 1)，壌土質，弱い堅果状儲ijJZ，やや堅， ì問。

B 1 : 17.~39 crn，黒褐色 (7.5YR2/3)，壌土質，軟O

B 2 : 39.~65 crn，民褐…日吉祥j色 (7. 5YR2. 5/3) ，壌土1iL やや堅，ィ位1 ， 黒褐色(10YR2/3) の堅い火

山砂崩が，米風化のまま斑状[己保残されている。

C : >65cm，褐色 (10YR4/6)，埴質雪印，いくぶん粘りあり， k:UJ粒浮híg入。

断 rJ!Ì No. 6 Blo'E 1'1土壌(崩底)

68 林IIIほ小班(プロット No. 6) , :%li~í 下部， NE 内， {I頃斜 20勺 i毎Mえ r';';j 760 mo 

F : 2cm，かなり分解されたカラマツ腐葉。

A : 0'~12 Cffi，思=色 (7園 5YRl. 5/1) , :壊土質， F j醤卜 lこ凶粒状勝造あり，軟， ílu1 。

A B : 12~'43 cm，黒色 (7. 5YRL 5/1) ， 境ヒ!白、， A 済界lこ jfj機介:(f，軟，やや{払車111粒 i手イJわずかに

あり。

B : 43c'~73 cm, t，t\褐~陪渇色 (7.5YR1 圃 5/1)，埴質p 軟，担il，粘りあり。

C : >73cm，↓計局色 (7.5YR3!3) ，地質，軟， *r1i りあり。

断面 No. 7 Blc 型ゴ壌(渉、ftl)

71 林班iこノJ\班(プロッ卜 NO.7)，峯部平坦， ì'匂抜高 860 ffic 

F 2cm，カラマツ J闘能，マット状。

Al : 0.~3 cm，黒色 (7.5YRl/l)，壌土質， Jlÿ(, ~J~ い同校状橋治。

A2 : 3"'13cI川県色 (7.5YRl/l)，実土tî，軟ョ E益見主状椀造。

B 1 : 13'~33 cm，民褐色 (7.5YR2/2) ， ，壌土質，ややEE，カベ状構造。

B2 : 33~.63 cm , 時褐色 (10YR3/4) ，主義土:ぽ， I~空，制lt\L浮1i混入。

C : >63cm，偶色(10YR4/6) ，壌土質，堅，前日tv.ì乎石混入。

断固 No. 8 BIB 忍I土壌(1m行)

71 体以上 ?CiJ\斑(プロット No. 8)，凸型斜 IfiÍ中 IJ友， SW  Ir山傾斜 13 0 ， がiよj);Cr自b 780 mo 

F : 2cm，カラマツ J肉葉p マット状。

Al : 0" ,4 cm，黒色 (7.5YRL5/1) ， ~渓 J~.1t，粗11'，']，堅栄状構造。

A2 : 4"~ 13 cm，黒色 (7.5YRl 園 5/1)J 主義[:!誌やや慢， 111j , 1単身L状構造。

B, : 13.~28 cm，黒褐，.11荷偽色 (7. 5YR2. 5/3) , t全土質，やや堅， II ','j, ~'.i い粒状梢造。

B 2 : 28.~.54 cm, 1I音褐)褐色 (lOYR3.5/4) ， 主主土質，軟，細tiLi手石混入。

C : >54cm，褐色(lOYR4.5/6)，壌土質ヲやや堅， klU位i'Uí混入O

断 I~T No.9 BlB~.Blo(d) 型土主義(旬行)

71 林班 lこ小五If (プロット No. 9) ，凸j児科 lúj-t- :~I) ， SW IÎJJ ，傾斜 14" ， i匂依出 7401110

F 2cm，カラマツ 11íJMIL

Al : 0~.5 cm, .~、:包 (7.5YR2/1)，主主土笠，担，澗，日目立状および位状構法c

A2 : 5~.13 cm, 黒色 (7.5YRl/l) ，壌土質， 馬主， irìï ，り山、堅!-1~状構造。

B1 : 13c'..31 cm，黒褐色 (7.5YR3!3)，壌J.1'f，軟， iWJ，細粒j手石混入O

B2 : 31~'64 cm，褐色 (7.5YR4!の，壌1:1も堅， II'，'，J，制粒i'予石混入。
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C ;>64cm，褐色 (7.5YR4!6)，主主上fL 1弘制粒浮イJ混入o

I*!� Ifli No. 10 B1D(d) 型土滋CíliJir)

68.fÆく腕 lま小別(プロット No. 10) ，字、fliri 1-'.1 1'\15 , E rÍJJ ，傾斜 100 ， iíl;iJ};， ';~ì 820 mo 

F : 2cm，カラマツ;凶 14i ，分Jirli不良。

Al : 0~'~6 cmヲ}\~~渇色 (5YH，2! l)，壌土 fj， *JJ , ill仙J

A2 : 6" ノ 1臼3 じ口m，黒褐色\ (5YR2!1)，域 U'[ヲやや民， i川、原;状椛j斗 J

A B : 13 , -31 cm，思褐色('1. 5YR2. 5/2) ，壌土TE，欽B 内部[自に ['"J 色菌糸あり。

A! : 31.~5日 Cl町民、倒i!'， (7 写 5YR2/2) ，地質，軟， I司l'f15的 lど濃包~ tH~あり c

AB! : 56'~7I cm, II(f褐色 (7.5YR3!4) ，国:11，秋予防 'IJI)的に!仏植yijfたあり"

B' : >71 cm，褐色 (7. :jYR4!6)予植民.，牧，粘りありつ

断 I[IÎ No. 11 BID'E 型土壌(飴]fiJt)

68 林JJUまノl'ly[ (プ口ット No. 11)，外国 \1111\1; ， E I同 p 傾斜 20 0 ， i1~抜出:J 780 mc 

F 2 cn1~ カラ 7 ツ店主 υ

Al : 0....6 cm , ~.~~色 (5YRL 5/ 1)，植要よ， !j火， I丑杭状構造。

A2 ・ 6~18 Cl刊以色 (7.5YR1!1) ， ~ii 'i:しより(， j}i}.~ カベ状憎it-fo

A B  : 18 、 38cm，黒褐色 (7.5YR2!2) ，主義土:[L，軟，組íI牝浮石混入 ι

A! ・ 38~.66 cmラ黒色 (7. 5YR1. 5/ 1), f泣5ミラ軟o

AB! : 66'~ 86 cm，黒褐色 (7.5YR2/3)， .t直 i'{， 堅， J;X:f 伏にJî#J:~位汚染ありぐJ

B' : >86 cm，相色 (7.5YR4!4)，埴 It~:' ， t~ム

断 1 fr1 No. 12 B1D ií:'LU裳(yH~O

66 卜本山一ち小 131 (プロット No. 12) , ，下l 脱税外， SE Iri] , 傾斜 12" ， liU: f反， i.:í 880 mo 

F 1 cm，カラマツ府葉。

IAl : 0-..6 cm, ;I!,Í"', (lOYR2/ 1)，壊 .Ll~l，秋ラ ijiJ ， [立lf\" 状締法。

IA2 : 6~.11 cm , 王子、色(lOYR2! 1)，壊 I~~t， i'笠 ， 7Ji , カベ状構造。

IAB : 11..29 cm , ;'.~~掲色 (2‘ 5Y2!2) ，主袋二IJZ，秋ヲ ilt， カベ状構法"

II A : 29~.45 cm , ;~~!ミ褐色'. (2.5Y2!2)，域fE，やや，思， ~IuL カベ状約店。

m A : 45,,,67 cm，黒色(lOYRl/1)，埴PL 秋， ijli，カベ状Hi~)告。

IVA:>肝心m，誌色(lOYH. 1. 5/1) , ÝJÎf.質，軟，品j ，ブJ'"状憐jiio

断 ríli No. 13 Blo(d) i'，tJ土壌(筏白)

66 林1î í ち小収(プロット No. 13) , IIJJjμ峯 iÚ.H丸山i 山001 ，

F lc01, カラマツ府立し

IAl : 0~.7 co1，黒色 (7. 5YRl/ 1) ，上災土1"[， ijy( , j~;IJ_，問中J 状およびト'il)\ t!:j迫。

IA2 : 7~.19 仁lll ， }込色 (7.5YRl/1) ， .\Jìi土îL ~笠，心月状梢造む

IAB : 19~~29 cm ，よ込j;ß色 (7.5YR3!2)ヲ;壌 LJ'も秋，以， {_炎色の砂を在i人，カヘ状陥造。

II A : 29", 45 cm , !'K;色 (7.5YR2!1) ，崎町， _hli，組!3 カベ状治)

II A B : 45~62 cm , ;;I;\~ (10YR2/1)，有11Jìi ， I~ヘ ~lll粒j手正 lìlV\ ， カベ，U~情;ito

JIIA 命 62~j80 cm , J，~\色 (10YRl!1)，植民 ÆtJ_，カベ状/偽造。

4
1
ム

ー
ム
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illB : >SOcm，褐色 (7.5YR4!6) ， f宣質~室2 制?カベ状構造。

以とのように，姫神地区の壌は黒色土壌に属し， ;}<分環境によって， Bln 型 Blc i担，日ID(d) lli, 

BID lli, Bln(w) 型， Bln.E 1'11と実IT l! IJ され，さらに，堆積様式によって残積， 知行百騒などにおJl分され

る。この地区の土壌は前述のようにラ火山氏をほ!イとし. Fig.2 に示すように，似神 111鎚の 66， 68 林政

地区では， 褐色火111);)(の上官fí!と黒色火山氏を唯積しているが， 姫神山東プJ の 71 林斑地区では黒色火山氏

のift積は切らかではない。また，山政から山麓にかけての 66 林破地以では樫没 A 層が普遍 11守に認められ

るが，その他の地区では叫らかではない。

各自~査地区の植1:.は Appendix酬Table 1 のとおりであり， さらにョ Appendix-Table の資料から舵神

地区の特徴植物を求めたのが 1、able 2 である。 これを見ると， 原野植fとおよび湿潤性植生が特徴的であ

る。また，代表土壌におけるカラマツ林相および地床植生は Photo. 1 ~~ 11 のとおりであり，密な純林状

を 57 していることがわかる。

2) 土壌の諸性質

調査地区における各土漆の王虫学性は Appendix-Table 3 のとおりである。 これによると，堆積状態は

比較的慣で，土壌水分に宮み，透水性は比較的不良である ζ とがわかる。とくに， Bln W. BlD(W) 型浅

お土のように， 山麓あるいは斜百 F部の平坦地 lとあらわれている:[ム壌で、は. B1 庖よりも A2~の:かが，

透7Jく性が不良Mで P 容積重が大きく 3 組孔隙が少ない傾向があり， Jlli>"j:'t!iは A2 J岳の方が不良であるととが

わかる。また，水分環境によって類別した各土壌を，おおむね乾性側から湿性恨IJにかけて配列し，採取時

水分量と対比させたのが Fig. 3 であり，採取!時水分量と水分保墳による土壌の配タIjとは，おおむね対応

しているととがわかる。

また， 各土壌の機械的組成は Appendix-Table 4 のとおりであり， これを見ると p この地区のよ:壌

は，妙、 lこ富み，粘土が少なし砂質壌土に属している。

つぎにp この地区の各土壌について化学位を示したのが l\.ppendix-Table 5 である。 Appendix-T、abl巳

から，各土壌ごとの pH (目的)，笠換酸度， ùぽ換住1:石灰合量について示したのが， Fig. 4~"6 である。こ

の地区の土壌は，一役lこ， pH (H20) が高く，置換限度 (Y1) が小さく， 置換性石氏が多い傾向があり，

階
Layer 

Table 2. 姫神 j也氏の一主要械生

Charactは"Ïstic plants of each soil in Himekami area 

穂名
Species 

:t'l1名
Speci巴S

Sh ニワトコ キイチゴ

キンミズヒキ

ズダヤ夕、ンコ

オ シター

ノリワツニド

ミズナラ

ミズキ

ベニノイナイチヤクソウ

スゲ類
ノコンギ、ク

タチツボスミレ

アキタブキ

ゴトウズノレ

ミアパッチグリ
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Fig , 3 科土壌の採以i均一水分置j土4絞

Comparison of moist:ur巴 contellts of 
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Fig , 6 

Com parison of 日又chang巴乱ble Ca conｭ

tcntぉ in surfac記 lay巴r of each soiL 

〔自J1. :F民"烈:h: Afi当〉
(Circle : F, Black dot : A) 

荷積夜積

BQc 

方王寺島

aQR 

南1 わ万実積

Fig. .'i 各 I二壌表出ωii' ij免酸R (Y1) の 1t絞

Comp乱rison of cxchange acidities (Yl) 
in surface lay巴r of each soil. 

( fワ )1 : F)民黒丸 :A嵐)
(Circle : F, Black dot : A) 

時1官タ王 11量手責手責i剖'(1

したがって， Fig. 4, Fig. 5 では，土壌による差呉はあまりなし Fほ 6 では，わずかに乾性側から担

性側にかけて増加の傾向がうかがわれる程度である。

66 4'"j;:班地区の埋没土では， ~議断 Wíの炭素分布からも同没~[ -主jであることがわかるの

土壊条件と j成長状態

なお3

3 , 

林Nirij 45 i:f二前後の安定したカラマツ人工林とみて

したがって，終分の、F均1M高によって地位を比較するととは1可能である。制夜林分の檎

大1:1\:，調査材、分 l土林齢 43 "f， -~46 fF'の範Illiにあるが9

えしっかえなく，
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Fig.7 土主主型とカラマツ(43"j46年〉

三|主主J樹高との関係

Relationship betwe巴n soils and me丘n

total increm巴nts of height of Larix 
fψtole戸is (43~46 y巴ars).

(数字:プロット No.)

(Figure : Plot N仏〉

Fig. 8 j'.:壌型とカラマツ (43r~46{F)

平均直径p 本数との関係

Rela tionshi p 旦mong soils, mean diaｭ
meter of breast height and stem 
number. 

(数字:プロット No.，黒丸: j直係，棒:本数〕

(Figure : Plot No. , Black dot : Diameter , 
Line : Stem number) 

成状態や成長についてはつぎに述べるがp ととではp 林分の平均樹高，平均直径と十壊条件ーとの関係につ

いて述べる。

Fig. 7 を見ると， カラ 7 ツ林の平均樹高は乾卜t土壌 (BIB ， Blc 司]等)から ìilr)jfj一二".壌 (BID(w) ， BID'E 

型等)へ移るにつれて大きくなる傾向があり，また，同一 L壌l~{でごも残積 11守なものよりも!前桔的なものの

ブJが明らかに平均樹高が大きい。 Blo(d) )1，'1残積， No. 13 の林分は， 1JI;j杏林分のうちではもっとも高所lと

あり， 風衝を強くうけているために平均出 i誌は No. 5, No. 10 ~本分よりもかなり低い。峯部主!な日 lこ位荷

し，堆;債状態の出な Blc 担では，傾斜地に佼iほしている BIB 勾J ， Blo(d) 引よりも平均樹高は低いが， ζ 

れも，土壌のi問責状態 lこ支配されているものとみてよい。

各土壌におけるカラ 7ツ林分の木数，平均宜保の状態は Fig. 8 のとおりである。とれを見ると，t.f分

の平均声径は本数の影響そうけながらも 9 乾性側の土壌よりも出伯側の土壌において三j乙均直絡を増加する

傾向がうかがわれる。

山符32) l'む青森営林局骨肉の 2.3 カラマツ壮齢休について i~壊と成長との関係について羽交をおこ

ないF カラマツの成長(土， L的負↑'i:Xí灰iζ富む，膨軟なト会撲では良好でああが，乾燥，風衝の景~~{~~をうける

ところでは不良であり，また，土壌形態にj奇異がなければ，ある程度の出銭高J( による成長の jf:異は，あ

まり認められないことを減行している c この{頃 lúJ は~Ii!神地区のカラマツ林 lこも E忍めることができる。

林分の五三jもj樹高はよ出伎の指標として使用されてきたが，悩種の特徴によって指擦の内容は，かならずし

も一憾ではない。カラマツはスギに比較して l二地にたいする安求度はかなり低し適応力は大きいといわ

れているが，排水の不良な，粘土質の!壌では成長が不良であるといわれる26127J 。

!二擦のおもな同質とカラマツ成長との関係をみるために，深度 50cm および 30cm までの[壌性質

の平均値を5\l~n 1 し，カラマツ体の平均他社高と末、J1己したのが Fig. 9.~11 である。これらを見ると，カラマ

ツの樹高成長は容積粛とはあまり関係がないが， jjE氷刊には，かなり大きく支配さ才L，また， r~:換酸度，
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置換性石灰の状態とは 9 それほど関係は認められないようである。これは，姫神地区の[:.:壌は，前述のよ

うに化学性が良好であるととろから， ):Ijl学'[ii:，とくに， _::1::.:壌の l往積状熊に影響されやすいものとみるとと

ができる。一般に，カラマツの成長 lとは含土壌の化学性よりも盟学性が関係するといわれるがm，カラマ

ツ成長の特牲をあらわしているものとして興味があり，その傾向は姫神j也区のカラマツ成長からもうかが

う ζ とができる。

つぎに，直径成長は本数密度ピ大きく J支配されるが， Fig. 8 の ， BlD(W) 型 No. 1, No. 3 を見ると，

71>:数密度を加味しても，それより乾性側の土壌よりは，明らかに直径成長は良好である。このことは，樹

高成長が1m積状態の粗密によって成長が阻害されたこととは異なり，むしろ，土壌の水沼状態，つまり，

肥よく程度が関係しているようにも汚えられるの これについては， 他j也氏との関連で， さらに， 検討し

fこし、。

4. 調査林分の現況および現存量

調査;fÆド分 i立大疋 6~7 年頃の植栽といわれるが，現実林齢は 43~46 年の範間にあり， 大部分が 44r~45

年で，ほぼ，同齢の単純一斉体である。各J水分の羽a況および現存量は Appendix即Table 6 のとおりであ

る。以ド，調査1;本分の体分状態について説明]ずる。

1) 立木本数ヲ JK~高直径および樹高の現況

Appendix-Table 6 を見ればわかるように， 43""46 年生現在の立本木数は ha 当たり 570r~1 ， 909 本で

あり， 林分によって λきい差異がある。松栽本数は明らかではないが， このような本数の差異について

はp 極々の立J:\!1.条引にわたっていることや，幼齢時代の取り般い9 間伐のぬ 1mなどについて巧える必要が

あろう。

岩手地方カラ 7 ツ体H分収穫表白)によると， 2 等地， 45 主i二の立木本数は 662)ドであり p これを下回るプ

ロットは NO.l だけで，他は，ほぼ等しいか，あるいは l二信!っており，なかには， No. 2, 7, 13 のよう

に 3 倍含あるいはそれに泣い本数を示しているプロットもある。これらの林分は3 長い|珂， i則前伐のまま

放置されてきた乙とは事実であるがp これらを凶大学合同調者班によって桜告された林分管沼表25) と土、f比

すると，大部分の林分は，最多密度曲線の 85% の宿度をもっ A 管理曲線付近かp それ以上であり，中肉

仕立ての B 管王監 illl線 l乙相当しているのは，プロット 1 ， 9 だけである。また9 蜂嵐らの密度管理図と対比

した場合でも， 収量比数 0.7 の rlj)者仕)'[.てに相当するものは， プロット 1 ， 3, 5, 9 の 4 点だけであり，

その他は密(上J!:ての 0.8 収厚比数同線をかなり i 回っている。このように，娘神地Pくのカラ 7 ツ林は，大

部分p 密仕立ての状熊の林分であることがわかる。

1*分の平均胸高l自主は， Æ'村総が日・のj揚(~\とは地位と立木本数lと影響されると考えられる。調査林分で

は Appendix-Table 6 t亡児られるようにp プロ y ト 1 の 25.6 cm からプロット 13 の 15.3 cm の範問

にわたっている。プロット I は，大体，地位 2 等地に相当し， しかも， \7>1-::木数が調交林分中もっとも少

ないことが肥大成長を促進い またヲプロット 13 ~立地位が劣川 水数減少を阻止するi 在果となり， それ

が l直径成長の低下をもたらしたものとみている。

平均樹高は林齢と地位 lと影響されるが?林自治が 43'~46 什:であることから p 各林;分の平均樹高は， それ

ぞれの地位を表現しているものとみてよく，乙のことは， Fig. 7 tこ示した. -1)家ヲ\'J とカラマツ林平均樹

高との対応関係からもいえることである。

Appendix-Table 6 からは，各林分の平均樹高はプロット G の 27白 4m から，プロット 13 の 12.3m
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の京U， IJI[を rLi.YJ，その糾は大きい。林 JHr~ì 45 (rドで収憾表と刻比すると， プ口、ソト 6 ， 11 は 1 むをかなり上

[ rll り，プロット 5 が 2 〆洋地 lこ山政し3 プロット 8 が 3 等地12皮である。

つぎに，各林分ごとに位Jí~J，i の皮紋分;(ìjを示したのが Fig. 12 である。度数分布 lとは正奴型， L JfL J ~0!. 

などがあるが1へととではlFJf~JI;'Jからいくぶん] 'í'J'if[ll の与を示し， ?州立によあ分布可'1 の たの傾向は IÎ，認

められなし、 n

2) 蓄約および，11叫 :j断出的介計十のj:f;~i5if 

Appendix司Table 6 (こぶすように3 諸市は樹IRjで示される }Ul1立の割合{ご rr，'J く 205へ 528 n何ha の純聞

にわたっており，約千地)Iカラマツ林+f分収穫哀の 1 'j}J払もしくはそれ以トーのものが 4 プロ iソト 2 等

j也前?をが 7 プロットあ i) ， :l 地もしくはそれ以トのものは 2 プロットだけごあ芯 r 倒的による地f立!と lt

較して，とのように市:jl 叶古をノドしているのは点本木数7J'多いためである

的 1'/:;断而イ千円 i も p 大体， ftiW-l と似た傾 IÎI] を 7Jミしている。 その純[J百は 24. 43 m2jha でありヲ ンド主交の少

ないブ}ロット 9 を I;l;げはラいずれも 30 m2jha 以「である c

:l) 件p 校3?:7 の市長i

併の事 ~tt (.ljtz: !-E) (むそれぞれ， 村 /"11) とらJiQ Níの j下旬から求めたが9 校， _-* ()_) 111: -ftl: 1; 立， 1, 6, 7, 8, 

10, 11 , 13 の 7 プロットについてはi'rÎj述。〕方法で算定し， IlIJ の 6 ア1 口ソトについては清記 7 プロット

の校長生市と I主， 葉それぞれの乾取との関係から， M~;t<本間どとの乾市を ffíげよし， 間1'1図的比推定によ

り， I本分(rr'jを求め犬。

7 プロット穿 49 本の 11~ヌドノドについて，校 (WBL(W)) と{::{!佐;.rt (WB) , .政;乾I:E (W L) との， それ

ぞれの関係を rf~ì_'l}IJ にみると，休分 Jとよって，いくぶん，興があるようであ η ，また，校ヲ葉についてみ
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ると，菜では，下層よりも上腐の方がバラツキが大きい傾向があるが，一応，つぎのように煎線で示すこ

とが可能であお。

(10gWB~ 1. 0585810gWBL(w)-0.49748 ........-.......... ーー(1)

卜一 層(
llog WL~サ.9162610gWBL(w)-0.97592 . ・・巳 ・ … ・ 0 ・巴… e ・ (2)

(log W B 001. 03409 log W BL (w) -O. 45050 ・ …。"''''・・..... 。 φ( 3 ) 
下層{

llog WL~O. 7872210g WBL(W) -0. 98004 ....・..... ......... ( 4 ) 

(1)"(4) 式の適合 H をみるため， lìij記 7 プロットについて， とれらの式から計算した襟本木の枝業

量と乾主主実測!山ーから， それぞれ， 舵定した林分値とを比較 F ると， 尖ðllJ値を 100 としたとき p 校屯では

92.~.112 となり，大;';15分が土 896 の杭|剰に入り，まだ~ ~I--fi では 89'-~ 118，土 12% となる。このように，

それほど適介性がよいとはいえないが，生産;扇しか測定していないプロット 2， 3, 4, 5. 9, 12 について

は， (l )~(4) 式により， f;;'i.~~木ごとに校3 主主のu'i量を指定し，それによ寸て株分値を算出した。

Appendix~Tabl日 6 Iこ示すように，幹の重量はプロソト 13 の 73.1 ton からプロ y ト 6 の 197.3 ton の

組問を iij めるが， 130 ton 前後のものがもっとも多い。

校のtI-'量:i土，実測した林分では 7. 5.'~ 13.6 ton の純聞を市め，その 1[11市立大きいっこれは，現存ノド放に);:，

きい差があるとともに，平均樹高でも 2 倍以 1:の差があり 2 さらに，閉鎖の度fTもちがうことなどに影宇野ム

されているものと考えられる。

伎葉{ì ;;1 の "1て1]量から H!jE した休分では， 9. O~'16. 2 ton であり，プロット 3 がとくに1弘、怖を示して

いる。平均格1~::Jの ;l~!j{tに現存本部〔が少ないプロット 3 と 1 が，それぞれ， 16. 2 ton, 13.6 ton の ~-~:îい偵を

示い風衡をうけるようなところに位置い現存本数がきわめて多いプロット 13 が 7.5 ton の低い値を

示している。前将の場介は，閉鎖の度oが弱七校が拡仮するととが原閃しF 後者は風衝に影響された不

良林分となっているためであろうのこれらのプロット以外は，)\.体 10 ton 前後であり，ほほ， 45 年生

前後の，閉鎖したカラマツ i~トの平均値となっている。

葉のæ:量はp 実測した株分では1. 3~2. 3 ton であり， ζ のうち，プロット 10， 13 が，それぞれ， 1. 3 

ton , 1. 5 t011 を 7j，し，他よりも，とくに少ない。 乙れは， 両rJ? とも峯i'i!í Iこ位置し， 風衝によって茶葉が

促進されたためではないかとみている。その他は， 1. 9'~2. 3 ton の組問にあり， また， 枝葉/L:重量から

推定したプロットでも L 7~.2. 4 t011 の範川である c したがって， 1. 7'~2. 4 t011，すなわち， 2.0 t011 前後

の禁量は. 45 年生前後のカラマツ閉鎖体分の，平均的な値であると判断しでもよいようである。

とれらの枝葉量を，信州!主カラマツ林の調査成績25) と対比すると， jJJttÎiì1小の仔IJを 15;[; くと， 技量では 10

ton 前後で，k_きい子堅実ーはないが， 葉揮では 2. 75~3. 58 ton を示し. b問中地灰のものよりもかなり大き

い。このような発異は現存量のJítíとブ了jよの差とは:考えられない。あるいは， ~i~査l時 ~Jl が豆と秋とになって

いるから，時加による差異も考えられ，またp 地域による差異であるかもしれない。

5. 成長および生産量

ζれまで歩調授**分の;既存量について述べてきたが，とこでは，現了一[二の状態にいたる成長経過や，生jす

を支える諸関係について，いくぶん，考察を加えてみたい c

1) 標準木の樹高成長

私j幹折解の結果から.H分の平均樹高 lご5 しい標準木の，各年代の樹高を，その年代のjs何?の平士?とJ刷出

であったという市HJとのもとに， 岩子地方カラマツ林林分収穫表の、V:l{j樹高とともに示したのが Fig. 13 
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であるのと tvを見あと 1 学J也を[問るプ日ットは 6， 11 の 2 fD  "1 卜 2 咋JUllと属していあのはじ 3，

5, 9 の 4 プロット， 3 A，l} 地は~ 4, 7, 8. 10, 12 の 6 プロ y トであり p プロット 13 は 3 守地を大きく

卜 [wl っている。

1 ノ土地を 11刀るら 11 の 2 ブ口ソトは， *1\ 耐"ii 20 イ i 仁氏までは 2 等地と Ii:iJ 滋の成長をノl' しているが，以後3

成長が;;:_( 1'.11' し， 1 A_ln直を 1:[[11 るようになっている。プロソト 13 では，林 ilirii 15 年以後に L[記長が綬l限とな

っているが， ζ れは， I'JíjÌ!ßのように，風fIIü の影響によるものであろう。

2) JìJ.本の成長

)胸 Ipj 間i TIIT .f，'i と段近 l /fl山の幹の志量成長との関係を示したのが Fig.14 であろ c この図には，校集;量を

LI:.J'有量介計から t肯定したプロットは防、かれているのとの|叉iを見，5 と，かなり ωバラツキがあるが，これは

知似体 I(~)からの1同体とはいえ， '1"1"}樹 IE41で 2 倍以 i のjl があるほと、j也jiíーが異なり， "J: t::. , ι木街度にもか

なりの相迷があることはどが，複雑 Iこ関連しあった結果であろうと判断している。

[1'1:景成長の関係について，北海道)一要針;~樹林;の報fi24)をみると，エソ守?ツ， トトマツのゴ|同{七日~'(-!I>の

成長最と D2H との関係ではIII線引がわるく， S YE!山線となっている c Fig. 14 の l~:1=司'1: :;)&;J立を見ると s

lJII~ \，こ j!1いようでもあるが， 乙乙ではけí. 1立を十本分としないで地伎の宗という見 h をなし，ト半分[とおける平均

必'JI::j 20m を)，\、中として，分けて司うえた方がよさそうであり，村 lWr点長でも|可JKQの傾 iÎl} を:1];;:していた。

平均倒 i， ::j 20m 以 1.の**分ではノミラツキは大きいが， 市量成長では 3'.6 kg , 村 Wt成長では 0.009"

0.017 m3 であり，つぎの式で不 F ことができる。

log dW  51 =0.4189 log G..O. 4495 ...............・マ...( 5 ) 

log dV Sl 二二 0.3935 log G 十1. 0424 ・ '"… 。.…ー.. . , . . . . . ，・ a …( 6 ) 

また，、lえよ之J fM?i:j 20 m 以 F の体分について? 林的 45 "1三 IlíJí:乏の 11，\1体の成長と胸 I~~~J 断TIIT fJ"i との関係を不せ
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Fig. 14 M印高断街積に対する 1

年間の幹成長室の関係

Annual increm巴nt of stem 
weight per ha in relation 
to basal area 

d 5 10ゐ cni:.r: m
Dど H

Fig. 15 D2H!と対する l"j二問の幹成長

;量の関係

Annual increment of stem weight 
in re�tion to D2H (D : B. H. D. 
J[: 日日ight)

Table 3. 林分成長量表

Annual increment of stands in Himekami area 

プzr ト i vJLJJ」nt(mS)|wLJJ」nt(tm)
民t 後期 5 年間 |Jt2J514 後期 5 守1111 JLfiE 
No. Latest 5 years! ~UCCァハ内向 ;Latest 5 Y 

8
4
5

〆
0
2
8
7
0

ハJ
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9
1
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0
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7
7
6
0
3
1
6
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司
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-
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一
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一
正
寸

一
加

1
2
3
4
5
6
7
/
3
9
0
1
2
3

一
ヨ

1

1

1

1

E

 一
平

か
ル
ー

3.669 

4.015 

4.355 

3. 534 

4.431 

6.019 

3.161 

2.934 

2.733 

3.883 

b.894 

3.729 

2.145 

3. 556 

3.548 

4_651 

3目ヲ92

4.035 

6.477 

2. 907 

2.933 

久 473

4.616 

5.771 

3.495 

2.358 
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E
A
 

つ
ん

(J ヮさのようになる υ

log dW Sl '" L 63384 log じ -3.72192

log dWs1 ~ L 64532 log G-2.34314 

φ( 7) 

(8) 

なお， ffc 量成長を D2H との関係でみると， Fig. 15 (ど不安一ように) ，1向 I白川í IitT債の j封命よりは，半均七

，'，当の 1"弘、 1半分に同しマている似体は，いくぶん y rI偰 -----"fJ~ 仁にならぷ傾向をノj、し，また胸 li"J 均 rl好FAの場介のよ

うに，、|ノ均約 20 rn でのはみられなくなる υ しかし，バラツキは大きく) S !I~I{ とも考えられるが，

ここで(ら 仏、，直線[泊係とレて次式で示しておくじ

!og L1W 51 ニ1. 04403 log D2 H -3. 66913 

3) !半分 fぷ i乏

許制一任 M:分のト&1乏状態をみと〉ため， 設iι10 カ壬f の村 [}l成長を fJíj !~j と i創出の 5 年ずつに区分し， それぞ

。寸"" ",,( 9) 

れ， q'I&J三:掃を沿rnl，したのカミ Ta)}le 3 である。

h乱立Itこり ω十ドず均 l以L之当はiì!!!lル後}gJ 5 年 II"J の 'V~JSJでは， ブ口 y トによって I日 l同がよい場合と後!þj

がよいJ会jfT とがあるが， これは， かならずしも|ふう?の \"r 木本部(や刷出) j: 関係があ心とはいえなし、。 しか

L，最 1 日l の成長は，いずれも， I古川?後Y}J 5 年Ii目の主i ーヰ I:J(直よりも劣 lコヲ IJfJぽiの影響をうけている

とが万えられ， とくに， 社1刈 i下JIこ何度が 1'~1 く， 1'1 然枯死があらわれているプロッ卜 6 の成長511 が， ほ

:丸 1/2 I 三低卜してし、ることからもうかが才J才しる。

最近 5 1， 1 聞の午、ド匂 !J!ZI三忌(;: 1 村市成長で 6. 2~~ 16. 1 rn3(ha, 't(量成長量で 2. 1へ 6. () ton/ha というよ

うに，プロットによってかなりのーがある ， k1* ， 地位との関連乙相対的に千十;t交の JJJい料分ほど j成長誌

が大きい傾向がある。

4) 史量と成長記;

ト本分を構成する間々の体木の葉iiJ と斡の妥;量;成長量との関係を見ると，ノ、ヲツキ -jß大さえ， ふ立の傾向

:立認めがたい。しかしフ集量が多くなると幹の長;忌成長室は増加し， さら~C: , I司占禁足で i土地位の "';1 いと

ころ(プロット 6 ， 11) は成長主設を増加しているラなど、の特徴はあるようである。

作分の葉一誌と幹の卜および>t'量成fえとの関係はずablε4 にノJ'すとおりであるが~-~註 1 ton 子['1 たり

の I~(干のほ長訟は，付 wで:l. 0へ /6. 8 tonj 11~J~tで 1. 去、仏 4 ton のように， プロットによコて大きい;t奥が

'1、able 4. L{、分の j主鼠と幹 IÜと j立民 01:;llj1地区J

Leaf 品rnount of stand and annual inerement ()f volum巴 and

weight of stem in Himekami ar問

0105 , 2. 

6 :tl. ', 1 
l 昭 9811 1651 2.ci90j 8.43311 O.0110i 3.;521 4. 1, 591 

OOL,51 2.8131 1. 3.0ヌ0 1. 221 

8 l 人。 3. 136 1. 308 

10 19.0 J , 0621 1. 0251 8.6872! 0.00821 3 ， 3己 81 3.1 0.741 7.219 

25. 9 7791 ~371 13.37551 O.Ol!三 4 ， 706[ 5 6.769; 2, 381 

1ム占2. 3 1, 9091 0.6871 5.29181 0, ], 8321 0 4. 034 1.400 

V: 材積 Volume ， W: ，11，南 Weight ， .:1 51 ・ 1 年間の幹成長:議 Annual increment in stem. 
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ある。これについては，風街の影響をうけているプロット 10， 13 ではがj査時の葉最が少な目にあらわれ，

また p 地位の良好なプロット 6， 11 では ttlí立葉j歪あたりの成長量が大きくなっている，などについて考出

する必裂があろう。

6. 相対成長

議院，葉量など体分の羽存量の推定，あるいは，単木の各部分量や成長屋:を推定するみ法として，林木

制体名部分IitJ の相対成長関係を利用する方法制)が，有効な方法として登場し，多くの1~1極についての w告

がなされている。このよお合2 摂IJí.l:'が容易で，なるべく精度が而い ζ とを必要とする。ここでは， J尚南直従

がもっとも妥主と考え，ごドーとして， JI(,ù 1"当直径あるいは淘両新沼j杭との関係について検討をおこなった。な

お，訟i査椋木本の測定結泉を，一覧表として， Appendix-Table 8 に示したの

1) JI向;両断 IILi f4i と j也 t古口径郎分との関係

j陶 l凶断 IfiiI主と幹の近量との関係を示したのが Fig. 16 である。これを見ると， プロットによってかな

りの去があるが，大体， J也f立がよく，密度の商い林分，風街地lこ位[泣い地{立の低い!れれおよび，その

他の体分などに分減「する傾向がみられる c それで，プロットふ 11 を i二位林分，プロット 13 を7、位林分，

その他を中位林分とし， !欠式によって示すととができる。

上{立林分 log Ws=1.10526 logG-O. 59741.. ・ ・ ・........，・一。(1 0)

I jl{色体分 logWs ニ1. 23479 log G--l. 04241 ・ p ・・ ....・"…ー・， (11)

ド位林分 log Ws=1. 04692 logG-O. 80974. ・…...……白...... ‘。(12)

ぼ]を昆てもわかるよう!と，同一i陶!判断商積でも，幹の亙:最は卜J\J:{、本分 >IIJ(立株分〉下位林分の!IU:Uこ小とさ

いi直を示し，また， rわ位休分は上位，下位林分に比較して，直径の増大lこともなって傾斜がf去になる傾向

がある c

』旬 f占i断面偵と金:}也|二 )';15 重との関係を /Jえしたのが Fig. 17 である。 ここでは， J.{l):体分と中位体分との

幹

言主

5 
府高1 出行住面積

Fig. 16 I1旬 f寸断 1(lfMliζ対する

幹Iflの関係

Stem weight in relation 
to basal ar巴a.

月旬志社折面積

Fig. 17 胸的断凶j{占こ対する

地上部震の関係

Total weight of above ground in 
relation to basa! area. 
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分離はラ Fig. 16 のようにはっきりしていないが3 やはり，分跳の傾向は認められるので， li&D両断耐績に

たいする地仁 ;'H5_r({の関係を，それぞれ，つぎのように分間作して，関係斗むを示しておく υ

卜ム位十半分 logWt=" 1. 162231ogG-0.72111....... ・ ........,. """", (13) 

'1 1 位置付、分 logW十t= 1. 25470 log G-1. 04958 ・ e 也 巴 .......町一。旬 。(1 4)

下位十本分 logWt ニ1. 14834 log G-O. 99641..... ー ー.....・. (15) 

Ij('DI日i断 IGI杭と校および葉の逗忌との関係は Fig② 18 のようになり，とれまでの 'HtfL;.3)13l船田)28)30) と同級

に，体分ごとに分離している傾 jÎりがある〉このような分i維を足立Jする )j法として，校や主主の主主lと l丘f主的な

関係のある 1~i-~分，たとえば，生校下の IF主任との関係を求めることがなされているが25\ ここでは， !Ii'll r日川11

Ifけとの関係で，十本分分献のま、土， '1、able 5 1;じその関係式の係数を示しておく。

この 4ごうに， Jj('Dr\'hm; 面と校，との関係は， 1己j じような休l焔て亡も， JtlH立や符度に文[1じされる林分梢!戊

十支

?を

栄
華

5 Iσcm'2 

間高官j Ë]

Fig，印刷!日J断 Ifl!fl.'\1こ対する校・長煮の関係

Branches and leaves weﾌllht in r配lation to basal. area. 
口

Table 5. をふ体分の校舎葉Æ相対!:&J~i系紋 (log Y ..b log X +a) 

Coefficients of allometric relation in dry weight of le乱ves and 

branches of each stand 

ブ。ロット

No 
Plot 
No. 

A
U
γ
/
n
o

ハ
〉l

 
11 

13 

a 

2. 1日 645

1.43382 2. 60446 5. 95987 

1.41560 3.21116 1. 47346 2.68190 

l. 76990 4.11956 1. f1833:1 3.68307 

0 , 86551 ヌ 06987 1. 24443 え 20093

1. 91976 4.83168 2.38300 5.22150 

1.62730 3.93908 之.02687 4. 11883 
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状態によって変化するので，同一樹極， r>'r1ム t*;~riiであっても，単一の関係で示すζ とは凶郊であり， f也の

体分でえられた結以:から， λ半分の校@主主最を推定することは3 ロド，飢仰と考えている。

2) !I旬 1~-も断面積と地上部名部分とのrfi:量比

各伺体の夫担]値から J也 1: ;~1)全南にたいする幹，校，葉の量の ITi分半を JJ向山断出店との関係でみると，地

上部全百三のなかで，幹葉最の己i める害IICi'は 80'"98% で， きわめて li::'t]い。 これは， 対象持分、が的林(始であ

り，幹への累積年設が良いこと，カラマツは陽性で， ffEi 校年数が， 比較的， 出いこと， さらに，落葉樹

であるとと，などが1i:M'ì- íi<JIと関連したものであろう。とくに， 95形以上の品本を7Fす仙â{，j;:は相対的 iこ ~~U皇:

のr\'!i l) .jノド分で， !JtijJ ， ;';j断凶院の小さいものであり p このような傾 IfJJ は，これまでの報告にもみるととができ

る 19)船田)30)31)。大部分の個体は 85-'"9096 の|間にあり F 全休的には 90銭前後とみても差しっかえないよ

うである。

幹と校を加えた， いわゆる ， Jド|可化部分ω地[~ ，';[円三 r[í にたいする 'ft 量i七は 98-'r99勿となっており， 折、

の場合と同様に，胸 I~:] 断面積や十半分による }f:~- ，~まあまりない。

地上一部イí':重とそれを織成する作品目分の重量比との関係については，胸，'，-;) n町長がノわさいほど， また p 年前;ì

が芯いほど，校 s ~定の ~&uf?が人;きいといわれている 24)25)29)31)。しかし，姫神地区のJ品 i引とは，林[始がほぼ

!司T_'であるため， JJí'ul九断面積にたいグる各部分の上ヒヰミ(こ， Wl らかな差異はなかったものと考えている。

九州のスギ**についての重量;上じではp 出!支に関係がないともいわれ16) , また j町長 20cm 以とではχ

差がなくなるといわれているように30)，林齢 45 年前後のp 閉鎖したカラマツ林では， 地[二 5jliÍ':滑にたい

する名郊分の比率は， Ji旬高野白Uilとあまり関係がなく，大体，幹が 91% ， fXが 8%， 葉が l あと考えて

よいようである。この比率を， 1;-; 州カラマツ25) の陶高直後 25 crn 以上の間体とよ七絞すると， tJこでは 4

F弘葉では 25らノ少なくなっている。

3) 体分の斗|ι 均値による相士、l成長

これまで， .1'1;分を平井jおするイ団体について， JJ何戸j断1lii .f.tl との関連で相対成長をみてきた。その結民，枝葉

にみられるように林分によって分慨したり，あるいは，幹のように地位によって分!~Itす，;;;ことなどが明ら

かになり，それらによって， ，11'本個体の各郎分を推定した 1')1 さらには， i丹、分のJJIf'f-量を推定したりする

ことが可能であるとした。

しかし ， ~\L地条件を加味するとしても個体のバラツヰが大きく 3 推定 lとは多くの手数を要するので，お

おまかなt，*分!自の推定)iiょとして，林分のさ[dち)(，直(乙れを と 1.z.ft~'9-る)の開j のキí1対成長について

吟味してみる必要があり多ここでは， その関係について述べる。調査林分ω 、lづり値(平J~J ni，ぶ)は T証ble

6 のとおりである。

i，*分の平1'，，]lj旬 ，.iij 11"(討と校曲集日:の、[iJ土J(，[(の関係は Fig. 19 のようになるこi これ会見ると， tム，葉とも

バラツキがあり，グループわけをする必袋があるのかもしれないが9 おおまかに林分自立を推定する場合に

は直線的にみてもよいようであり， (欠式によって示しておく。

log WC ~- 2, 47157 log D -2, 99:")41 

logW長 C~ 2. 74794 log 厄 --2.614H

"・'‘・ a ・ a ・(1 6)

(17) 

、[i.J句ftí.ノi における ~(jß I日i店経と幹および九j1，[二郎全重との関係は Fig ， 20 Iこ示すように， いずれも直線

関係を示しp おおまかな休分偵のj往定をおこなうことは丁目白であろう c ただし，林齢 Jと幅がないので，

応， i見則前後の林分lこ適応できるものと考え，つぎの式で示しておく。



京J tJ[iJ，)J にお!オるブl ラマツ人上村;の成長よー土主義条件 (111 芯ほか) - 25 一

lのg W s ~:l ， 37216 Iog i5 -2, ，l1562 令_，<0' ・守(18)

log \へ!I~3 ， 383261ogt)-2 ， 30961 '''' ，，，..，，守" . (19) 

log Vs<3 目 33414 log [)-4. 87907 ."・ 2 ・ (20)

以上の、|λ均 rji 本の本11対成長関係から体分 1也を 注するには， γ均制 li山1'1:伐によコてーりえられた件き15分の

11立を木数Íi'ければよ 1; 、ことになる

Table 6, '1ム J/j }ì í よあたり l}!!_ イ子長

Standing crop per m日旦n singlc trc巳 (mcan value in st呂nd)
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1 I Fig , 19 、V l:~ 11仙台J[亡l 併に士、jずるミド均単本あた

10 I 伎@葉市の関係
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4) 木本分{直の推定

これまで泌べた林分の，れ ì\lj分についての相対成長関係から， I!削工:j断面tJ1 と幹の 11'量および HG'i:，なら

びに地[-_ ，'\[5全 d1:との関係式 (10~~15) から， )1向尚 n'J. i長とそれらの鼠の関係ぞ， J"_位， Lþ{れ 円、tの各1'4:分

について示せば Table 7 のようになる。また，校やmの:量については，それぞれ， +*分ごとの相対成長

係数 (Table のにしたがって， iriオベ調査による 1I旬 I白Gì引長から村、分Íll'j 受けiすとともに，平均単木による相

対成j反関係からも林分 1i直を /_[II し，さきに計百「をお乙なった l尚南開Îlflífiilt :fíüどによる体分組と上凶えしたのが

Table 8 である。
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Table 8. tJ:Jí rfríW比推;むと相対成長関係による体分推定他のよじ絞

Comparison betwccn the presumcd values of stand are based upon thc 
basal ar問 method and those ar巴 based upon the allomctric relation 
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これらの推定方法ば?いずれも，絢尚断 lírì積が同じであれば各市分量は|日j じであるという|山引とたって

し、るが， Table 8 に見られるように，惟定されるノ川、分 (IÚ は|己rJ--ではない υ とくに， 技・英語を支配す乙

凶壬が多いためか， )刷 I~~;J 断面積lG :fff一定 lこ比較すると，休分ドィのバラツキも大きくなっている。

f汁丞および地 lニ i~i~}]iでは，アロット 2. 12 がいくぶんが太きくなっているほかは，おおむね， J;i¥{J:J 

の傾向会示してし、る。プ口、ノト1， 6ヲ 7 ， 8, 10, 11, 13 については， それぞれ， 1:: 1立， IjJ 位，下位の:お

何?に分離した式を週月二l したから，推;むi直は比1史的そろっているが，その(1Ìl 1ζ ば仁fl(立林分の式な適m した

ために，プロット 2 ， 12 は過火になったものと考える。したがって，村公i自の推定lこは，本数何度や új也

条f などを1JI[:床した制分がよう裂であろう ο また， -，1'-1句 LìJ. 木からの推定ば， 11:1木どとの相対成長関係からの

ものよりも去が大きく多精度は劣る傾 1Iすがある。
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IV-2 遠野営林署管内種山地区のカラマ

1. 調査地区の概況

制査地区 l土J七 iニ!i rJ也の脊梁部を構成している極山付与j見 dr ， jùli友 I'，::j 870 m) 北側のJ 南北にどる準、VJJji

l主ì ~こ位置し，行止政 J1dJ は 700'~800 m の組問を占めている c この地区では。海抜 600 ，，700 m 以下に lo\1Ï析

地形が発注しているが，おおむね， 700m Jヨトーには，比較的，平坦ないし綬斜地が多い。

基手:は輝紋ìfÆ)j( iヨノがらなり ， j止半?と郊には赤色l孔(じを交(jtこ判ìll擦を包含する， Ip-\iヒのjf主んだ士!留を堆f/é

し，さらに，それに火山以を混入している。

遠野における気象観測成績を見ると， 当平均気ィ;}iit 10.8C!C ， イド|海水量 1 ， 156 mm , 最深積雪 26 cm (2 

月)であり‘ また， )]別の勾ìliAおよび降水量の分布をみると， 7 ，~， 9 汀に雨量が多く， 冬季Jと雪が少な

し低温でおり， );.:、山下!宇内 1:主 I!i')())特徴をノj、している υ

2. 土壌および植生

1) 土壌層断面の形態および植生

各プロットにおける j話術 Ifllの形態について記載すれ(ぷつぎのとおりである。

断凶i No , 1 Blo(d)!世土壌(残杭〕

1006 林斑し '/j\ J)E，準平 i京凸存I\'JLJ豆地， ií~I:b:，~jj 750 mo 

F : 2cm，カラ 7 ツ l凶~~，白色菌糸多 c

Al ・ 0~8cm，黒色 (5YRl!1) ， JI直後二，軟illl] ，事IJれあり。

A2 : 8~， 19 cm, Lえ褐色 (5YRZ/ 1. 5) ，地主長上，軟， 1間，ミr.灼刑u際あり C

A3 : 19'~'30 cm，黒褐色 (5YR2!2)，植淡土，秋']'.内科111繰あり。

B : 30'.,50 cm , 11者褐色 (7. 5YR3/ 4) , 1直壌土，軟;炎く 1 1%植 lこ Y{j丸L いくぶん豆半占O

B C : >50 cm, I i}j燈褐色 (7.5YR6!6) ， 埴土哀J'. ， 笠， ~WJ ， 五 *~i ， J\、色 lifi\ft襲撃~o

断[雨 No. 2 Blo(cl) 型土後(浅積)

1006 林班L 、小到し準λliJf，{凸 ;;1\'1ι土日地ヲ jÚji友 r::1j 750 mo 

F : 2cm，カラマツ J{j~. !*l。

(F ハ

Al : 0" , 8 cm , ，';H渇色 (5YR2!1)，地主義軟~ ~I\I~ ，わずかに出]れあり。

A 2 : 8,,,23 cm , ~.~~褐色 (SYR2/2)，埴i長仁，軟) ilm，いくぶん粘りあり。

B 1 : 23 ,,,44 cm , オミ褐色 (5YR4!4) ，埴主義土， 19(，淡くl1álとよ勺て汚染。

B 2 : 44,,,60 cm , IJJ 渇色 (7. 5YR5. 5/6) , J副長 1二予 11.人 山 IF*， li ， わずかに拙のi可決ありli'襲介

B C : >60cm , 山赤褐色 (2 ， 5YR5/6) ， 11位壊こじ 制， lli: t占， /)下位!風化機:t o

断 r !J i No. 3 BID )I;IJ l:主義(残民)

1006 休納い小JJL ~iHêJ民主ド土ru也f iúJ;j:，ノ\zI'::j 740 mυ 

ド : 2 cnl~ カラマツ!凶集。

Al : 0 .,14 cm, 1芯色 (5YRl/l) , 士庭 i実jニ秋i欲次丸， j問|問官込， しい、くぷん訓才れしあり υ

Az .14ふ〆ハ~、， 3お3c旦m， ;;\採jよ討ミJネ褐易色 (臼5YRl. 5ι/1) ， 士城1喧直主壌主 |し， ~軟次， j'心1'1ハ1ll/l

B :3お3.'♂58 じαrr叫1し? 黒褐色 (α5YR2乙;2の)多 埴占峻長土噛 l山暗h桟浮人ヲ 制， I見 {It\ によるlIl-r褐色のば様あ'J， 11 iJ I綾混人じ



主j、に地 )jにおけど、カラマツ人 i 休の1&:1よと二!)主条 n (山谷ほか)

B C 58 cm , 1リ討を憾色 (7.5YR6!8) ラ 埴壊 !S2 1 ι

111;1(11 No. 4 BID IIc:JJ)j足(残1'，'1)

1006 +j;FJf い Ij\}JL 準、 1;ITi( 1ノJ:!1. J也， ~il主 JJx:，;守:j 740 mo 

ド 1 C111, カラマツ j向及。

Al ・ 00~3 C111, ;!.日('， (5YRl!1) ヲ f市 1亥.L，欣， íl'I!，わずかに'，I;IJ オ l あり。

A 2 日、 22 cn九 :,ï\tgS (5YR1. 5/1) ョ 組i災 l 〉 lりく，首;-!.) -dJ~ 1!::.風化約機介ず1'.0

As : 220 34c111 , ，財白色 (7 ， 5YR2! 1)，地法九 '1弘前

B : 34~--"55 cnl~ 11(1 ~I)~褐色 (fiYR2/3) ， llfL!会 L，代 il''1， 'rfíJ 牒および泊、色 lUi.lIじ判11m持入c

B C : :>f)5 ClTI, J)J~何色 (5YR5 ， 5! 6)，端技 l ， }ihH119 1日付"際泊、色風化lj栄冬、

も'i 1:11 No. 5 1311). .13ln(d) 渓(五E山)

1006 体JJll '/j\政，同1一、liITj(絞斜地，今7'\0 III 0 

F : 2cm，カラマツ υ

Al : 0, <, C111 , :，1，日(ò(7.5YRl/1) ， J直様押し ;1'ι いくぶんトmザ状f雨戸あ :1 。

A2 ::l へ-10cm， ;引と (7 目 5YRl!1) ， J出土長 1" 1:;ら刊，わずか， ，~と 'Ji fJ% "1 zts り o

As ・ 10 '..23 C111多 J 日.(!t_ (7 5YR2/1) タ 埴J1見二 秋予 ιf 

13 :2幻3 、 3訂2 仁立rn予 I刀、伎矧H色{\ (σ7.5をY守Rえ口2乙/3幻)， 村秘L土燦長 Lじ， :r_\_lk , {刊1行刊フ 大::t l 介 ;(1シ ]ヒ絞 !'(.J Jfr.j',!i" 

B C : >53cm , i川崎褐色 (7.5YR6!8) ，埴~~~ ["., I~_~~ 際lfT)

i凶却 Îlìト判T可i No. 6 Bγf υ0-へ、.，王却弘III川l(d) ;主立!， I)反友 ( t筏thν杭氏1片;

1006 イ休ヰ刊班1 い小B班kし r呼平 、ド判l原京守綬主詐料、?卜いj也ιラ ìÍtH)え 720nL、

F 2cm，カラマツ j偽。

Al : O'~8 C111, ;!U~'， (7 目 5YRl/1) ， Jj直接 i ，軟， il','j, 弱度の住区民状

A2 ・ 8'~20 cm , ;)、Uíl (7.5YRl!1) , 湘ミ i P Rら /1\3 , v\、イ~_rj 目、(と ~íll@長介ず1'， 0

A 3 : 20, 44 C111 , ';\\褐色 (7.5Yl日!1. 5) ，地境 1 ，

13ヨ :4叫4へ. 6日3c口III叫1し児(;川L吋十料悩記詰副iばf色~ (σ7.5YRえ臼2/ほ3) ， J塙痕}壌裳 lじ 1陛己乙， if，'ιi 

13C: >6印う沼3 仁m，制裁褐色(10YR7jE仏城J裳j ， !札制， 1澱['" )(1 i'介〆円。

Ilj�[llﾎ NO.7 BlD 当" 1 J.i;i; (残I，'r)

1006 1本刈|し l!j\ JJし部 ;1ノ ü;， [111:山手JLtlllj ， ihjj/x: !':j 700 m門

F :2 仁川ヲカラマツ J七絞 !'(J マット ;Ikc

Al : 0,- 8 cm , ;,(lj("• (7 , f:i YRl!l) , :t百J裳[， I:，~， I1九日\J ITtの抱月ミ状椀jL 赤色目(\イヒ徹子ト ti け

A2 : 8 ~23 CI11, ;;VJ易 (7 ， 5YR2! L 5) ョ九九JjU ， '1九日11 1.~礼、民 !5illヒ制l~告 1Hr ，、

B .23, 48 C111 フ J伝法、褐色 (5YR4/3) ， 1直上良介， 牧， 刊， J七仮 I'(j 可

- 29 -

B C : >48 crn , 11)] ぷ褐色 (2.5YR5!5) ， i痕壊 1 , /1'11，色@l/ヒ際 (7. 5R7/6) , えう r

~IClfli No. 8 BID !'， 'U);l~ (主主防〉

1006 休JJiし、小与，II~ ， i:~f~ ¥]7-rt{ LU I {'i!5"\ド JIIJ!11 ， ii什ii_，':i] 690 111η 

F cm，カラマツ l尚

Al :0'8cl11, ;~\色 (7. らYRl!l)，府u袋二L，お!，釈1I諜わずかにあり， ~!~:IJれありハ

A2 : 8'-23 cm，ょI，uß1:ú， (7 宮 5YR2! 1. 5) , :ti広島民 L ， [円 jill ラ和l機あり
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: 23~~56 cm, Ii音褐色 (7帽 5YR3.5/4)，埴壌 J:.，秋， ~Hl~多様質，赤色@\イ七棟混入。B 

市 Ni，赤色風化重軽介布。B C : >56cm, 1珂褐色 (7. 5YR5. 5/8)，堪壌土，堅， ilJι 

サンプリングを実施した筒所のヒ撲であり ， Fig. 21 に示すプロットJ.c:"、 t の断面白 No. lr~No. 8 は，

よように，南北 lこえよる稜線に設置された防火線と平行に配列している c

さらに，イ、!表の資料から，との各調査プロットにおける植生は Appendix開Table 1 のとおりであり 3

ミツレンウJツツジ，トリアシショウ<，これを見ると p地区の特徴縞物を求めたのが Table 9 である。

ジンヨウイチヤクソウなどが優勢であり，原町r楠λじを主とし，むしろ，恨潤似をおびているパッチグリ p

およびアカマ y混交状態は Photo. 12"~ 15 のカラマツi'*相，ことがわかる。また，代表土壌の層 r!ii面，

とおりである。

サンフリングを実胞した。各さらに，補足調子Eとして，種 111 ;1じ仮IJ の準、ドJJR一 11]を対象としてポイント

これを見ると， .L壌は BlD'E 主!調査地点の|二壌および楠/1:，状態は Appendix-Table 2 のとおりである。

サンプリングの場介と似ている。ないしBlll(d) 裂の範囲 lこ属し， 1立は:も，前記プロット

土壌の諸↑l j'li2) 

サンプリングそ実施した筒所から採取した名土壊の:Bjl学tti土 Appendix-Table 3 のとおりフロット

である。 ζれを見ると，浮上壌とも ;J<.分合最が大きく. tft積状態は比較f内密であり?透水性は不良である

m 
6011 
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T呂ble 9. 極 111 地区の主要油生

Characteristic plants of each soil in Taneyama area 

1主名
Species 

階
Layer 

種名
Species 

階
Layer 

トリアシショウマ

レンゲ、ツツジ

ツタウ jレシ

ミツノfツチグリ

ゴトウズノレ

ジンヨウイチヤクソウ

チゴユリ

G v ンケ、ツツジ

ミズナラ

ノリウツニド

Sh 



東北l1!l 二1)-におけるカラマツ人一|休の成長と (Ilr(訂正か〕 31 

ことがわかる、しかし， id所地形にあまり来県がなく，筏llf(手J)件隣考会不しているためか， j- 撲によiS J可1学

iド!の必 5まれま!日j らカ、ではないに

また? との地IXO) f\:é友 J)支として歩 同nfn No. 1 の i 壊をえらび.~見械的指iはそ訓Tf した結果 lま Ap­

pe日dix-'I、able 4 のとおりである c とれを見と Jごヲ :['ií:l は 109ó 以トで，接げよいし砂Jt'Í).~U. iこ属い野外

[ ，ド iーよりも，かなり砂:IT ，~，とかたむいていお今

f千ゴ 1%のイヒ句会'1;1 は Appendix-Tablε5 のとおりである pH (H20) は 4 .5 の qむ間にあり[壊によ

るそは，ほとんど認められない itit免限度 (Y1) Iふ Fi只. 22 (とぷすように， 九 1):;)見とも表!同 lこ大ぎく 7

B }I戸jでは減少し， BC 府では，ふたたび閉加している c 表隔で大きいのはカラマツの影粋であると出

われおが 1て!医j で大きいのにたいしてはp この地!えの LJ 付の風化過程，つまり， ι同化町村ピ由来してい

と)ためであるとみている c

カラマツ務~むからなる F }ç[í には， 10- 20 口le の i"1j州'1 訂以くを合千1 し， F ，I~) II~_C r- の Al!訟も， その影?チ

をうけているがヲ各|壊とも間投Jド~~~1J JfJ弐 にきわめて之しし、 υ これは火 1I1 J火や古風化母はの特徴を反映し

ているものであろう c

3 ‘ 土壊条件と成長状態

制 ft.[;ト分lz朴、帥 31 イドであり I BID ねないしJ3lo(d) 引の 1)]誌に崩し，二 í 主|刊には，あまり去〉主はない。
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カラマツ体分の、p.J{g樹 1.勾は llr~15 m の範|況を示しているが， これには， ['.壌 I'(:Jなものよりも歩むしろ，

起伏の差異に由来する風，その他の影響によるものとみている。

各プロットにおけるカラマツ平均樹高と l~，壌および比高(低位部プ口 y ト 8 基準)との関係は Fig. 23 

のとおりである。 ζ オ1 によると ， B1D 11'1では BID(d) l~Jよりも，いくぶん， 成長は良好なようであるが，

その傾向は|切らかで、はなく，壊のJit結絞式，特質などが，本質的 lと，ほとんど差異がないととを意味し

ている。

しかし，平均樹高と比布との関係では，低位郊のものは首位郊のものよりも， Iリ]らかに船内がおい。こ

れについては， iU，'ð査プロットは南北に走る準平原市lと自己ダIjされ，起伏九九による縞尚風の風街程度に?手県が

あることについて:考えなければならないであろう。

Fig. 24 ばカラマツ平均樹 r\~J と容積払透;J<f!' i町負限度 (Y1) ， Wt換 tl::t j))乙との関係，つまり，おも

な王立@化つられ:との関係をみたものであるが，いずれも相関は認められない。

とのように， :f>R山地ほのカラマツの成長状訟は ， þ臣神地区の場介とは異なり，各土壌の性質が類似して

いるためか 1.壌による成長状態のj長良は切らかではな心むしろ，起伏によって成長状態が文配されて

いる。これについては p 前述のように，起伏による風条件の差異に由来しているものとみており，そのと

とはフカラマツ林 lと混交している天然生アカマツも 3 カラマツと類似の成長を示しているととからもいし、

うる。しかしながら，カラマツの成長にたいしては 2 次的 lと誘プまされるカラマツ先村病の影響について

:与えなければならないのはさ'，~(ーで、ある。

4. 調査林分の現況および現存量

，~JI;I夜十本分[ま昭和 6 年~直裁の， ;lHì令 31 {ドの， 単純一斉林であり，完全に閉鎖し， 部分的に過J点のところ

もあるが， .[61員木は見あたらない。各林分の~~m，および現存主主は Appendix-Table 9 および Appendix-
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東北地方におけるカラマツ人工林の成長と土壌条{!f (il~谷ほか) 33 .~ 

Table 7 のとおりである。以一三それらにより ， iJc~者林分の林介状態について泌明する。

1) Sr~(水数， J胸高i白従および松lr刊の:E\ÜJt

Appendix-Table 6 を見ればわかろように，十本総 :i1 年 J町i の立木本数は ha えたり1， 600~ 2 ， 000 木の

ir(~I!J:I (とあり，平均的 Jとみて 1 ， 800 本 Ijíj後でおり， また， App巴白叩ndix.声-T旦ble 7 のぷイント サンアプつ iワ}ンク

志縦紡i1l 封米Lでも， 1 ， 400 木前ぬから 3 ， 000 本近くの本放を心している o !r'i rJ也んカラマツ体材、分以段表では 3

也 30 年で1， 288;小となっているからラ との地区のカラマツ林は平均的 iとみてが'J 40泌土留の偵をノドし，

かなりの市街!文体分であるととがわかる。しかし，カラ 7 ツ体分科 J!.f!山総26)を(安打]し，平均樹必で対比す

ると， 最多照度 illl 綜の 85% の椛i支をもっ A 尚早虫を 1.1司わる材、分 uロット 7 )から 65タ6 の j宇f度をも

っ B ffl11涼!と中11 列する林分(プロット1， 2) まである c すなわち，起伏の1:'りからド市にかけて相対的に

照J立が五く伝っている。とのととは， 'li李嵐 7) らの由度!fì J哩凶と対比した場合でも，大体，同総であるの

~)j， 間賞体分 lいには枯死二てが見あたらないところから，自然 I:'，J 引がおとなわれる段階であるとは考え

にくいじいずれにしても，名プロット 1:百に本数の元呉はあまりなく p また，ポイント サンプリングのJ訪

介も， Jじ凡さ斜|百を除いては 9 バラツキは少ない。

平均胸日五百1'{は，十本!給料口i じ;陵介 lこは予地位と木数何度の 2 因子 lこ支配される。プ口、ソト制資では 14. 1 

~.16. 8 cm の筒i:JJI を;..lJめ，プロット 11'，]の差呉は，それほど大きくない。ポイント淵寄でも， l有向き創出で

はプ口、ソ卜州市の~}{i- と似ているが， 北向 {E; 科的[で l 土 13. 6~.19. 9 cm の íl;~I)tl を占め， 変化の柄は大きく

な勺ていど〉 υ

←\I~ :l'-î品11:;J は，前述のように， J)袋との対応は切らかではないが，起伏との対応は認められる。その変化

の阪は?プロット制有では 11. 0 15.4m であり， ポイント ?J，\J 変で!;J:， F村向き斜面で 10回日 ....16.1 m，北

I向き外国で 12. 6'~19. 6 m であるのとのような変化は， T�勀 ;Zßのように，起伏lともとづく風の影響3 さらに

2 L 

Plol 日 日

山 山
Fig. 25 樹山jの皮数分布

Frequεncy distribution 
of height. 

11 16 8 16 12 19 9 19m 
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は，風との関連でのp カラマツ先枯病の被害程度に支配されているものと考えられる。

平均校ドi町立各プロット，各ポイントとも，樹高と同じ傾向で変化しており，樹m;層の厚さが，いずれ

も 4m 前後で 9 大体p 一定していることがわかる。

とのようにp 立地条件ーや木数栴度のちがいから，平均樹高や平均Jl旬l市fA:径!と差異があるが， tMr可の構成

状態は Fig. 25 \と示すように，メ:{:本，正規分布 lと近い)巳となっていろ。

2) 蓄積および胸高断lilj積介計の現況

Appendix-Table 6 tと示すように，同一林紛ではあるが，プロット調査では ha '~たり 159~298 m 3, 

ポイント調査では 170~.390 m3 のような，大きい差異がある。また 9 胸高断面積f王子計でも 3 それぞれ，

29r~42 m 2, 28~48 m2 のような差異ーがあらわれている。 とのような差異は ， ~i度との関連もあるが，地

形条件とよく対応い尾根地形の高位部から低位部にかけて，蓄積および断同積介討が増加している。

とれらの数値を921- 手地方カラ 7 ツ林林分収穫表lこ士、I上七すると，もっとも蓄積の多い低位部のプロット

7, 81お平均倍{tP，jでは 2 等地に該況しているが，蓄積では 1 等地の{立を示 L ， また， 高f立部のプロット

1, 2 ば，樹高では 3 等地を下回わるが9 蓄積では， ほほ 3 等地の倍を示している。両者の中間郊のプロ

ットは，蓄積では， ほ lま 2 等地をと下している。ポイン卜訴;E任の結栄でも， 大イ本， 似た傾向を示してい

る。平均樹高による地位と蓄積との問に，とのような傾向があるのは，樹高に対泌する本数字守度が，きわ

めて高い値を示しているからである。

3) 幹・校・葉の重量

斡の重量は ha 当たり 66~.1l9 ton であり， プロット 7 ・ 8>6' 5>4 ・ 3>2.1 の順に小さくなってい

る。

校の1石畳は 10. 5~.17. 1 ton のように大きい 111日はあるが， その変化状態には一定の傾向がなし 林分に

よってまちまちである。 しかし， j巨神地区ではz 胸高断雨riI立上七推定で 8~.14 ton , ~LÆ.量よりの1ft定で 9

~16 ton となっているから，極山地区の場合とかなり似ている。 したがって， 閉鎖したカヲマツ林では

林齢とはあまり関係がなく，安定した値になるのではないかと考えられる。

葉の雨量は 2. 8~.3. 9 ton!h旦であるが，この債は信州産カラマツ林の葉最25)のうち，幼齢株会除いた場

合の 2. 75~.3. 58 ton/ha の値と，ほほ一致し， þ[;.í神地区の1. 3~'2. 3 ton!ha よりも噌かなり多い。とのよ

うな結果については3 校量や調査Ilif J羽などから考えでも，その閉山は羽らかでない。

5. 成長および生産量

1) 標準木の樹高成長

各プロットにおける椋準木の，各年代における財布を，その林分の，各午代における平均樹高として，

治JOJ也Hカラマツ林林分収穫表の平均樹高と比較したのが Fig. 26 である c これを見ると? カラマツの

樹高成長はJm形条件 l乙支配され 10 年生頃までは，低位部では 1 等地歩 同位郊では 3 等地の成長を示し

ているが，その後，成長が緩慢となり， 20 年生以後では， {.町立部のものは 2 等地を下回り， )iC.l}位部のも

のは 3 等地をωド悶っている。これには J"_境条件や}!l\\衝などが関係し，とくこ， rri}位郊では風衝によるカラ

マツ先枯病の影響があるものとみている。

2) 地位指数曲線

ポイント サンプリング調査による 13 ポイントの解析本およびプロット調杏による 8 プロットの標準

木の樹高成長から， ト本総 30 年の樹高を指数として齢階別平均船出を求めると Table 10 のようになる。
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さらに， これを図化し， 各ポイントおよび各プロットの平均樹丙を， それJと桜入したのが Fig.27 であ

る。とれによると， 指数 10'~12 Iどは高位部の体分が該当し， 指数 12~14 Iどは高1れ 低位11 1問林分， 指

数 14~16 にはほ位部の林分が該叫している。一般に? との地反のカラマツ林には地位の低い株分が多い

特徴がある。

3) tj:t木の成長

胸高断面積と最近 1 カ年の幹の材積および走塁の成長との関係をみたが，長i圧の直後成長がきわめて小

さし 測定誤差が介入するおそれがあったので， 最近 3 カ年の平均値により 5 最近 1 カ午ーの成長を求め

た。それによると，最近 1 カ年の成長ば，絢店主断面積との関係でも，また歩 D2H (D: j首?も H: 樹llj)

との関係でも，材私、および豆量成長のバラツキが大きく 2 直線Jド|は低い。たとえば，幹の重量成長ではp

胸高断荷積 100 cm2 で O. 2~" 1. 5 kg , 300 cm2 で 2. O~j5. 5 kg のような l隔を示している。

4) 林分の成長

最近 10 カ年の林分成長を前期 5 1l-，後期 5 1ftこ 2 分し，それぞれ，年平均として示したのが T旦ble 11 

である。これを見ると，高位:}ßIこ位践する No. 1, No. 2 では後期の平均成民主主は大きいが3 その他は，

おおむね9 後期では減少する傾向がある。これは，地形的に低位部に移行するにつれて樹高を増し，相対

的 lと本数千許度を増加する結果となるためであろう。

長近 5 カ年聞の年平均成長量をみると，材結成長では 5. 5~~ 12酬 8m3，重量成長では 2. 3~j5 ， 2 ton の範

閃を占め，プロットによって大きい発巽があるが，大þt~) rnî位官から低{ú:部にかけて成長量を増加してい

るとみることができる。

5) 奨量と成長量

個々の林木の葉量と 1 年|自の幹の車;最成長との関係をみると，大体，葉量が多いほど幹の重量成長が大

きい傾向はあるが，個体によるバラツキはかなり大きい。これは，場所による受光状態や栄養条件などの

差異によるものと考えられる。おおまかにみてョこの地区では，平均樹高の小さい高位部プロット (No.

1~J4) と平均樹高の六きい低位部プロソト (No圃 5~..8) に 2 大別される o ]ÌÍj者は下位林分，後者は[0{立体

分でおり，可1位葉量あたりの幹の成長は I二位+~，分のブ了が，いくぶん多大きい傾向がある。

つぎに，単位同夜あたりの林分の葉最と斡の成良との関係を示したのが Table 12 である。~量 1 ton 

Table 11. *半分成長量表〔年平均 ha 当り)

Volume and weight incremcnts of each stand 

(mean annual value per ha) 

プzflvJ4JJEI15EU竺L-ddLEEh--jf竺
長iji l 前期 5 年|後期 5 年|古川 5 後期 5 汗:
N~~ 1, During the 1, Durin_g 出巴 1. During the i, Duri時出e
り Iformer 5 ye乱τsi latter 5 years Iformer 5 years] laUer 5 y巴乱rs

6. 251 6. 058 2. 635 I 2. 534 

2 1 7.228 6.923 2.941 2.830 

3 8.226 

4 5.498 

5 1 1.ヲ 41

も 7.376 

7 ]2.763 

B 9.567 

8. 590 

5.877 

9.513 

8. 655 

14.229 

13.273 

3.140 3.285 

2.307 

4, 890 

2.954 

5.229 

3.935 

2.155 

3ι868 

3 刷 476

5.813 

5.214 
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あたりの幹の 1 'fli\lの成長量は， .f~ 悩では L 8-..4. 1 111 3，豆蛍では 7n.~1 ， 683 kg でおり，プロ、ゾトによ

全般r[i量 I!見長ともに)..:~し吋出を;示しているがpプロット No.5 がはもらって，かなり大さな去がある。

的にみて， {.引な rq~ωNo. 5r~8 では~ ) ':-，j位古1;の No. 1'~4 よりも，わずかに止ない値を示している。とくに，

姫川lこの地区では上院に崩しているが，No. 7, 8 ではHHtで 3.3 m3, :tl'd吊ーで 1.3 ton の成長最を示し，

この地区のカラマツ林の地位j也いくに比較すると，最下位のものに相当している。このようなことからも，

が低いことがわかる。

林分の èþi.f\[ )l!d 届:あたりの成長最と，その林分の平均樹高との関係を示せば Fig. 28 のようになり，ヰム均

f!d日が大きくなるにつれて，料、分の材および重量成長量が漸増するととがわかぶ c



38 林業試験j誌研究報fff 第 293 日

6. 相対成長

標本木測定資料は App己ndix-Table 8 のとおりである。

1) 胸 Iwj[区径と樹両

胸i当直径と樹高との関係をみると， í弱体によるバラツキはかなり大きいが，コjqy!(\有皮やJ料分ごとの分的Ii

はみられない。 ζ のようにバラツキが大きいのには?話]，白j成長にたいする先村病の影響が考えられる。そ

れでラ被害の大きい fltl体と被害の小さい似体にわけでs その傾向をみると，被害の大きい個体では?直径

が増加しでも， それにともなう樹高の増加はかなり小さし 光村病の影響ば明らかに認められる。 しか

し，被害の小さい個体でも，枯I肉の増加が小さく p 丁度ョ姫神地区の風街地のものに似た傾向を示してい

る。したがって，との地区のカラマツの樹高成廷には，先枯府および風慌による成長減退が重複してあら

われているものとみている。

2) 胸高断|自ItJ~と地上郊の各部分の関係

1旬高断面積と地卜J官全量および、幹の重量・材演との関係を子J\ したのが Fig.29 である。これを見ると，

いずれもパラツキが少なく p かなり良好な直線関係を示している。姫神地反ではJ.'ili{立の秀異によって分;却

する傾向があったが，こ乙で lふ密度や地位の差が小さいためか分離の傾向は明らかではない。また， lì江

述のような?先tM耐の彼害程度による分離も明らかではない c それはp 先枯病 lまE宣伝成長 lとはあまり影響

がなく p 樹高の低いととからくる村積の減少が，その割合に大きくないととによるものであろう。

それでpζ の地医の 30 年程度のi;，j;分では，;t枯婦の被j方程度， 風i!Í.iによるヒ長成長の抑制， 村、分包:皮

の;42呉などとは無関係に，胸刊断面積と地L. è~I)1':霊および幹の ifd量・材積との関係は次式のようになる。

log W s ~ 1. 28481 log G-1. 26785 

log Vs ニ1. 25521 log G-3.80252 

log も7V，= L 31878 log G-1. 27218 
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胸i缶断面積と枝蛍および1荘重との関係は Fig.30 のようになる。この地区では，地形は，大休p 似てお

り，地位の差はあまりないが， ヌド;数密度 lこは差異が認められr る。それで， プロット 1 '2 , 3 ・ 4 ， 5, 6, 

7 , 8 (と体分を分離する乙とができる。分離した各林分の相対成長の係数をぶせば Tab!e 13 のようにな

る。

t之量?菜量ともに，プロットによる業界が大きいが，玉三体，品、↓ I白u二部の凸 rl:日から下部の山部lζ移行する

につれて，すなわち3 相対的!こ ~&I~度が I'~J くなるにつれて，直線の傾斜が色、になる傾向があり，また，胸高

』 。 士把院大

ftl LJl 
:-: 1 髭石 | 

;iaiL 」 も議 i 
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κg 

00 

50 

主

まFi ﾖZJ 

'10 
50 

Fig.29 胸高断面孫、と:r;r令。地 L:\i日の関係

Volume and weight of stem and total weight of 
above ground in rel丘tion to basal 呂rea.



プロット
No 

Plot 
No. 
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6 

東北地ん1ておけるカラマツ人 L林のj点反ととi袋条件(!iJ 谷ほか) 39 

kg 
s 

0_1 

llll 干霞

Fig. 30 胸両断 !Ü!績に文、J'9-

る校..~訟の関係

Branches and leaves 

wcight in relatio!1 jO 

basal area目

Table 13. キ1*71 の技~ ~_t五相対jjX: Jミ係数(log y= ニ b log X+α) 

Cocfflcients of allometric rclation in dry weight of 1巴乱ves and 
branch己S of each stand 

11. 1 0.90708 ーし 79131 1.40032 2 , 25499 

1, 893 I L 7 1. 28766 2 , 70823 1. 47172 2.46398 

2, 000 13 , 7 2.80846 6.47632 2.87747 6.01741 

1, 6/2 13.3 ひっ9no 2.13341 1.33898 - 2.23810 

1, 767 15 , 2 04756 4.61258 1.82912 , 3.4833日

fiji L1何 T.B: 300 cm2 !líJ1長から立燃が交叉するようである。 この乙とは， 斜 1百ト^{i'l~ のプロットではイ肉体の大小

によって技よ主量の異が大きいことをぷし， 300 cm2 j)JT の f ['il体は斜同上郊の団体に比較して，とくに，

小さいf立をぶしている" II('J雨期;!~i協と枝豆，葉亘との関係は， t>f分構成状態によって差宍ーがあるので， 1日j

の場介でも，すべての林分にたいしてーつの直線式でノぶすことは凶である。

:'1) [;ﾙD 1::川1); 凶íf点と池上部各部分のIltJ弘北l

各似体O)jk乙i}(Ij11!{から p 地ヒ )';15全のなかに占める幹・校・ 2主の主主の円分キを胸戸j断 !fliT1Iとの関係でみる

と，幹の割合は 70へ 95形の筋四を占め，全体からみて， ß印南;断面積の小さいWûl本が， いくぶん， 高いlt

z卒、を子わすようごある υ その傾向は，斜面下町の地位のよいプロットに顕著であるが， ζ れは，相対i'1<.Jな情

1:Jt Wi による似体11'1]の競介の結;j~で￡ろうり

主の泊j点、向ヵ断固僚とあまり関係がなく， )(1本， 396前後であるから?地七郎，1 のなかω;lf [i� f L /(1) ,,)1 

は， Ij(IJ í河内f面結とはín(関係に， 大体多 9796 程度と考えてよい。 この地区では，地上出企主のなかでの幹

市の比率は，胸高断面積がよ;きくなる lとつれて，いくらか低くなるが，おおまかにみて， 日向高断「耐責 100

じIがで 86;弘 400 cm2 で 8296 となる。したがって，校志の比率は，それぞれ， 1196 , 15労とみてよい。
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ζ れを姫神i也氏のものと比較すると，校，荒の比率はいくぶん両< ，幹の比率はいくぶん低いが，これは

}fN告の相3mによるものと J与えている。

4) 株分の、ドー均 I1宣による相対成長

これまで，林分を構成する個体どとの，各部分の相互間の関係について芯べてきたがp おおまかに材、分

値を推定するためにp 平均車木における関係から検討してみたい。まず，平井j平木における樹イ本名 :;]1] ，況の

和夫I成長関係 lとついて If今 l床してみよう。

各フO ロットの平均上昇木あたりの現存量は Table 14 のとおりである。斗ド均胸高直径と幹の重量@材1"}\lお

よび平均地 u部重との関係をノJ\ したのが Fig.31 である 3 これを見ると p プロット数が少なく，その範I!1 I

が狭いので問題はあるがp 次式の関係がある。

log Ws~3. 7142910g 1)-2. 71842 

log Vs ~ 3. 85671 log �5 -50 49238 

log Wi ~3. 25218 log i�-2.09364 
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平均直径と校，葉の量との関係については， l日神地区と異なり 9 バラツキがきわめて大きく，その傾向

は明らかではない。
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Figo 31 '1えi出向高官径 lと対する平均幹@地 J3;]\ iítの関係

Volume and weight of stem and total weight 

of abov色 ground in relation to me乱n breast 

height diam思ter o

T呂ble 14. 平均単本あたり.g~ 1字孟

Standing crop per mean singl巴 tre巴 (mean value in stand) 

フoj 本数 J1l出|樹高|胸山積i 材活| ~reightEJFZ) 一一
No. 山~umber I~:ヰ山 Basal I 
長ot ドf stJ Efti| 日巴ight l area lv山町| 時 i 民 ( 葉 i14Ji 

l|A17 ろi~C /.__' /_Q'  ,__" Stem] Branch L巴af
一二二 L 色邑~主LI_i旦 I_ _i竺2)_L_(_r空~l__:_ 0 l-t::.Ul 一一!旦型nd

1 I 1 ，印 14.11 11.0i 0.01601 0 側 36.388 I 466 I 1.733 1 45.587 

21  1, 8251 14.41 11.2! 0.01641 O, 09l\ 37.1511 1.0141 1.677¥ 45.792 

31  l , 815 1 15.71 12.010.02031 0.113( 43.3001 9.4751 1. 8881 は 614
4 I 1, 981 I 14.0 1 11. S 1 0.0162 1 00090' 36. ,0) J 4 6.934 1 1. 505 1 14.853 

5 I 2,000 ¥ 15.91 13.7 1, 0.0204 I 0.130 i 52 岨 775\ 5.4131 1.4531 59.641 

6 I 1, 672 1 l5.31 13031 0.01931 0.124: 49.792 , 8.0271 1.8101 59 目 629

71  1, 591 1 16.81 15.410.023310.183] 74.5961:0.0561 2.461] 87.113 

8 I 1, 978 1 15.91 15.010.021010.151 札凹 5.287 1.435 66.744 
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見し|乙地ノU!とおけるカラマツ人 I 林ω成長と土淡条H (111 谷ば7J') --11 

Table 15. )1む]I'[係 (D) を変数とした日15 分自

Partial weight and volume to a variablc ()f D (Diameter breast height) 

l庁位 El 4i♀材
Vs 

(kε) (m3) 

8. ヌ 22 Ü 領 0214

11.292 0.0292 

1 !l. 799 I O. 0380 

ヲ

18. 7:,6 

23.441 

28.900 

34.890 

7三2

49.127 

o人 4Jß

66.3己 9

'/6. S9~) 

0.0479 

005% 

O. 07:30 

008/8 

o 101 己
0.12三6

o 14;:8 
0.1643 

久 189ヌ

17.876 

16.997 

21. 677 

2/.251 

:3:1. ? 8' 

',0 .991 

49.249 

58包 241

68.371 

79. え 98

9L 878 

21 

2三

23 

21 

2δ 

26 

8

9

0

 

つ
乙
つ

L

ハ
〈U

98. 717 

i 1 1. :Jli7 

124.6% 

139.155 

154 768 

~ 7 l 155 

83.731 

20/.124 

7ユも.7七Z

247 , 235 

o 三4

o 三 /2'/

0.3046 

o. :1390 

0.3761 

0. 50 

O. 1566 

O. 5000 

O. 5463 

0_ t) 9Lj_jI~ 

Table 16. IJJI 江比H必ζ と料品J}jXl乏 IJl.I係よ石川ふ〉折直の上1七 'i攻

C�parison b巴iw日むn the prcsumec1 values of stanc1 bas己c1 upon the 

basal 乱rea m記thod ancl th08巴 bas巴c1 upon th巴 allomctric rclation 

19 酌 210

131.890 

151. 513 

169沼 5'/8

189 号 130

つ09. 77t) 

231. 852 

255.070 

2/9.924 

305.900 

ton!ha 

(Le乱f)

(Stem) 

WL 

B/A 96 

C/A 9乙

13.1 

9 ノ 1¥3 

:J.l 3 

o 3.1 3 事 5 2. 8 2.6 

94 J05 102 95 9' /7 81 

6é、 6゚  l 勺 12 :06 f�3 1 ¥9 119 

70 !も 。ノ、 77 JO三 79 9己 111 

M iO 96 69 111 80 l08 10 

106 112 • 1CJ7 9'1 95 83 9:3 

98 103 1/;; 9r; 10S 97 91 。vンムっ

89 119 100 139 l3 つ

91 ln 94 117 132 

8;) 1 ~)O 96 12ぺ

103 lO~ 95 85 100 

9丘 ム 09 96 89 ヲ己

Wt 

A : !Íiù 雨期二 rfil 仙上~HU'巳 Presumed value is based upon the basal area. 

B : ljA本どとのおーl土J成長関係によるえ

Presumed value is based upon the allometric relation of individual trees 

C 司、|ノ均「↑iヰ;の相対成長関係による舵定

Presumed value is based upon the allomelric relation of meau single tree 
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5) 体全}{直の tff: Xζ 

これまで述べた相対成長関係から， J]旬内閣í rlLÍíùをもとにした幹の重量@材街および地 l:.;';I)全主;の 1直を求

め，これを胸而直径との関係で示せば Table 15 のようになる。また B 相対成長関係から， **分の低水調

査による胸立径および平均白保lこより， 林分名郊の五:量を推定し )j制的断面原比推定と比較したのが

Table 16 である。

これをよLると，え集量の推定{誌は陥U I白i断面 f.i'ü七推定にたいして， プロット 1"~5 では 5 ;r;前後，プロッ

ト 6rv8 では 20% 前後のえとなっているが，そのま坦由は切らかではない。

また9 幹や池上部の重量で l土砂大体， 10%以内の差異を示し，さらに，三v均単木による林分推定値が，

単木どとの推定債とあまり2f呉がないことは ， þgi神地医とは異なり，胸高断面積と幹および地上部主との

閣{系が，地位 lとよぺて分離する傾向が認められないためと二与えられる。

7. カラマツ先枯病と成長

1) カラマツ先枯1病被害の概況調査

カラマツ先キ占的の調査Jlliを， Fig. 32 のように，福山 l兵上付近から北)jにかけて夜線沿いに配置し，林

内， t本縁l''iIíについて被害制査を実施した。認を託方法は横 rll法(伊採一位:森林i汚皮ニュース， 1961 による〉

によることとし，各調査地とも 50'.~100 本の制主主木について， Jt1.~こ的に実施した。その結果は Table 17 

のとおりである c ととで採周した被告:7，'斗j支(指数)はつぎの基準による。

病伎はまったく見つからない。I 健全木

百被害木

田中吉本

IV 放寄木

ょうやく被:古:技が認められ，現状では I1 育iill.'当の影響がほとんどない。

かなりの波宮伎が認められ見して被害木と認められる。

ぬ容が練り J与して発生するので樹冠がホーキ状になり， Jこえ成長がほとんどない。

';00 ?でEール-~.~

/ ¥ i 
/ ., 

800 ーし / 

L一一一一 /.~~.町二一一--
o ∞旧OOm

一一_"-- j 

Fi宮. 32 カラマツ先枯府

調査位置1'Xl

Location of 乱reas surv巴yed

on shoot bl�ht of larch. 

Fig. 33 カラマツ先枯病tJtさ林

分のfifí\述調査位置図

Location of wind surveyed 
on the dam旦g巴d forest by 
shoot blight of larch. 
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J 
、吋、

J引'j

山原付近

Fγr正a川山i汁巾h 1e仁， 1凶8. 1私チ品制j 査地 lにこお Jけナる力ラ マツ j丸b村村j約の紋主1占t'パ'0皮支 (1日62幻) 

Dam旦ge of shoot blight of Japanesc larch stands at each plot 

加 1t r'Jl 

Plot 

i己:j {\'[音15 Upp巳r place 54 100 80 J 7 3 

:07 100 6'i Iつ.31 4 

ヰj I立 1\15 Middl巴 place 50 ¥00 58 2L 20 3.8 

、1一、! 1/ 〆ゴバ、J 3 , 6 

νL、" lUリ 40 40 どり 3. 1 

ノノ 56 100 "1 30 三守 J , .] 

jt.¥:_ 1立 t;lj Lowcr place ふり 100 20 36 44 、口J 

52 100 15 19 66 2.0 

t..f: 縁 Forest border so 100 74 三6 。 4.S 

(il) 
(()X 

(OA) I (lB) I (3C) H5D) Note : lndex ,' .VH , ." ~， N 

A : Number of healthy trees. B: Number of trees affected sl刕htly. 

C 可 Number of trees affected moderately. D: Number of trees affected severely. 

N:A 十怠十 C 十 D.
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Table 17 を見ると， 種 i I1 J頁|ニ付近の No. 14, No. 15 や No. 1, No. 2 では被害程度が大きく， 凹郎

の No. 7, No. 16 では激主ぶがきわめて少ないじまた言 :各調査地とも林縁部では被害がI:きく，林内で

はノJ\ さい傾向がある。

2) カラマツ先払府の発生状態と地形

前j述のように，カラマツ先払li病のす色/主には， 地形と関連した位置(lj条件が関係しているようにみられ

たりそれで， このよ世阪の地形条件を代表する高位部，巾耳目郎，低位 1~{~，さらに，林縁部 lと調査地を設け，

i品i査地内の全木について，単;三ごとに柏頭怖の被害状態について制査したのが Table 18 である。これを

見ると，局所地形ピよる被d害程度の差異および林縁郊の被告程度の大きさなどがよくわかるであろう。

3) 言語在地における風刺主主

Fig. 33 のように ðl)~在地をとり，小型ロビンソンØi\述計によって測定した結.:1~は Table 19, Tab!e 20 

T日ble 19. カラマツ造林J也の)p.\)主諒d~ (1) (1963) 

Wind velocity at each plot of Japanes巴 larch plantation (1) , (1963) 

各地点の平均風速 m/sec. 

市品査地点 Plot 
Aver日ge of wind velocity at 巴ach plot 

1 -1 jキ;ま Forest border 0.92 

1 --2 体 lメj Place in stand 0.55 0.62 

1 3 林内 11 0.40 O. '11 O. 72 0.50 I 0.42 

II -1 材: ~%( For巴st border 

立 -2 十本 内 Place 匤 stand 1. O~ 1 62 O. 64 1. 18 1. 15 

内 1. 40 1. 18 � 0.10 O. 57 O. 70 

総 Forest border 

I)~ Place 匤 stand 0.60 0.50 O. 70 0.51 O. 70 

If~ 11 0.60 0.39 0.54 0.52 O. 20 

IVL低ow位E部
lV-l +1' 縁 Forest border 1. 40 1. 60 1.55 

巴r lV --2 tJド内 Place in stand 1. 05 1. 00 
plac巴

lV-3 林 lセ 11 0.82 O. 75 0.64 

もり 1963 行 10 月 3 H 査， 11¥¥l1iJ N W 
Note : Observatiotl in October 3, 1963., Wind direction : NW 

Table 20. カラマツ造l.f地の風速説室 (ll) (1963) 

Wind v日locity at each plot of J apanese larch plantation (1I). (1963) 

tJI\J 資 j組点 P!ot 

V-l 林内の l 位 ;';1) Upper place in stand 

V 7 f;t:内の中休 81) Midd!e place in stand 

V-3 休|吋の低牝郎 Lower place in stancl 

CiU 1 四日， 9 月 30 日 調査，風向 SE
2 同七L 10 J] 1 日現有嵐|句 NW

Note : 1. Observation in September 30, 1963 Wind direction : SE 
2. Observation in October 1, 1963. Wind direction : NW 

:(子地点のミji.Y"J風泌 mjsec. 
Aver乱ge of wind velocity 

0.61 

0.51 

1. 42 

1.13 

0.65 

1. 97 

O. 60 

0.45 

1. 52 

1. 03 

O. 73 



東北地方におけ乙カラマツ人 iて林の成長と上主主条件 (i I1谷ほか〉 45 ...~ 

のとおりであるれ Table 19 によると，体1まから林内 lζ移行するにつれて風速が弱まり，また， Table 20 

によると 9 林内であっても而位部から(氏位'?i]j (ご移行す.(:'， iこつれて!礼法が弱まることがよくわかる。

4) カラマツ先相耐の被安程度とカラマツの成反

体分訓査を実施したプロット lc'~8 (Fig. 21 参照)から泊目"木と徴主木を選定し，倍l件解析によ「て成

長比校をおとなった。その粘呆は Fig. 34 35 のとおりであるハ Fig. 34 によると，粉雨Jl店長では故守

木と微手~:木との芳呉が大きししかも，その主主!i:~は低[î[ùßから I ~:-~;位 â[j(こ移1 J するにつれて大きくなってい

る。大体，日位Ù[lでは 10 1， 1てほiから激許水の樹高成長は停滞しているが，その他では， 15c'~20 tp:fjから被

告の影符をうけている。 U'(1平成長には樹高成長のような傾向は認められないの

五~北地方におけるカラマツ先帖jl況は，海岸沿い， [，'J 原， 11 成立地上九のような，風。)影をうけや 9いとこ

ろに多発しやすい傾向があり p 立た， Ji-'r)所江JIJ巴からみると， ~)'(沿いよりも来月IJ Iご多くあらわれている 20) 。

立た，川i~~J\月の風の影符が誘発要因として rf<要抗されているが21) 34)35) , との j也域の感染WJの主肌L0' S, 

ssw の方位からのものが多心峯j'(ijではその1'6沼会うけやすいf立 にある。

ζ の地ばにおけるカラマツ j;;jの被占も，このような要因によって誘活されたものと巧えられ，前述のよ

うに，その彩替はf~J;白ïJよ記長にゆj らかに認められる〉結j ,::j Jj](; J乏におよ(ます彼λ瓦程度はお位部ほど，ま fニ，林

縁 (1î)ほど大きくあらわれているが， これにたいしては， lð，l訓ft (Table 19ヲ 20) が示すようにヲ 風の影

一一10 20 20 :;oq: 10 20 30可 10 日 30ヰ

よ(吟[)，守目 ，中 f 沿}

Fig. :34 舷摘したカラ 7 ツのHI;~jJ成長経過

Comparison ()f hei日ht growth of damaged Larix. 

cm 
20 

f 

月司

色

〆
f

自

J 

オ

よ庁、時J ~r [;: 、与月定) 「 ごち 〔益)

Fig. 35 擢病したカラマツの胸 II~~J 直径成長経過(凡例 I];J に同じ)

Comparison of breast height diameter of damaged Larix. 
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響についてヲとくに，考慮する必要があろう。

Fig. 26 を見ればわかるように努力ラマツ!*内に混交している天然生アカマツの悦高成長は，高位部か

ら低位:誌にかけて良好となり，その傾向はカラ 7 ツと似ている。したがってF カラマツ先枯病はカラマツ

の樹高成長を阻害する直般的な要因ではあるが，ぷ本的には風衝程度が林木の倍ti高成長を大きく支配して

いるととがわかる。

N-3 小国営林署管内明沢地区のカラマツ林

1. 調査地区の概況

調査地は山形県小国営林署管内 55 林斑な小現内 lとあり，米坂*車問沢北側 lご位置し，朝日馬(1， 814 m) , 

柴合山(1， 263 m) をつらねる E峯i有端の天神笠山〔虫72 m) 111麓の平坦峯部を占めているの との地区の

地質は， 新第三系Iド新肢の金山屑〔傑店， 砂岩， 凝灰士号〕に属し， 中新ttJ:安山岩凋が脈状lと介在してい

る。 l.壌は，おおむね，とれらの法岩風化物を母f_，jとし，風化が)iJjみ，きわめて豆粕 ， 1，直覧である。

調fi区付近の，小雨の気象観iWJIとよると，年平均気温 12.1 0C，年:降水量 2 ， 547 mm宮最深積雪 210cm

( 2 月〉でおり，気、沼L，降水量の年配布をみると 2 冬季に積雪の多い，良司Jif:lな FI 木海4'117)気候に属して

いる。

2. 土壌，植生調査

1) :1'Ji層断面の形態および楠tjc:

各i市在地における屑断I市形態について記載すればつぎのようになる o

Itf�TI濵 No. 1 BD~BD(d) 型土壌(街j行〉

55 林})卜+なノト班.，平坦峯 i1t3綬斜，海抜高 420m。

F : 2cm，カラマツ a ミズナラ腐葉。

Al : O~5cm，黒褐色 (7.5YR3!2)，埴主義土，料，乾，絞状白|ヨ1粒状構造がよく発達し多 堆1筒状態は

A2 )冒と|羽らか lζ ちがう。

A2 : 5'~20 cm，黒褐色 (7. 5YR2. 5!2) , Jj夜j実 i-，墜恥 応部的 lと店主来状構造あり r高航 lとより市

松模様をなす。

B 1 : 20~'39 cm，明褐色 (7.5YR5!6)，塙壌:L ih~，潤，比較的ID粘，安山岩， N岩の半戸H澱混入O

B 2 : 39~66 cm，褐色(lOYR4.5(6)，埴~i詰ご1'.，思，潤ョ意粘，安山岩・頁岩のミt叩j 1擦混入。

C : >66cm，灰褐色 (10YR5.5(4)，埴j支 1" 頁岩風化屑， ~;)(の縞状沈澱および7 ンガン結核あり。

断面 No. 2 BB 芥')土壌(残間〉

55 林斑な小刻11，平坦峯部，海技i\':î 460m。

F : 2cm，カラマツ腐葉。

A(B) : O'~l cm , 1長褐色 (7.5YRS!4) ， 1直壌ゴニ? 粗，校状，一部粉状柄造，点|糸臭が強く，乾燥のた

め!守色をおびる。

B1 : 1O~25 cm , ;円褐色 (7.5YR5!7)，埴壌 1'. ， j村; 堅， -~果状構造1 J&J持 15的花粉状， J尚摘により i!j~

い市絵模様をなす。

B 2 : 25~'38 cm, I~j褐色 (7.5YR5!8)，埴ゴ。多感，潤，室料10

B3C : 38~58 cm，日褐色 (7 ， 5YR5!6) ， f，底土，堅，潤， &J占，支!i r岩半f司際混入。
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C : >58cm, I1j j褐色 (7.5YR5!6) ， t直ト， 1_~2:，安 dl 科~f三角球 IJ

i 記綿子則自の ij[[ !I: は Appendix“Table 1 のとおりであり，低水|オ?にヤマモミジ， リヲウブ， ミズナラ

などが多心おおむね，遊間性ないし弱乾ti のものからなる。さらにョとの池氏で 4 点、のポイントサン

プリングをお ζ なぺたが， :;'xr，羽交地のュL主義および楠~[:の概要は Appendix-Table 2 のとおりであ o ま

た，代表こl 撲のカラ 7 ツ 1キホfî および F白川?によ乙 i1{jじ 1111がりの状態をがしたのが Photo. 16c"18 写点であ

;:')(l 

2) 土擦の議内

プロ y ト サンプリングを尖施したお[所から採取した上峻の理iI'Jé+'L 機械的主11成および化学引は Ap-

pendix司TabJe 3, 4 , 5 1=ーがすとおりである。丸i学件を見ると， liHr\状態はきわめて符で， ;]"分量は比

絞的少ない。:i~!凶の *11 孔|ぷ設が多く， iiE刀くれ|は良好である[刊は1日直1.-で， 1/iゴー令 fÞiがきわめて多い{

のような判貨は野外I'I(J特徴をよく災づ[うている ζ また，化午~ド!を見おと， pH (1-120)は 4.5'5.5 り判長

itJ 壌で， Ù!J' J免賊1St (YJ はド隠にかけて駒大し NO.2 の C 隔ではi!'i. :j%i'設 j交 (Y1) と )JiI J]<険度 (Y1) と

は近似している。表陪の .l8換↑よ出法会主主は詰専業分解の}þ宇をうけ，いくよ;ん多くなっているが， ト潤ば、北i

Jょう']'1(と欠乏している。 ζ のようなことかりは》出以来飽Hr の目安ドl!手付であることがオ油、る。

3. 土壌条件と成長状態

この Jìll区の 45 二カラマツ ~1'の干J!j樹 I ~-~!]を 1 j釘~i]i三フロットしたのが Fig. ，lfì である o _\二壊は申í:'[!i な

いし gi，J i牝Vl j 壌であり，カラマツの成長は乾十i:i 縫よりも弱乾t[ 土壌においてI討Ff.J: ll二月夜ぶしている。

との地域は3草花地方の豪雪地{g;-cあるが，調査したカラマツ林には当往はほとんど認められない。ノJ ラマ

ツ林j入 i71のスギ造林地 lこは p 雪?士;によって隈元から大きくi"î ilil 1ノヲ事目その flllによって Jむ滅状態長引 L.. ，

プ j- A_然休にJíi移じているものが多いの

4. 調査林分の現況および現存量

羽交;1*分は}.;_正 8 干ド頃の植はにかかる p 林断 45 ミの単純';"í'H，であり， ド周 lこ広葉樹を iM_)とし， 部分

l下J にはカラマツ j 屑体冠に混入しているものもあ

ぷ c 仏;集出の制帥は，タ島きいものはカラマツと同帥

であり， カラマツ拍 1&"'111守に千三入したもω とみられ

る。

:M'分の:呪 f子力土 Appendix-Table 6, 7 のとお!) 

であるの E 
日1

1) ,'7 1<:-t J.Y!( , Jlí,J(ú uD:i手および件jZ11の現況 Unl 

ぷ丘地におけろ立本木紋は 567-. 1， 288 一本!ha u) 

純i討にあり， 17河大2、Yぷßlj}JI25) によるカラマツ分年i

i出1I1í宗と女、Jlt したよ易fT9 ポイント 1 の， 平均tlH~T

23 m , _\'(.7ドイえをた 567 本のJ本分がョ 最多 i存度 11M容の

6596の節度をもっ rfl !;fr 体分 l叶甘当しているほかは，

いずれもおおの?羽交在、もつ符 f工科;分ないしはそれ

を l二 [C11 る林分となっている。また，蜂jゼら 7) の泡度

特別一図と対Jとした場介でも，ほとんどのlJ\:<量窮度比

30，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ヰよ

ね 20

花1

。

て3
s 

o 

。

唱島

10 。ォ7イニトワンcnJ:"ブ、

轡::rロソトサンアリ :'7

。

BB BB BOCdlBO(d)BO--BOCc!l 
吸積書君汁湾横網行無作

Fig. 36 支iJIJ カラマツ林'Fl':cJ樹高

Rclationship b巴tween mean 

h日ight of stand of Larix 
leρtolejうis and soils. 
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数で 0.8 前後か，それ以 l' のととろに位置し9 かなりモB~な~半分であることがわかる。

地形との関連でみると 'Ii.l勾樹高 18~.20 m の峯部のものは本数が多く 23~24m の平均樹高をもっ

I!Ji阪では本数が少ない傾向がある ο 平均在任ば峯部では 17 cm でもっとも小さし 中腹から下部にかけ

て増加しヲ また，

ている。

プ廿ット1，ポイント 1 .4 のように， お~;可iが似ている休う〉では， 本数密度!と影響され

2) 菩積およびn胸l陶向高断

Appendix-Table 6, 7 を見てもわかるように，同一林齢ではあるが， プロット調査では 230へ.420 m3! 

ha, ポイン卜調荷では 420~480 m3!ha の柄があるの

ポイント調査の方がi日iし、 [il'\を示しているのはp プロット 11こ似た土壌条件のところが多かったためであ

る。胸IfJî!1r百結介計でも 9 大体p 蓄積と同じような傾向を示し，

~.48 m2 となっているの

最ト ("1!)の峯で 28m2， ぞれ以外でば 39

とれらの数憶を，右手l也ブjカラマツ~*体分収校友と比較すると，プロット 1 では，樹高は 1 等地に該当

し，木数は 1 等地を 200 ;j\.も _r.lol;J ， !i自j 市';j町長は 1 ・ 2 等地の中 1mを占めているが，蓄積(i 1 等地を‘ 60m3

も!ゴ司る結来を示している。またp プロット 2 では，樹高は 3 等地であり，ネ;数はそれを 250 本ほどf: ICJI

り，胸高直径はそれよりもかなり下回 IJ ，結局，蓄積も 15 m3 ほど少なくな勺ている。

これらの林分の過去の取扱いが不明であるため，具体的に比較するととは悶鮮であるが，ポイント調子主

などからみても p この地区のカラ 7ツの成長は，豪汗地i!??にもかかわらず，長|自11の峯部以外l丸太(ふ

ラ? ';;林休分収穫表の地位 2 "ちて地EtUと該:!fi しているとみるととがで当るわ

:3) 混交広lHMの I1二育状態

太平洋引の姫神，積山地区のカラ 7 ツ人工林には広葉樹の混交が少なしカラマツ人 r.Ji本の成林上問題

となることは，ほとんどないが， 口 *ì勾側では広葉樹の混交が多く，易字?によっては，カラマツの成長を

阻害するとともある。

;司資地区では，広葉1~，ìがカラマツとともに「腐休冠を構成している例はほとんどないがp アハロット 1 てミ

は，胸高直径 6cm 以上のものが， 本数で 573 み:!ha， 蓄積で 36 m3jha であり， カラマツ蓄積の約 10%

を占めている， プロット 2 では， さらに広葉樹の混交が多くなり， 6 cm ÞJ、 1-.のものが本数で 894 本!ha，

蓄積で 65 m3ゐa であり，カラマ y蓄積の 30% ;口、{直となっている。なお，直径 5cm 未ì\irrj'，樹高 4m 以

上の広葉樹がp プロット 1 で 573 本Iha ， プロット 2 で 335 ;ム何ha となっている。

胸~言両:径 6cm 以上の広葉樹lとはミズナラが多く， その([1:\イタヤカエデヲ トチノキp アオタモp クリ，

コナラ，コシアブラなどがあり， i胸高夜経 5cm 未満のものにはs ヤマモミジ， コナラが多く也 その他コ

シアブラ，ホホノキ p イタヤカエテ〉ヤマウルシなどとなっている。

乙のように，太平洋側の射神@和山地尽に比較して， 日木託手側の小田地区で広葉樹の担うどが多いのは，

地域的特徴というよりも，前者がj示里子治**であり 9 後者がプナヲ その他広葉樹林の伐採跡地の造林である

ことが大きく関係していることであろう。 たfごし，豪雪地帯では~ J1ti水炉j期の雪容が広葉樹の侵入をまね

く結果となるととについては， !分，考慮する心要がある。

4) 1;キ・技，誌の重量

宇?の 7設置は ， Appendix-T呂ble 6 の J二おり， プロット l で 196 tonjhaョ プロット 2 で 115 ton!ha であ

るの これを単位議杭 m3 あたりの重量でみると， それぞれ9 465 kg , 500 kg となり ， þ同神・種 ilJ地区の
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356c~c417 k只!こ比1交して，かなり 3立いととがわかる。

これまでの制 ftプロット 2 では 7.6 toniha であり，前主flま，j校支の ifi主 E扇詰(はまアプ r口J ツ ト 1 で lは土 2幻Cl. :l tωon/ha九, 

主tJ!， 1と比較しでかなり大きい{誌であり 9 後者は Þfd沖地 [x:oコ Jffi\街地iのカラマット本 lと近い憾である。

前者は利 dl地l叉の禁量のプロ Iソト 2 で!ま 2.3 t口n(h乱であ/:)，:主との rE ~量 l土プロット l では 3.6 tonjha , 

多い材、分圧し:後おは』白神地区の葉置の多い林分lと:íIiい。

成長および生産量量戸
υ ー

ぽ~;j，:フトJ の制 I'i:~ J成良1) 

プロッ卜 "h~奇で伏lj'l した，名プロット 7 ;j，9'つの保不フ1;;: の tM ，'， :j JJX: l~を刀、したのがドig.37 であるのとれ

らの成長経路をみると， 15へ 20 年七r1!こ，いくぶん ， hli: Jミの停滞がめられるが， 20 {jーから 35 年にかけて

のような間 I i1J は，若手地方カラマツ，H;j本分以穫表の主;11;木の、y:成長が j.'，!fI'，し，その後?断滅してし\.()。

iさJf封 Ifi1直線と異なるととろである。好l対1 .秘 dl J:也 F又のものがこの収穫表と似た成長経路を/F していたとこ

辻本MlfllJの，多ミ11多国地域の特徴であるかもしれない。この傾向は，ろから ， IJ\罰J也氏の》

司t 木の成長

会!i/iJ体ごとに ， fl(~IT i'2:j 断-庁1I涜と l~:近 1 カ年の幹の霊;t ，.材Tl'iの成長を示したのが Fig. 38 であるのこれま

この関係はバラツキが大きく，記l.紘関係が1'<くなかったが，小出地区ではプロでの品;t神祖稲 IlJ地区では，

全体((Jlζ;士 一つの前線で示すことができる。ット問JO)三|ノ均fM7~1] !ζ6m の地位jEがあるにもかかわらず3

それでヲイ半分としてのf肯定が可能であると考えられるので次式で示しておく。

ー (27)log L1W Slニ1. 87607 log G-4. 13190 

(28) log AV札口1. 948'78 log G-7. 00132 

{I司々の林木の葉ヨーと 1 年間の折、のE量成長との関係をみると，おおむね，珂プロットをとおして，一つ

4
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この関係はわかれたが，の関係としてあらわしてもよいようである。知iーや 11 ・ Nli!1地区;では地位によって，
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Fig. 37 原本木の樹 r& t-l 
Height growth of sample trees目

(一行手地方カラマツ林分収穫表による)
(Site class hy the yield table at Iwate district) 
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Fig. 38 )Ivv両断問積に対する幹成長量

Volume and weight of stem in relation to basal area町

ζ の地 15Zで\''Í，その傾向は明かではないの 2 プロ y トだけの調査ではあるが，次式であらわしておく。

log Lf W 31 = 1. 04859 10εWL十 O. 23752 ー一 (29)

)Mv:~量あたりの幹の:ifi量@材積成長の関係をみるとプロット l では， 1 kg 葉が生jJとする幹jpfは1. 146 

"5.447 kε，プロソト 2 では O目 557'~'2. 189 kg のようになり p かなり大きい 11I誌がある。

3) 林分の成長

長近 10 カヰの林分の l戎長を前期j 5 年，後JtJj 5 I，f!て区分して，それぞれラ 5 1，f.1:~の成長量を比較すると，

阿プロットとも前期の成長がよく p 最近の成長は減退している。最近 5 カ年|国の幹のイ|て平均成長量は，プ

ロット 1 では材活成良 14.0 m3多疋量成長 6.5 ton であり 3 プロット 2 では，それノぞれ， 6. 0 m 3, 3. 1 ton 

である。両者の大きい元異はg 平均樹高をみてもわかおように，地位に支配されているものと考えら石。

!ヰ分の;葉頻;とr:r干の b文民盈との関係をみろと，葉量 1 ton あたりの最近 l 可éjmの幹成長量は， プロット 1

では主査で 2.40 ton，材積で 5.14 m3，プロット 2 では1. 38 to九 2.77 m3 となっている。こすしを休1ゅの

似ている!厄神地区に比校すると ， t担神地区では1. 2.~.2. 4 t(泊とな勺ているから p プロット1， 2 とも， J:ili 

fれこ応じて，それぞれ対応していることがわかる。

6 相対成長

休不;九郎分間の相対成長関係について主として I1旬両断阿織をもとにして述べるが 2 プロットの際木本

の測定義!iJ誌は AppendhひTable 8 のとおりである。

1) 胸高li主任とらJr;~í

YI(，D，'!{j 1直径と樹高との関係は Fig. 犯のとおりであり，比較的パラツキが少なしプロットととには，か

なりよい直線性を示している。ここでは， ~JiE; ， J{立林分とド位林分にわけで3 次式で示しておく。

i二位林分 log H~O. 27555 logρ+0.99315 ・.，・・...……..目 a ……・・ (30) 

ド(立1'*分 log H=O. 27093 log D+O. ヲ3420 ・・…… ......... ・ … '(31) 
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10εVs= 1. 29049 log G-3. 78364 

log W t = 1. 2801310g G -1. 03320 
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1旬高野「向。積と校・葉の量との関係は Fig.41 のとおりである。姫神。積山地ほと同様に，林分l亡よ勺で

分離する傾向を示している。枝，葉とも，プロット 2 Iと比較してプロット l の方がパラツキが大きい。 ζ

れらの関係、は次式で示される。

葉量プロット 1 log 羽TL口 2.33853 log G-5. 78056 ・…..，ぃ・ (35)

プロット 2 log W L = 1. 94582 log G -4. 42064 司・・・ """"""(36)

校長プロット 1 log WB=3 , 04684 log G-6也 99164 日目…… z… '(37)

プロット 2 log WB=l. 9503810g G-3 , 93027 ."… υ…… 0 ・ (38)

これによると 9 胸高断面積にたいする校・葉の蚤はプロ y ト 2 の/万が多くなっている。たとえば，胸高

断面積 300 cm2 (直径で 20cm) の場合，プロット l の葉景 1 kg にたいして，プロソ卜 2 では 2.5 kg , 

また，校量では 4 kg にたいして 8kg となっている。 しかし， この関係は胸高断面積の大きさによって

変化し，胸高断面積が大きくなるにつれて，その差は小さくなっている。

Table 21. 胸高商経 (0) を変数とした部分量

Partial weight and volume to a variable 

。f 0 (Oiamet巴r br巴ast h巴ight)

幹材積 I 地上m部T，全電
Vs 

(cm) (kg) (m3) I (kg) 

11 31 , 215 0, 059 31.517 

12 38 , 634 0.073 39.355 

13 47 , 107 0, 090 48.485 

14 56 園 307 0.109 58, 494 

15 66.699 o 131 69.902 

16 77.863 。.154 82.262 

17 ヲ0 ， 286 0.181 96.121 

18 103, 514 0, 209 110.994 

19 118.577 0.241 128.047 

20 133.989 O. 275 145.613 

21 150.786 0.311 164.873 

22 169.001 0.351 185固 887

23 188.127 0.393 208.084 

24 208.732 0.439 232. 124 

25 230.845 0, 489 258.065 

26 253.928 0.540 285.279 

27 278.567 0.597 314.478 

28 304.215 0.655 345 , 009 

29 331. 467 0, 717 377, 590 

30 359, 751 0, 783 111.557 

31 389 , 682 O. 852 1147.661 

32 420.678 0.924 485. 188 

33 453.367 1, 164 524.928 

34 487.787 1, 000 566.944 

35 523 , 311 l 幽 081 610園 464

T品ble 22, 断面積比j住;むと相対成長関係lと

よる林分推定僚の比較

Comparison between the presumed 

values of stand based upon the area 

method and those b旦sed upon the 

allom己tric relation 

部分 l 万法
70 ロット
Plot No. 

Partial Method 

(Branch) ち /AB P6 

WL A 3.6 2;3 

B 3. 5 2 2 
(Leaf) 

B/A % 97 96 

A 196 115 
Ws 

B 191 114 
(Stem) 

も /A % 97 守9

A 223 125 
Wt 

(Tr巴e above B 216 123 
ground) 

B/A % 97 ヲB

(注) A: 腕J高断面積比推定
Note : Presumed vaJue is based upon the basal 

area固

B: 単;木どとの相対成長関係による推定
Presumed value is based upon the alloｭ
metric relation of individual trees. 
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3) J]旬!日j断固iì肢と地 l 刈:令部分の兎量:比

各個体の実測{古からi也 I二郎全百;lと占める幹・校・ 1長の豆長の|当分半を)j旬高断自治との関係、でみると，幹

では 82~~97% であり， 胸高断凶積がメ;きくなるにつれて，その割台は小さくなっているの 葉では胸高断

[師長とは関係がなく 2 タ161'記良:の値を示し，技では腕r-~断 jflìfHが大きくなるにつれて，その割合を増して

いる。 たとえば， ，8何 t~j出後 20cm では幹:rll 93%，校主主 59仇薬草 2% であり， 30cm では幹重 8696，枝

豆 1296，葉!J! 2 おとなっている。この関係は， *~;齢の似ている姫神地 Iえのものに，大í+ヲ f以ている 0

4) 林分値の推定

これまで述べてきた Ijfrilr十四五百私と幹，地上部重との相対成長関係から~ .~úll !f，~直後にたいする幹@地上部

重についてノふせば Table 21 のようになる。これらにもとづいて**分の劫;与量を投定い胸両断面積比推

定による林分M:と比較して示したのが Tab!e 22 である。

Tab!e 22 によると 2 つの林分他lこ大きい差異はなく，校 a 奨の量では 10%程度の差wはあるが，幹

ー地上古1)全震では 3 おおよそ， 3%以内にとどまっている。

V 総合考察(調査地区別比較)

V-l 調査地区の環境特性

東北地方のカラマツ人 I 林は，おおむね，太平洋側 lと分布し，とくに，調査の対訟とした， J主絞[内，lÚl

1主的なまとまりをもったカラマツ1-1齢人工林は， 日木海側lとはきわめて少ない。それで 11討手IJ 35.~39 if 

の 5 カ年間の別査}YJlt\ìでは，太平梓側の姫神およびね ddl飢え3 日本ìN側の明沢地区の 3 地区を品i 査するに

Table 23. 各調査地の環境概要

。utline of environmental factors in ar巴as surveyed 

Areas 
surveyed 

Geology 
parent 
material 

対血
地質・母材

平

'
'
m

'
斜
面
∞

期
緩
斜
一
口
同
n

吋

年
~
~
抜
か

老
山
川
峯
海
凡

山
石
灰

山
岡
山

花
火

極 ILI 古:，:lI民古|冶年期準平
生J扇風化物 I I原，平担~
および火 111 I 緩斜p 峯部
!夫|話ti抜i日i

690~~7"Om 

適潤性~弱
乾t十，黒色
士.，弱際性
J;\I~)たに之し
埴土， f出責
主主， 赤色風
化の影響あ
り

26 

Tan阜yama T�o 

りJ iJ¥ 1ft壮年期，
半坦~絞斜
峯部
海抜高
420..~460釘1

210 

My�awa 
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とどまった。 Table 23 は名制在地区の環境概要を不したものである。

京北地)jの環境については，立地[市立場から山谷33) によって区分されたが， Table 23 の保:境特性から

は ， þ~i 神， F五山地区のものは，北 1:，阿武限111地および奥羽 Ilj地東側 1 1)箆の火山灰山米の果、色土地域に2

また，りj沢地区のものは， ji査当地帯の，第三紀屑からなる山地，丘陵地lζ主任似した環境条件を兵備してい

るものとみて差しっかえない。したがって，)(手洋仮1]では， )((九この調究資料によって，カラ 7 ツ林の

生育状況を推知することはできるが，日ふ~~'v[Jj 似 1I では上部1I1地の資料に不J~ している c

V-2 カラマツの成長と土壌条件

1. 調査地区5jIJ土壌の比較

手ヰ嗣盗地区の土壌については前述のとおりであるがヲここでは，カラマツの以i乏に関係すると考えられ

る，おもな土壌の性質について，地区別に比絞してみたい。

Fig. 42~'~45 は， 3 J也 IZ:における各土壌の置換酸度 (Y1) ， [it，{換性石氏F 容がL重，透4く'H について示し

たものである。 ζれらを見ると， IBi換酸度 (Y1) は姫神地区ではきわめて小さく， 極~[ iJ也 [Xではそれにつ

ぎ，切j沢地阪ではきわめて大きい。とくに， 1珂沢地区では B 躍の;民換限度 (Y1) がきわめて大きく， )風化

の選んだ;民[基オこ飽和のほ材からなることがわかる。置換性石灰は宝換酸度 (Y1 ) と， まったく反対の傾向

を示している。

年平和室は，灯神地区と稀(1じ地区ではおおむね似ているが， IYJ沢士山灰では， il勀 2 者よりかなり大きいが[と

なっている。透;J<，tLU土地区5} IJの特徴をはっきり示していない。

つぎに2 各地区の土撲について，容積宝と透JK性の相関を不したのが Fig.46 である。とれ会見ると，

知伸地区では Ar醤の方が界fl~~:が大きく，表層ツマ 1)2旦の形態を i11 しているがリJi)(地区では B 屑のゴJ

が容騎手i が大きし ド溜ツ'7 1) 汗!の形態を込している。ツマリ型の Plî~位は，それに対応して透!J<.'[/t低ドの

傾向はみられるが，胤神地区では透水快が良好な場合が多い。程III地区では p おおむね，姉神地区花期似

しているが， ドト醤ツマリ型の形態を ~1するものもあり，jiI以白[xの中間的位 i設を占めている。

40寸障 (4 1.3 )闘 (4 1. 9) 
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l剛一 10-
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@ 

Comparison of Gxchange 
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ド ig_ 43 地上正月 1]， 土土j初 Ij， ì泣換社:

よ lJ火含量の比較
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calcium contents in each soil 
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カラマツの成長と土壌条件

姫ネ申，緑山， l1jj i)ミ地区におけるカ

30 {fの樹 i苛ラ 7 ツ林分平均ホ:の，

をこと壌別 lこプロットしたのが Fig.

』阪神地区のこの図は，47 である。

腕山地区の B プロ y

1' ，明沢地区の 2 プロットの資料 l三

ょったものである。

とれを見ると全体的に，弱乾性

土壌から弱混性土壌にかけてカラマ

13 ア。ロット，

ツの成長は良好となり，水分状態に100 

よって類別した土j裳と対応じている

が，乾性1ft1]の土壌でも p カラマツの

成長はその割に低下していない特徴

2. 
コ
ロ

¥ , 
¥ 白山斗 ¥ 内h <

80-j 、\ ロ \悶円ん\
\ロ

匂1、\

. --‘ 、 一『も弘』

、 、もも弘、ー

制 I._"" 、. --三匿
60 

制区
均金、-

f苅
ムD

20 

o 20 ム o 60 80 

透フk I性

Fig. 46 各地区における容積主と透水性

の相関比較

Corr巴lations betwe巴n bull• density 
and permeability in each soil ()f 

旦reas surveyed , 

- 56 ー

100 

がある o --_-般に，上住宅査状態では残積

<街J行ぐ崩積の慣に成長がよく s と

く l乙適Îi;'J't生ないし弱視性の本分条@ 

品

25 

件のところでも，残積的で， JíU責状

態カ王将jである場合には成長に悪影響
@ 。

20 

をおよぼしているようである。

一a
a
s

一A
7

一
5
A総

一
ロef

一2
@
4
@

5

一

9

品
輸
晶
昭
一

泊
@
一

日
一@

一R
J
 

〕
叫
戸
川
什
同
干
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戸

カラマツの成長が，個々の土様性

買とどのような関係を示すかについ
ヲ
@ 

4... 斗..:J
一一一 1'" 11113 一一一一一一一

02 

てみたのが Fig， 48 , 49 である。@主臣神

...キ量山

O 目月;尺

被写。プロット No、

10 

バラツニトが λ きこれらを見ると，

;設し一定の傾向は認めがたいが，

j急性行l火含量および透水牲とカラマBQD-E 
崩落

BQOIW) 
F高検

BQD 
調行

BQo 
F苦手宣

BQc 
BQold) 
P彦、橋

日
、

3横
行

印
同
夜
閣
制

わずかながら関

だた

ド 2 段に

係が認められるようである。

し， J玉水性の場合には L

ツ成長とのけには，

Fig. 47 地域日IJ ， 主壌別3 カラマ y平均水 30 "ド生樹高比較

Comparison of 30 years height in mean tree 

of Larix ()f each soil of ar旦as surveyed , 
分白色し， _Ui)Z iどは合jJ行， ~FjI長 +)J\

F段 lさは残縞土が歩主として配列されている。このようなことからは，化学性がよいほど，また， l1Jt学位

がよいほど，カラマツの成長に好影響を与えているとみることができる。

つぎに，地域日1]1じこと壌条件とカラマツ成長との関係についてみよう。

前述のように ， p~神地IXの土壌は表j許ツマ 1) 裂の黒色土で，化学性は良好であり，虫学↑ゴーもそれほどわ

るくはない。 1月沢地区のものは卜民ツマリ型の褐色森林土で，化学性は不良である。松山地区のものは前

2 者の rlJ r間的性質をもっ黒色土で， Jtf'積状態ば姫神地区 (C ， 化!??性は|児沢地区に似ている。 Fig.47 を克

ればわかるように多同一 r:壊におけるカラマツの成長は p 耕一神地区のものがもっともよく，話山地区のも
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Relationship between 30 years height 
of mean tr田 of Larix leptoleρis and 
exchangeable calcium cont日nts in 
each soil of areas surv邑yed.
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Fig. 49 カラマツ平均水樹高 (30 年)と容積重，透;J<[生

(50cm 平均値)との関係

Rel乱tionship among 30 years height of m巴an tree of Lar� leptoleJうIS
and bu注目density ， perm問bility in each soil of areas surveyed. 

(JL伊1]， Fig. 29 I こ IPJ じ)

のは，それよりも劣っているけ i山沢地 1><:のものは，託料不Jjlのため 2 比較与をすにのが賊llliであるが，制山

地区のものよりは良いようである。

これまで，土壌の (t"J:性よりも，むしろ， ;'J:'ア悦 lと;支:配されるといわれていカラマツ人工林の成長は，

る 10)23)。もちろん，排;]<が良好で，肥沃なところではもっとも適'lLJ と }dJわれるが，比較的，乾燥したと ζ

スギなどと異なり，カラマツの成長はそれほど不良ではない。ろでも，膨軟であれば，

姫神地区のカラマツが良好な成長在示しているのにたいしては，表厨ツマリ型の形態を去しているが，

土壌の化学性が良好である ζ とが関係し祁山地区で成長がおとるのは，土壌の理，化学性がわるしさら
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に， JililHUiこ山米すゐ先仙肘の影響をうけているためであろう υ それにしても， Iリj沢地区のカラマツが，ゑ

雪地帯にもかかわらず J三惣以.1:の成長を示しているのはり11~あることである。ここの f 壊はJGAlぇ筋の弱

乾とi二壌で，化学性は不良であるが，表誕のJ;'II"衿11は ll.!交的良好である。枯H干の4~Hlや積雪条件などから

みて、このような立地条件のと ζ ろでは，妥当地おといえども p 比較的成長 1\11'万要図が少ないのではなか

ろうかと推察されるの

V-3 カラマ

::t_:子地方カラマツ体林分以限表を{支出し， 各地ばにおける各プロットの ha 出たり本数s 平均 ijí\i/ rつi江
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59 るカラマツノ人ットωIぷ:t~と」局主主r 長 (111 れはか)オJ北tllthi こふ

(~)こ，fL。〉カ::; Fig. 50, 51 れぞれ， rlJZ.校長 0)1凶立と対比さha 士lí たり付去、経ヲコド iこリ Ir--;J ，

ぺ心よ éj'S i!I1をい L〉じートァ
I~ ha +!H (c は 3 号Ji[1/己中心 J と )}(!J じでし、乙カらを見ると， +11[111也「えでは，

したがって，胸 II-!J 白後も 3 等地に該当しているがp 川うf付 fù(よノド ω で 1 7iì:J温から 3 等

JÙlにわ 7ピってし〕と) C 

しく ìt~m し〉

kËIけよω もh礼、l) たり本政も|口ふとめるか，知!神]111， 1えでは，ば 1 川から 3 二rnむにかけて分 L~

のは:)士院をはるかに;支払::J9i掬刊にま')刀 I也を I ~I心としな分イ1I しているも U)が多いつしかし，トト分村

悩 l立 A.;J;土 θ〉泌物で :3 也 lこ該 '9' も心')が少なくーとして 1 :、から 2 凶にうしており p なかには

1 て字J也在 140m3 も IJ'l1 っているものもあ芯。 Iりj{(l!lUえではs ノ!d仏如1 ドílt也以と似た ~í};fi-j をノ'J-\ している c

こえ;ωわ占ってぶく予:)ωまhλ のように，外公はトからみた地{_~l.('と比似して s

カラマツ:土伯、|立 ω特徴があるが， :30'↑で 1 ， flOO' れて，村デ[i'白~，，こ(立かなわ俊 1\1: 1五件 jf;を j己Ji見している

45 1-\ で 1 ， 000八1， 500 ノド;11品 ω本数倍皮でも自然引lおはほとんど見あたらない。 生庄料相、に2, 000 ;;4<jha, 

もまよ:予ぞのことが伎のあ'ì;)U がりモヰめ， 1えJDIよ"て;むかなり副首、?えの村、分i 上\'f.ムて JJS IIJ ri旨であり 3

J~'~t1村生1正守るととに r:!(JJ主するも ω とみてい:剥係 ç カí\いの:少な

lと，路地|メにおけ心力ラマ Y林θ)'片付効を3 主民 (WL) 土J:ì í 仕業民あたり ()jiji半臼 (~VV-コ

これを Jよると) Þl~刊!ìJ山区一己つものは i，!i 山 JtIJI>くのものよりももWL) )によってしたのが， Figo 52 である ι

ドIUðの 11' に位{出してい，EJ C 来訪と]氏物/jミパ:効率とlリj沢J包 l認で;土，iリl らかに乾物~J一時効率が心く，

の倒IUl i)()lll[乏において，わずかに傾山がうかがわれるようであるが， Y~'1Iil ，日 Ilj~l区では

ぽ1J は Iぷふうら才l1，(し、心

の!日j ，~どは，

また，乾物効本~> iゴ長日 IJiこ lお k~ したりが Fig. S::j --，:とあり，ノド分以によ

の傾向は認めにくいが，政I11 卜ーよりは 1fiJ1 J ， ω )J7) \il)jらかに付利生 V!' 刻Fネ JJ\{rj くなっている。
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W 要約および結論

1. 本調査1;): ，カラマツが東北地方，とくに太平洋側地域の主要造林樹稀となっているところから，既

往造休地の成長実態を把握することにより p 良質材土l!3主を目主主とした，カラマツ育体技術の基礎を切らか

にするために実施したものである。

2. 制査地の選定にあたっては，東北地方を代表する林分の選定に重点をおいたが，太平洋側では盛!出j

常林署管内姫神地区の 13 プロット 2 遠野営 rÆ;署管内種山地区の 8 プロッ 1" 13 ポイント サンプリング9

日本海側では小国営;林選管内明沢地区の 2 プロット， 2 ポイント サンプリングとな f) ，太平洋側に偏重

する結果となった。

3. 姫神地区の誠査結果

3-1. 姫神山南東{lll] Iと位置し， iN tJ;: 1弱 750'~950m の範囲を占め，火山灰を母材とし ， B!B 型から Blo'E

!_W_ にいたる，残F立 9 旬行， Jお fl~の，種々の黒色土からなる。

おおむね，砂質壊J:に属い一般に，表層は下腎よりも， J:肝占状態が出で，透水性が不良なものが多

い。酸性は弱く，置換性石灰lこ富みF 化学性は良好である。

3-2. カラマツ林のヰ :!:';J樹 I古i/ま乾111土壌から日ii性土壌へ， またp 残積二iニから崩積二l二へと増加し， とく

に，透4く七i二などの理学性の影響が大きいようである。ただし，直径成長には， J陛学性の影響は l児らかでは

なしむしろ，土壌の肥沃校度iζ支配されている傾向がある。

3-3. 調査林分の現況はつぎのとおりである。

1) ~*齢 44'~45 年の市，純一芥J体で ha 当たり木数は 570~1 ， 909 木の範囲を占め，大部分が出仕立て

の林分状態を込している。平均胸高直径は 15. 3~25. 6 cm，ユド均佐i直\1ま 12. 3~27. 4 m , ha 当たり蓄積は

205~528 m3 であり p 種々の立地条件にまたがっているために，いずれも，その幅は大きし、。立木本数に

文配さ才l. ， 1主.I r\石による地位 lこ比較して，林分蓄積が，かなり大きい結果を示しているのが特徴的である。

2) 調査林分の幹，校，葉の重量はつぎのとおりである。

幹 73. 1 ~ 197.3 tonfha 平均 130 tonfha 

校 7.5~ 13.6山
平均 10 ton!ha 

9. O'~ 16.2 tonjha (推定林分)

葉 1. 3'~ 2.3叫旦(加分]
宇品j 2 ton/ha 

1. 7"~ 2. 4 ton!h丘 (推定林分〕

業量が比較的小さい値を示しているが，これには誠子正時期が遅れたことが関連しているかもしれない。

3) 調夜林分の根木木の樹高成長から，宥千地ノザカラマツ林林分収穫表によって地位を査定すると， 1 

~fJ;地!と 2 プロ J 1' , 2 等地lと 4 プロ y ト， 3 等地 lと 7 プロソトが該当している。

4) 最近の 5 年間の年、ド均成長量は，*1積成長で 5. 3~ 13. 4 m3jha，重量成長で1. 8.~4. 7 ton/ha であ

り，相対的lζ密度が山jい村、分ほど成長量は大きい傾向を示している。

5) 体分の菜室 1 ton 当たりの幹の成長監は p 村積で 3.0~6. 8 m 3, 重量で1. 2...2. 4 ton であり， 大

きい悩を不しているが，これは立地条件や株分状態などに支配されている。

6) 林木樹{本弁部分間の相対成長関係を検討するため，胸高断而積を使用し，地上部各部分との関係，

すなわち3 斡重量， 地上部豆量2 十支・ 1忠重量との関係について試算した。その結果 !I向高断 I fJ1積と幹重
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←E ，地と内íÆU孟との問には，それぞれ，成長の類似した林分をまとめた別式で関係式がえられたが，校@

:染:重量との関係では，体分ごとの変化が大きく， f+分をまとめて示すととがmurl!であることがわかった。

4. 種111地区の話â~青結決

4 1. ;jヒL:山地脊架部の碕 111 (海賊高 870 m) 北但Ijの準 '1三朕面に位制し，海抜高 700~~800 m の範凶を

占め，輝線凝灰岩風化物と火Il[灰の混fT物を土壌の母材としているハ漫に雨が多く，雪の少ない，いわゆ

る，太平洋岸内磁型の気伎を長し，残績が]な適潤悦黒色;土をj:_としている。

土撲のj問責状態は---般に街で，透水性は不良であり，比較的，燃料で， !宵換 11]:石灰にきわめて乏しいの

局所地形に変化が少ないためか，各二i 壌の怜質は，大体似ている 0

4-2. カラマツ林の子 JtJ樹高は 11'~15 m であるが多このき異は土嬢条行ーによるよりも， むしろ，起伏

の発，つまり，風の影響によって大きく支配されているものとみている。

4 3. 調査や~分の:rJ~況はつぎのとおりである。

1) *+齢 3Itj三現在の立木本数は ha 当たり 1 ， 600'~.2 ， 000;九平均 1 ， 800 本 IJíj様、であり， ~.子地方カラ

マツ林.f+分収穫表 3 等地の約 40労増で， きわめて高官度伸分を形成している。終プロットの林分澗査結

県では，平均胸l目前径は 14. 1 ~16. 8 cm，平均樹高は 1 1. 0'~15.4m ， *水分蓄fft ば 159~298 m3 であり，

娘神地尽に比較して変化の111Mは小さい。

2) 調査株分の幹，校，葉の重 Zi(土つぎのとおりであ乙。

幹 65. 9'~118. 6 ton!ha 

才主 10. 5'~ 17. 1 ton/ha 

葉 2. 8~ 3. 9 ton/ha 

iド?との重量は高位部から低f立さもにかけて増加するが， {支の百;量(ま材、分によって限々で，姫神地区の場合と

似ており，閉鎖カラマツ林の安定した偵を示している。葉の克量は姫神地区よりもかなり多いc

3) 調査林分の標本オ〈の樹高成長から， Z;手地方カラマツ林株分収穫表によって地位を査定すると， 31 

年現花では，おおむね 3 等地iζ該当している。樹高成長係路を見ると， 10 年以内íjでは，比較的良好な

成長をしているものも，それ目、後では，成長が絞恒となっている。とれば，ゴ壌条件や風神iの影響による

ものであろう。

4) 最近 5 カ1，1'間の1，1.: '1三均成長長は， f;Jf1 IJx:Eとで 5. 5~~ 12.8 m 3!ha, 78 最成長で 2. 3~5. 2 ton!ha であ

り，大体， I ~~-~;位郎から低位 i~llßにかけて成長量をi判JII している。

5) 村、分の葉最 1 ton 当たりの幹の成長貴は材械で1. 8-.~4. 1 m 3, 電量で O. 8,,, 1. 7 tonjh品であり，お

おむね，高位 ;;15の体分よりも低位 f~~のものが大きい値を示している。しかし， ζれらの値は姫神地似のも

のに比較して，きわめて低心地位からみて不媛も7な条件下におかれているととが.1)かる。

6) 向日断商積と地1:. :\lí全員，幹のtn:-i;量・村積聞にはそれぞれ，関係式がえられ，また， 11旬F5断 lfiî院と

校@葉景との関係、は，航神地区の場会と同様に，林分による先異が大きく，同附H分でもーつの IÚ綜式で

示すことは困難である。

4-4 調査体分におけるカラマツ Jt:frlj病の発生状態を見ると，低位iおより Fカ位iÌr)iこ，林内よりは同{目IJ林

縁lζ多発している。これは， 主として，風の状怒 lと支配されていることは明らかである。

光村jJ丙市!病程度との関係をみると， n民経成長では激守本間の去三宍ーは認めがたいが，凶日成長では，あき

らかに?を壁、が認められ9 その克典は，低{\L ttßから出{ù:
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カラ 7 ツ林lζ混交している天然生アカ 7 ツも起伏lζ対応した成長を示しているから，瓜が J次的要ー因であ

ることは否定できない。

5. 明沢j辺広の調査結束

5-1. ';Vl 日岳(海抜高 1 ， 814 m)，柴倉rll (海抜而 1 ， 263 m) 告とつらねる主峯南端の天神'判 11 (iílÍ fんやJ

972 m) IU鐙の王手担峯却に位置しその舟波高は 450 rn 前後である。新第三系巾新世の磯岩，砂岩司凝灰岩

が刻、岩をなし，気伎は冬季に fAJゴの多い典~~的な日本海型に l'えしている。 i二壌は偏乾性の褐色森林ことに j両

し ， .J豆地 i で枯j-_i三涼み，資状態はきわめて慌であるが，表層の1啄学刊は，比較的，良好ごある。一般

に唆 vl が取し ÌÊ主役+t~1ij( )l~ 0J1 ~こ欠;三し 3 イじγ:[生は不良である c

5-2. カラマツ，体の平均樹高は 18~'23 m で，乾い1:よりも遇制性土壌の )jが成長がよく， まだ，豪雪地

45にもかかわらず，当芸部;こ 1)t(]rnーするこれらの林分には雪害の影併はヲほとんど9 訟められない。

5 3 剛 司13 ，f!_t材、分の現況はつぎのとおりである。

1) 林鈴 45 '1 のヰt*，lll~ j守林;で， 卜属 lご広葉樹を混交するの立斗、木数は ha 当たり 567~~ 1， 288 本で3 大

部分のものが自立林分となっている杯分調査結米では，平均仰向店街は 17. lr~29. 8 crn , 3]7-均樹高は 17.7

'~'23. 9 m , H分::J&~肢は 230~~483 m3 でおり，その変化はおおむね . Jリ!}[九土壌と対応じている。

2) 0JSl貸付、分の幹ヲ校，紫の不登はつぎのとおりである。

i咋 115 八，196 ton/ha 

4文 7. 6'" 23. 3 ton/ha 

葉 2.3へ， 3.6 ton!h乱

とれらの値は p いずれも峯i'~l~ BB _tt支では低し峯[111 部の BD~BD(d) 1 壌で九一くなっている。

3) 調査十本分の松:本木の体Jilj成長から， C(~\T-t也;jfカラマツ林体分収穫友lとよ「て丸M立を査定すると， 45 

4二三現在では， BD~~BD(d) 壌のものは，ほほ l ノオ地に相当し BB -上壊のものはJ ~ま lま 3 等抱lと相当して

いる。ぞれらの成長経路は，いずれも初期にp いくよ主^ノ停帯し，その後良好となっており，その傾向は，

岩手地方カラ 7 ツ林林分収礎表の主j9、木や抗争中，種山地区のものと異なっている。

4り) 最i近丘 5 カ年日間1 の干午「

ζ れらの三走主異 lは主地f位l立'[jにこ支配されている O

5) 林分の葉主主 1 ton '可たりの宇'p成J三塁は多 川積で 2. 7'~5. 11U3, 前置で1. 4"~2切 4 ton であり， HI!伎

によって明らかに宍呉がある。

6) 陶[弓断面積と地 _t_1i官全京，幹の重量@材む:問 lとは，林分分の{t!'i IÎrJがなく般**分としての関係

式がえられた。また， ，'1旬;告i断而積と↓支:玄@主主重との関係は姫?仇応~LI地区の場合と同様である。

7) 切れ地区は太平洋側の姫ネ~1，日山地区のカラマツ林と異なり ， Jよ主主酬が下笥 lと混交し，なかには林

冠lこ達しているものもある。これは p 地主主的差呉というよりは p 太ヌf辺倒では原野状態Jと造林し 9 円木海

側では広葉樹林の伐採跡地に造体したことが関係じているものとみている c

以卜の 3 J:1l~尽におけるカラマツ立ι判、地の;L-ft!悶/;J交から，つぎのような結論がみちびかれる c

1. カラマツは土壌のíJ巴沃程度よりも p むしろ，土漆の推積状態と敏感に反応する特徴があり p 比較

的，膨軟で p 和i粒質の， J;Tj1~':性の良好な土;擦を適当としている。との関係、からは 2 太平il側地域では p 岩

手火111の噴出にかかるスコリア質火山氏の分布地域多すなわち， ;tiTrlr麓 姫神山 :1~~.?同@早坂地域lζ適

地が広く分布 Fることになる。
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2 カラマツの倒石成長はフ子として， .::1:壊の」官記 j犬と支配されろが， j在任成長は、むしろ p 土壌の

!jl';沃度 lこ支配される。もちろんヲ風街は制パ'J f~0止長~~"i;IL:~ざすゐ根本;ねな主要国をなしている。 ま-1.一ヲ 安有ト

、でも， ，で机日}î(/)~m~を泣J;;\ 卜--c ζj戊休する百pじけがあ 7ir

3 包 ;以北地方!とおける‘閉鎖したカラマツ人 1'- け (30 15 1，ド/けについて， "杭[一部子出C，崎、分成長量

および幹効率 lごっし.，'て傾向を Jt~jÞ，!し p さらに， ，\01、木会 1存分 ~jjの相対成区関係について険討し， !I何日;間i

IT6 日i!::J 出 l t;1\各分との関係をtP' jl;! し fこ〉

40 DX 1Y_i[j'林地の Jノヒ国夜から予ま， 六部分， 村ノ、らみた泊{ìL/' こ_LlJ!引ノて h乱入たり本政が

わめて~く， fよ足立つには，判的 r"i<Jiとかなり優位な体分迂 JI<; 1成している L したがってラカラマツ i :t FEI場料J

であるが，かなりの IrrJ併肢の林分u‘ ú て(以E比数 0 ， 8 程J芝〉がてーあ tノヲ立士，そのような↑ L てブ)

Ù;fI1~ 台、の i 町 I Jンらも，↑~')n:の l引からもギj 不I[であるといいうる。

". }jL[!jlll)Jにおけカラマツ人‘ i 十トのJ点*;'i(iJL;cf JllrJ}のものによヒ i[日して遜{it がはくヲ今後とも

};の主要 i白木似院として，良質判 I[j手弁)会とし沼地のうえ， {Il!けする心泌がある
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Studie品 on Relationship hetween the Growth of Japanese Larch 

(L四rix leptolepis) Plantation畠 and Soil Properties in T品hoku District 

Koichi YAMAYA c1)雪 Ryosuke KATO<21, MaSLlO ]\11 01<1 (3) , Tetsuya SENGOKll 性)，

Kazuaki Güτ0 (5)， Koichi HASEGAWA(6) and Yoshinori YOKOZAWA(7) 

Summary 

This rcsearch w乱s carri巴d out from 1960 til1 1964, in order to get th巴 silvicultural basic 

informations for yielding the better t�bers of ]apanese Larch, mainly used for 呂ffor日station

in Paci五c Oc巴瓦n side of T、õhoku distr.ict. Locations, outline of each samplc arca and plots in 

them ar 巴 given in Tahle 1 and T註hle 2. 

The soil prop巴 rties in cach samplc 品rca 乱主巴 shown as follow8 : 

Himekami-area : Parent materials of this district mainly consist oF the volcanic a8h. Some 

ar巴 poor in soil physical properties, but be抗告r in chemical ones as a whol己.

Taneyama.々area Parcnt materials consist of the e自orescences deri ved from paleozoic rock 

and vo!canic ash島 'jも巴 chemìcal and physic乱1 properties of soil are poor as 品 whole.

Table 1. 

Loca�n of s呂町lplc area T
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i

宅n
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u
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n

臼
g
m
 

n
r
 

・
-

噌

J
H
U
Vム

ー
コ羽
f

I
 a
 

q
u
 

Zone Sample ar巴邑
Number 

of s且mpling

Paci五c Ocean 
side 

。

13 

My�awa 2 

TabJe 2 

Sample 
aYea 

Topographic 
feature 

Parent 
materials Soil 

41 

1, 156 26 

2, 547 210 

Received May 21, 1976 
(1) (3)~(7) T�oku Branch Station, (2) Technical Coordination Division , Central Station 
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My�awa-area : Parent materials consist of the effiorescences deriv巴d from t巴rtiary stone, 

and the soil is cl且yey. Neither physical properties in lower layer , nor chemical ones of soil 

are b巴tter.

Outlines on the plant丘tions used for research in each sample ar邑a 呂re given in Table 3. 

三ample ar竺 I些~jナむアトi 官 (官t
日imekami 44 ~ 45 570~~1 ヲ09 I 15. 3.~~25. 6 

Taneyama 1 31 1 1 ， 600~J2 ， 000 1 14.1.~16.8 

My�awa 45 567~.1 ， 288 I.  1~.29. 8 

Th巴 stand biomass in each sample area is given in T呂ble 4. 

Sample are乱

Himekami 

Taneyama 

My�awa 

Stem biomass 
(tonfha) 

73. 1~197. 3 

65. ヲ~118島 6

Table 4. 

Branch biomass 
(tonjha) 

7, 5~.13. 6 

10. 5~17. 1 

7. 6.~23. 4 

Volume 
(mSfha) 

205へ.528

159 ，~.2ヲ8

230，'~483 

Leaf biomass 
(ton/ha) 

J. 3...2. 3 

2.8へ 3 ，守

2. 3".3 , 6 

As shown in Table 4, it is possibl巴 to state that there might be some relationships beｭ

tw田n site index 乱nd stεm biomass, but that branch biomass be ordinal values in fully stocked 

stands. 

In Table 5, site index in each stand for research is classi五巴d basing on the height of 

sample tr巴e.

Table 5. 

ゴ竺竺竺ex 戸戸一一一P吟pl干?一竺竺a 恒一竺竺空竺-竺ber of示瓦-示示f ←{p{空 Outline of soil 

Him巴k王ami 1 2 1 BIゐD， BIゐE (αco札lluv吋ium)

l同st cl泊as部s 一 一一…一一……←……一一一一一~…… ト… 一一~ 一一一一一←一…一一十十一一 一 一一一一

I M在yõzawa I 1 1 BD, BD(dの) (creeping) 

I T臼an問1児e町巴

2nd cla部日s 一一一一一一一一一一一一J 一一一一一一一一一一一斗一一一一一一一一一一一一
Himekami 4 1 BlD(W) (eluvium) , BID(d) (creeping) 

l一一干日日出i一…叩一_i__L 一一7 __1 竺， 平 ?円!戸?一viu干一一一竺1ト， B早!ι千 戸恥D(ωd) (竺竺cr一ザpが向in叩g) ) 
3訂rd cl附 T乱叩neyama I 6 I 到抽D州 (凶山伽叫肝凶viu

〆I My凸

Annual mean increment during latest 5 years in each sample ar回 is giv邑n in Table 6. 

From this table, it is possible to state that the high巴r the stand density is, the more increｭ

ment is. 

Stem increment pro炒ced by unit leaf amount (1 ton) is given in Table 7. However it 

is depen瀑nt on site index within a sample area, it becomes larger in the order of Taneyama, 

Myõzawa, Himekami , among th巴se areas. This shows that the stεm increment is influenced 
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Sampl号 area

日imekami

1、品目eyama

My�awa 

Samplc arca 

Himekami 

Taneyama 

My�awa 

from soil and climat巴 conditiono

Table 60 

Volume incremeロt
(m3Jha) 

60 2 ~ 160 0 

5 目 5 ~J 1208 

60 0 o~ 140 0 

Table 70 

Volume increment 
(m3) 

30 0 へr 60 8 

L 8 r~ 401 

20 7 r~ 50 1 

Weight increm巴nt
(tonJh呂)

2 ‘ 1 ~ 60 0 

20 3 ~ 50 2 

30 1 "0 60 5 

Weight incr巴m日nt
(to口)

L2 へJ 2 咽 4

00 8 o~ 107 

1 4 〆~ 2 4 

- 6�-

]apanese larch grows mor号 quickly on weakly wetted soil than on weakly dried 8oB, and 

that seems to be more sensitive to soil 乳ccumulated condition 日ther than soil fertilityo This 

is certain from the fact that it grows quickly in the order of eluvium, creeping, colluviumo 

It is possible for ]apanese larch to be a任。r己sted with high density in spite of their intole同情

bility to shade, and such a stand cultivation will h乱V己 an eff己ct on increasing the stand volume 

and product the bett巴r timbers for USo 



- 68- 林業試験場研究報告第 293 号

Appendix Table L 調査地区の純生

Vegetation of ar回s surveyed 

苦-孟ミ。iさレ341 - -Mm  

姫神地区 EIimekami district 

l 叶 Bl…一戸カラマツ (4)
残積| ニワトコ (2)，ツ Jレウメモドキ (2)，イボタノキ (2) ，イ

[ タヤカエデ(1)， ミズキ (1)，ウグイスカグラ (1)，ツ/

一二三γ\7アイソモ三γァ), ﾀ V1J ~ ，ー)， -マザ''7 (+), / 1) '7 ')' 4'" (+) 

Gi キイチゴ (4)，タマプキ (3)，ウマノアシガタ (3)，キン

i ミズヒキ (2)，オシダ (2)，ズダヤクシュ (2)，アキタブ
i キ (2)，スゲ (2) ， ゴトウズノレ (2) ， ノコンギク (2)，ァ
ケピ (2) ， リョウメンシダ (1)，ヤマブドウ (1) ，シラネ

ワラビ (1)，オカトラノオ (1)，クルマパゾウ (1)，ヘピ
ノネコザ (1入ハンゴンソウ (1) ， )レイヨウショウマ (1) ，

l クガイソウ〈十)一リン川…ソ
〈十〉λ， ク lルレ?ムグラ(十)λ，ゲン/シヨウコ λ， ミズヒ
キ(十)

2 I 叫[即日|山麓緩斜で竺f三一
残積 1 Sh I ウグイスカグラ (2)，ツノハシバミ (2)，ノリウツギ (2) ，

! ニワトコ (2)，ムラサキシキブ (1) ， ミツパウツギ (1) ，
; ィタヤカエデ (1)，タラノキ (1)，ヤマザクラ (1) ， ミズ
! キ (1)，イヌツゲ (1)

� G I キイチゴ(4)，スゲ (4)，ノコンギク (3)，ズダヤクシュ
I (2)，シラネワラビ (2) ， ミツバッチグリ (2)歩キンミズ

I キ (2) ノブキ (2) アキタブキ (2) ー
I クソウ (2)，ツボスミレ (2)，ウマノアシガタ (2)，シラ

ーマキ(十〉… ω …シダ
クチズJレ (1)，ヘピノホコザ (1) ，ササ (1)，オシダ(十)，

I ! (十入サカゲイノデ〈十)，ギがウシ(+)，チコやユリ(十〉

~3-1~~~T~…~r~函 D カラマパ5) 一一 一
残積 Is品| ニワトコ (2)，ツ/ハシバミ (2)，イタヤカエデ (1)，ウ

! l i グイスカグラ (1入 ミズナラ (1)，ミズキ (1)，カンボク

l lJU3jU j l l G;ゲ13::::ゲ ω ーァヶ ω …ゾi ウ (3)，ウマノアシガタ (2)，キンミズヒキ (2)，ノブキ
I (2) , トリアシショウマ (2)，オシダ (2)，キイチゴ (2) , 
ウワ fミンウ (2)，タガネソウ (2) ， /コンギク (2)，へ

I い三千寸flT ジウモンジシダ (1)，クノレマムグラ (1) ，
クカイ:ち (1) , ミツパッチグリ (1)，ブキ (1)，ヤブジ
ラミ (1)，サカゲイ/デ (1)，クマイチゴ (1)，ヤブタパ
::J (1) , レイ吋ショウ? (1入ツボスミレ (1)，ゲンノ

! [ ;;;JIL i f! 二レ I (+), /' '/ ::J" '/ 'J 1 一二 -Jf一一ーィア\I (+) 

I a7  I nl~ I , J , _XLifIl I ひ カラマワ (5)
4 I 66 る I BlD I 山麓凸部一二二一一二一三二一一一 一一一一一一一一

i 残積 1 1 Sh イボタ J キ (2)，ニワトコ (2)，ノリウツギ (1) ， ミツパ
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Appendix幽Table 1. (つづき) (Continued) 

::; ! 68 と � rf~ ユ!こ氾

6 I 6811 

崩積

7 I 711こ

G 

摘生 Vegetation

ムラサ

ミズキ

キイチゴ (4)，キンミスヒヰ (:J)，コケ類 (3)ラスゲ (3) ，
ズダヤクシム (3)，オシダ (2)，ツボスミレ (2λ ミツバ
ッチグリ (2) ， ノコンギ、ク (2) ， ベニノfナイチヤクソウ

(2)，ウマノアシガタ (2)，シラネワラビ (2)，ヘビイチ
ゴ (2) ， クガイゾウ (1)，カンスゲ (J)，チゴユ 1) (1) , 
ジウモンジシダ (1)，ヘピノネコザ(1)，アキタプキ (1) ，
/フキ (1)，クルマパソウ (1) ， ハンゴンソウ(+ ), ク
ルマムグラ(十λ サカケ、イノデ(→〉，ササ(十〕

ミズナラ (2)，シラカンパ (1)

イボタノキ (2) ，ムシカリ (2) ， ミズナラ (2)，シナノキ

(1 )，ツ/ハシバミ (1)，ウワハダカエデ (1)，ツリパナ

(1) 

ベニバナイチヤクソウ(4)，キンミズヒキ (2)，ナワシロ

イチゴ (2) ， ツノレウメモドキ (2)，イヌツゲ (2)，チブユ

リ (2)，キイチゴ (2)，ジンヨウイチヤクソウ (2)，ズダ
ヤクシュ (2) ， ミツバッチグリ (2)，アキタブキ (2)，ニ
ワトコ (1)

イタヤカエテ司 (1) 

ズダヤクシュ (4) ，サワアジサイ (3)，ジャコウゾウ (3) ，
オシダ (3)，アキタブヰ (3)，クルマパソウ (3)，キイチ

ゴ (3) ， ゴトウズjレ (3) ， サワグノレミ (2) , イボタ/キ
(2)，ジウモンジジダ (2)，キンミズヒキ (2)，キツネノ

ボタン (2)，スミレ (2)，オオバショウマ (2)，サカゲイ

ノデ (2)，ノリウツギ (1)，ウリハダカエデ (1) ， ミズキ

(1)，ニワトコ (1)

カラマツ (5)

ニワトコ (2)，アスキナシ (2) ， ミズナラ (2)，ダケカン

パ (1) ， ミズキ (1)，クワ(十)，クロツパラ〈十)，ツノ
ハシノf ミ(十入ヤマザクラ(十入 イヌツゲ(+ ), コマ
ユミ(+)，イボタノキ(十)

GI ベニバナイチヤクソウ(4)，ノコンギク (2)，キンミズヒ
キ (2) ， ミツバッチグリ (2)，ツボスミレ (2)，スゲ (2)，

オオバコ (1) ， クノレマパソウ (1)，ゲンノショウコ (1) ，

ウマノアシガタ (1) ， ジカやノてチソウ (1) ，ヤマウルシ (1) ，

ササ (1) , アキタブキ(十)， イカリソウ〈十)， オシダ
(十)，チゴユリ(十)，ギボウシ(+)，ウツボグサ(+ ), 
ヤマブドウ(十)， ゴトウズノレ(十)， キジムシロ(+ ), 
シラクチズル(+)，ヤブタパコ(+入ヤマオダマキ(→ λ
ジンヨウイテヤクソウ(+)，ズダヤクシュ(+)
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事司王dfugraEyl- 槌
8 I 引に| 加 (凸斜面叫fリ-竺竺?

筒 行 SD I ミズナラ (2) ，ハノレニレ (1)

I Sh 1 ミズナラ (2)，アズキナシ (2) ， ミズキ (1)，ヤ7モミジ
(1)，イボタノキ (1)

IG 
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L
t
 

Vegetation 

ベニバナイチヤクソウ (3)，キンミズヒキ (3)，ツルウメ

モドキ (2)，ノコンギク (2)，ワラビ (2)，イヌツゲ(1)，
イカリゾウ (1)，ナワシロイチゴ (1)，アキタブキ (1) ，
オカトラノオ (1)，センボンヤリ (1)

守口IIC BIB二一一 i÷了ω
BID(d) 1 1 SD I ミズナラ (2)

館行 1-てア寸
1 Sh I ミズナラ (2)，ヤマザクラ (2) ， ミズキ (2)，夕、ケカンパ

(2)，イヌツゲ (2)，アズキナシ (1)，ニワトコ (1)，ゥ

l ワミズ山 ω クワ〈十〕 川 1) (+) ツ山
モドキ(+)，ムラサキシキブ〈十〕

G ツボスミレ (2)，ナワシロイチゴ (2)，キンミズヒキ (2) ，

クルマノイソウ (2)，スズラン (2) ， ノチドメグサ(1)， ミ

ツパッチグリ (1)，キジムシロ (1) ，ウマノアシガ、タ (1) ，

/コンギク (1)，アキタブキ (1)，ゲンノショウコ (1) ，
サカゲイノデ(十)，イカリゾウ(十)，オカトラノオ(+), 
オケラ(+)，ハンゴンソウ(十)， /アザミ(+ ), リン
ドウ

斜泌凸部門川カラマツ (5)

同叶ミズキ似ノリウ Yギ ω
GI オクノカンスゲ〈仏キイチゴ (3)，オシダ (2)，アキタ

ブキ (2)，ズダヤクシュ (2)，ハンゴンソウ (2)，ゴトウ
ズル (2)，アザミ(1)，サカゲイノデ (1)，ムラサキシキ

ブ (1)，ゾウモンジシダ (1)，イヌガンソク (1)

カラマツ (5)

10 I 68ほ 1 Blo(d) 

飼行

11 1\ ほ I B1D'E 

崩積
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残積 Sh I /リウツギ、 (2) ， ミツバウツギ、 (2)雪ツ/ハシパミ (2) ，

タラ/キ (1)

G オク/カンスゲ (5)号クマイチゴ(4)，ズダヤクシコ (3) ，

イボタノキ (2)，オシダ (2)，タチツボスミレ (2)，キイ
チゴ (2)，ゴトウスソレ (2)，サカゲイノデ (1)，ハリギ i)

(1)，クルマムグラ (1)，キンミズヒキ (1)，ハンゴンゾ
ウ (1)
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Appendix-Table 1. (つづき) (Continuccl) 

土壌地形
Soils Topography 

rt1 fJ~l 峯部

作i Lヒ Vegetation

力ラマツ (3)

ミツノてウツギ (3) ， ノリウツギ (2) ，ヤマモミジ(1)， ミ

ズキ (1)

f (;- I カンンJ スうゲ.. (4)λ， 一寸i イ子コゴ守 (3)λ? 夕子ツボスミレ (2)λ' スノゲ

l μω) にい…ノパ一て
Eヨi ウメンシタ (1)参アザミ (1)ョオクヤマザ、サ(1)，アマ

ニコウ (1)
上

稀 I!I .t也区 Tan巴yama c1istrict 

G 

!,r\t\,o:,..,_ 1 Dl_ !"",. -",-f! -,T: _r.rl ! D 4 !1006い I B1D i 察部平坦

!?長 ftJ 1 

5 11006い I BtD~ 
BID(d) 

駁残

ノリウツギ (2) ，タラノキ (1)，ダケカンバ (1) ，カ、マズ

ミ (1)

ミツパッチグリ (3) , ツノレウメモドキ (2) ， ツタウノレシ

(2)，チシ7ザサ(7)，セツボンヤリ (1 ), ムラサキシキ
プ (1 ), キジムシ口 (1) ， イヌツゲ (1) ， ツルリンドウ

(1)，ヤマハハコ (1) ， レンゲツツジ (1)，ヘピノネゴザ
〈 1入ハンゴンソウ (1)，キンミズヒキ (1)

カラマツ (5)，アカマツ(+)

ノリウツギ (1) ， ミズナラ(1)，ガマズミ (1)

トリアシシ刀ウマ(4) , ミツパッチグワ(:3) , レンゲツツ
ジ(三) , ツタウルシ (2) ， アキタプキ (1) ， J リウツギ

(1)，ワラビ (1 )，アオハダ (1 入ゴンゼツ (1) ， J コン

ギク (1)，ヘビノネコザ (1)，オカトラノオ (1)

ウラマツ (5)

ミズナラ (2) ， レンゲツツジ (2)，ノリウツギ (1)，タニ

ウツギ (1)，ニワトコ (1)

レンゲツツジ (2)，ジンヨウイデヤクソウ (2) ， ミツパッ

チグリ (2)，ワラピ (2) ， トリアシショウマ (2)，ハンプ

ンソウ (1 )，キンミス、ヒキ (1)，ノリウツギ (1)ョアキタ

ブキ (1)，オカトラノオ (1)，センボンヤワ (1) ，ゴンゼ

ツ (j )，ガマスミ (1) ，ツ jレリンドウ (1)，オシダ (1λ

ヘビノネコザ (1)，ナワシロイチゴ (1)

カラマツ (4)

ミメブラ (2) ラ レンゲツツジ (2)，ノリウツキ、 (2)，ブチ

(1)，ミズキ (1入ツ/ハシバミ (1)

ミツノfツチグリ (3) ， キンミズヒキ (2) ， レンゲツツジ

(2) , ツタウノレシ (2) ， チコーュ 1) (2) , 卜 1) アシショウマ

(2)，アキタフキ (1) ， ミズキ (1)，オカトラノオ (1) ，

オシダ (1)，ツルウメモドキ (1)，サカゲイノデ (1 )，オ

クイボタ (1) ，アズキナシ(1)

カラマツ (5)

オオノてクロモジ (1) ， リョウブ (1 ), ミズナラ (1)，ノリ

ウツギ (1)
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Appendix司Table 1. (つづき) (Continued) 

番号，!，土壌|地 形 l
百;!i林小斑1sdh lT叩og叫hyl *出 生 Vegetation

GI トリアシシ…ゴトウズル (2) ミーリ
I (2)，ワラビ (2)，サワプタギ (2)，ムシカ 1) (1)，シラ
クチズル (1)歩ヤマブドウ(1)，キイチゴ (1)

--6--110061,.1 Blι| ー云示TDr石二長)， 7 7J 7 '/' (十)
Bln(d) I I Sh i ミズナラ (1) ， タラノキ (1) ， ミズキ (1) ， サワフタギ
残積 (1)

Gl ミ y ノマッチグリ (3) , キンミズヒキ (2) ， ツノレウメモドキ
(2) , ツタウノレシ (2) ， レンゲツツジ (2)，アオハダ (1) ，
ミズキ( 1)，アズキナシ (1)，オカトラノオ (1)，チゴユ

リ (1)，キジムシロ (1)

(
 

-
勺
4
4

BID I峯部凹部平副 D
残積| はh

カラ 7 ツ (5)

レンゲツツジ (2)，オオノてクロモジ (1) ，アオノ\夕、 (1) ，

サワフタギ (1) ， ミズキ (1)

GI イワガラミ (3)，ツタウルシ (3) ， トリアシショウマ (3) ，

レンゲツツジ (3)，ゴトウズノレ (2)ヲチゴユリ (2) ， ミズ

キ (2)，ワラビ (2) ， ミズナラ (2)，ニワトコ (2)，アズ
キナシ (2)，ジンヨウイチヤクソウ (2)，ヤマド 1) ゼンマ

| イ (1) ， 7 イズルゾウ (1)，ツルウメモドキ (1)
寸 一一一 (……一……一一一一一一一一一→ー一一一

8 11∞6い I Bln I峯部川部平坦I D I カラマツ (5)

残積 I Sh i レンゲツツジ (3)，ミズナラ (2)，ミズキ (1入ムシカリ
(1) ，オオノミクロモジ (1)

G I ゴトウズJレ(4) ，イワガラミ (3) ， トリアシショウマ (2) ，

ワラピ (2) ， レンゲツツジ (2)ョツタウノレシ (2)，ジンヨ

ウイチヤクソウ (2)，チコユリ (2)，カンボク (1)，ウグ
イスカグラ (1)，ノリウツギ (1)，ギボウシ (1)，アズキ
ナシ (1)，オカトラノオ (1)

明沢地区 My�awa district 

1 I 1 BD~ 判別t 1 D| カラ 7') 仰
t I Bn(d) I I Sh I ミズナラ (3)，ヤ7モミジ (3) ， トチノキ (2)，ヤマウ jレ
1 団1什 シ (2)，ムラサキシキブ (2)，ウワミズザクラ (1) ，ホホ
i I ノキ(1)，ガマズミ (1) ，タカノツメ (1)，サワシパ(1)

1 I チヂミザサ (3)，ブジササ (3)，ヤマブドウ (2) ，
!フタリシズカ (2)，ゴトウズノレ (2) ， クマヤナギ (1)

2 I I BB I 峯部緩余、 D カラマツ (4)，ミズナラ (2)，ホホノキ (2)

I 残積) 厄|ォオノfク口モジふj二二三〈ふ石山下)， r; 
ワミズザクラ (3)，ヤマウノレシ (2) ， アズキナシ (2)，タ

l l l しーイプ一一一一I (1) , -1:'J -YJJJ 

| いGI ヒメモチ (3)，アジ (2)，エゾユズワハ (1)，アキノキリ
ンソウ (1)



以J七1也ノにおけるカラマツ人上材、の成長と土壌条例手 CcLI ?~ほか) つ
d

巧J
a

Appendix Table 2. ポイントザンプリング災胞筒所の土壌と梢生

Soil proiiles and vegetation of eaじh point-sampling aτeas 

屈曲!í IfÙ の
Descr�tion of 宣 Veget乱lion

研 dl t也 i;{ Taneyama district 

カヤ'kf!， レン
γ キタブキ

ノリウツキー\ニワトコ，カ
ンニキゴク 3 レンゲツツジ， アキノ
ズキ

ノリヴツギ， レンゲツツジ3 ミズキヨ ミズゴ
ラ， トリアシショウ 7 ， トウキ:、ボウジ歩カヤSfJí

サワフタギ， ミズ
トウギ寸i、ウシ， トワアシエノョ
オカトラノ

クニウツギ， レンゲツツジ， ミズ
ニワトコ， トリアシ、ノョウマ 3 ワ

7 
4 

ノリウツギ3 レンケ nツツジ， トサアシショウ
マ， アトノキリンゾウ， ゴトウズノレ T ゴユ
リ 2 ゼンマイ 3 ヒヨド 1) バナ

ノリウツギ\ レンゲツツジヲ トリアシショウ
マ?アキノキリンソウ，オカトラノオ， ミツノマ
ッチグリ?イワガラミ

1) ウツギp レンゲツツジ， ミズナラ， ササ
トリアシショウ 7 ， ミツノてツチグリ， ワラ

?アキノドリンゾウ

ノリウツギ、， ノコンごドク， ミツノマッチグリ，オ
カトラノオ， トリアシショウ--7'，ササ類

ノリウツギ\ レンゲツツジ，オクイボタ， ト 1)
アシショウ 7，アキノキリンソウ， ヒヨドリノ父、
ナ P ワラピ，キイチゴ

レ!ガミ7 ズミ， ミズナラヲ ノワウッドヲ アキタフ
キ，ノコンギ、ク，センボンャリ? ミツノ\ツチグ
リ， カヤ芸品

[りJiJ( i1ll l文 Myözawa district 

A(B)周 13cffi，下 htiは明褐色，表
層 lこ柱状ー竪糸状梢造，埴土35交LiJ
:t~-~:!互角穣混入 j牧ー竪

ド j己は l悶渇色， 地主亥
lこ弱度の枇:[}:-[1':呆状

ヤマモミジラ ガマズミ 9 ミスナラ p ヤマウ Jレ
シ，ハリギ、リ，ムシカリ，ゴトウス Jレ、ツタウ
ルシ

ヤマウルシ， ミズナラ，ウ 1) ハ夕、
,) スノレ

マモミジ， ヤマヴ jレシ9 ムシカ
トウズ Jレ p ヤマブドワ



民3

"'" 

、
菜
料
計
円
師
蹄
伊
郎
、
注
{
時
口
議
時

援
活
回
出

f

Table 3，各土壌の理学的性質

Physical properties of each soil in each district 

ノド 分 量 I 子L 際組成 3 相組成
目 位|容積主 1 "̂ r;::_oi~ture conten::.:t:_:s'--__同最剥4惰気量 p盟号世i埜恒里立y 虫盟空竺垣f言!
i 1'8 1川I V刊olume !百百τ同|正玉百~I川鈎 詳司| 片τJ下 一 一1τ=-1 p恥色釘rm脱ε網|トI一一一 J.~.'sおils(HorizonlWEigh:lWater-|F吋 αmCylMMMj 全子一場絢子同川n 孔隙[弘耐|土 引水 分!空 気
'(~~>W'''" 副U印刷| soil |to 制u l 日pacity i Total Fine I cω.rse ふ!;:;;i~ ， I s口lid I Water Air g!100 cc soil SOI1 I w saru, I i oral l' lne L-oarse CCf 1111-11. 1 ~Olla ¥ vvarer ¥ 

姫神地区 Himekami district 

BIDふ〉瓦了 ε4 74 , 81 71.11 3, 71- 0, 1 1 凡 7 三L61 6.11 3lz;下
残存i I B1 52 75 , 8 I 65 , 0 I 10, 8 I 4, 5 I 80, 3 I 64 , 0 I 16園 3 I 10 I 19, 7 I 

B2 3 ヨ 82 ， 9 I 77 , 1 5, 8! 2, 0 I 84 , 9 77 , 9 I ?唱。 6 I 15, 1 I 77 , 1 

f39  I 81. 9 I 江 7 I い i3， 2 I 民 1 71. 1 I 1 4 0 1 39  1 14, 9 1 75 , 7 

iilij:lji;;:11-Hfl111-;:: 
;コiT?と:ワ子 fJ-f:l 271J1;;:::i::l 
Al 38 82, 2 i 77 , 9 4，什 3 川 85 ， 3 I 75 , 7 I 9. 6 5 14. 7 ヲ|

7五一戸 75， 5 五九 3 70.-;-I--~，-;-1τ下戸丁ム3.2 8, 7 

門医; :l:::;l:;:; ト::l::l;:::l::;|:川 :; ;::;;:;; ::; 
L一一 一一土;一一一 一一一一空 81. 9 土工 1 1. 5 4.5 8μ | 山 _1fl.__81_ 一三よ !竺?空.6 三ど1一一三午土

一

l「B到阿l削附附べ(但ωぺ1dの引〕1l残積 A2 I 6臼3 I 72, 7 58.9 日3 ， 8 し， 2 73. ヲ 6“6.4! 7.5 I 3引 2μ正ι， � l 

B 1 I 45 I 80.0 I 55. 5 24. 5 2. 3 82.3 I 63.5 I 18. 8 I 50 7 I 55. 5 I 26. 8 

B2 42 I 77.0 60.3 16.7 7.3 84.3 6:.0 23 ヲ2 I 15.7 I 60.3 I 24.0 

6 工 54 下 74.9 64.2 10.7 丁 ~Iつ7. 2 I 64. 2 I 13. 0 -1 23 22. 8 了 J
残積 AB I 57.8 I 45.8 I 12.0 I 20.3 I 78.0 I 42.3 I 35.7 I 19 22.0 I 45.8 I 32.2 

B 37 81.6 I 72 いヲ o I 4. 5 I 86. 1 73. 3 128 I 2o I 13.972.6 13.5 

3.6 

15.3 

7.8 

9.4 

Appendix 

2 9.6 

21. 3 

2 

2

1

2

 

A

B

B

 

Bln 

残積

3 I Bln(w) 

;残積
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28 , 4 

20. 9 

23 , 0 

32 , 2 

11. 5 

24惨 7

21. 0 

11. 2 

10 , 2 

14 6 

13 , 7 

37 , 7 

2 , 3 

11. 4 

10 ，日

l? 9 

21 , 8 

10 , 7 

6 “ 1 

7 7 

A
q

ハ
/
-
d

(
)
ウ

J

ハ
ツ

勺
〆

1
L
1

ム

17 , '7 

2~. 1 

15 , 7 

13.5 

20.; 

22 , 7 

ト山::J;;:Jilij
8 I BlB A2 60 68 , 0 55 , 3 12 , 7 I 8 , 3 I 

伺iJ I B1 49 i 76 , 3 58 , 8 17 , 51 5. ') I 

9 I五，zB~ i A2 51 72 , 4 51. 2 I 21. 2 7, 2 79 , 6 I -

BID(d)! Bl 44 I 75.6 I 6 1.ヲ 13.7 7.2 82 , 8 I 69.4 13 , 4 

?刊行 B2 52 I 74. 6 I 57. 6 I 1 O.  6 . 0 8 0 6  I 59.9 

Ifjlj; 山 jjコ三[;jjjl i: :: 
即日「 E7 J[ 7… 68. 6 で了二 4 19.8 

JM お A2 56 I 75 姐 4 67.1 I 8.3 I 1.9 77 , 3 I 53.3 I 21..0 I 23 

I AB  I 日 81.5 66.5 15.01- 0.4 81.1 59.8 .3 26 

A' I 35 81.3 I 72.0 9.3 I 4.4 I 85.7 66.4!19  

itl::三;[(jillljj:l;;llJJ;

11 



Appendix-Table 3. (つづき) (Continued) 

一一--，一|… ーア水 分 量 -------------孔扇百両 I !3 根組成

番号 j 土壌|鼠引日重 lEJifTcm? |最小容7-POT011tycompofti叩 lZ4 F  v?日盟州坦-
NiSoils !HoriZDEIlrzzf|月afd|FILF|品ciJylTh-! 全孔磁|納孔際|粗孔際 lab駒山 丸木分ドE 気
0・ I _I"'~ ~~ I sa日raEElSOIl|tosatu.iιapaCIlY i Total I Fine I Coarse I ccjmiñ. 弓olid I WateγAir 
一一 g/I∞ ccso型 [ | ..i.. UL-Q.J. _j_'j_j_1.C! 上一一一上一 |一一 1 一一一

種山地区 T旦neyama district 

Al 38 1 58.3 1 45.8 1 12.5 1 24.2 1 82.5 I 65.0 1 17.5 1 56 1 17.5 1 45.8 1 36.7 

A2 1 41 1 78.1 1 65.6 1 12.5 1 3.5 1 81.6 1 55.8 1 25.8 1 16 1 18.4 i 65.6 1 

As 44 1 76.0 1 62 , 3 1 13.? 1 3.2 1 79 , 2 1 57 , 7 1 21. 5 I 14 1 20 , 8 1 62 , 3 1 

B 611 69.11 61.91 7, 21 4, 41 73.51 56 , 21 17.31 21 26 ， 51 帽 9 1 

BC  1 1161 53.1 I 48.1 1 5, 0 トー 1. 3 1 51. 8 1 43. 0 1 8 固 8 5 I 48 , 2 1 48 , 1 1 3, 7 

4 I B1D Al 38 I 77.5 63 , 7 13 , 8 0 I 81. 5 Iω2 I 21. 3 I 10 I 18 , 5 I 63. 7 I 

残積 A2 i 441 77.21 70 , 21 7, 0 I 2, 4 I 79 , 6 59 , 6 20 , 0 I 3 I 20 , 4 I 70.2 I ヲ.4

J45  1 79. I 1 66. 6 1 12 , 5 1 1 , 5 1 肌 6 I 58. 3 I 22 , 3 19 I 19. 4! 6…14 , 0 

6 I BID~' Al 44 つ工8 Iτ6 二下~r' 80 , 1 63.3 I 16 , 8 9 I 19 , 9 I 55 , 6 i 一一
B1D(d) I A2 1 t，川 78. 9 65. 2 I 13 , 7 1. 1 80 , 0 見 5 21 , 5 I 8 I 20.0 I 65. 2 I 

残積 B 4川 76.664. 1 I 12, 5 I 4, 8 I 81. 4 60. 4 I 21. 08  I 18. 6 64. 1 I I? , 3 

2ム (よ:γ 54 九 o 58.0 18.0 29 下 24.0 つ戸"'1 29.5 

残詰 A2 52 75.3 67 , 8 I 7, 5 I 1 川 76 , 5 I 印， 7 15.8 2 I 23 , 5 67.8 I 8.7 

B 1 56 i 68. 5 I 51. 0 I 久 5 I 1. 5 I 70.0 I 47.0 23o I 17 30 , 0 51.0 I 19.0 

!月沢地医 Myõzaw旦 district

j11l~っ:jill-111日:
jhJjjljJ11jJillJ15 
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Table 4 各土 j実の機械がJ 組成

Mechanical composition of each soil in e旦ch district 
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Appendix Table 5. 各土壌の化学的性質

Chemical properties of each soil in 己ach district 
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Table 6，カラマツ林分現存量 (ha 当)
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Appendix回Table 8. (つつき) (Continued) 
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732 68.00 。 1608 4 , 947 0 , 0198 1: , 062 2‘己 41

32 13.5 143 32. 83 0 , 0767 \， 9ヌペ 0.0077 3, 165 1. 154 

33 19.0 784 78 , 97 0 ，ム 941 6.021 0 , 0241 12 , 705 3. 722 

37 1.3, :3 139 25.47 0 ， 061守 2, 099 0 ， 00日4 (0, 638) (0 , ¥04) 

46 � 7 , 8 249 70 白 63 0.1791 6.02¥ 0 , 0241 7, 711 1. 392 

48 22 , 8 408 H5 , 77 0.3533 8, 869 0.0355 ヌ1 ， 204 5 , 614 

49 13.6 J45 42 , 7". 0 , 1094 2, 773 0 , 01\1 3.120 0 , 190 

1, 9 377 129 , 72 O. ,3178 7, 920 0 , 0317 10 , 337 3. 

11 1:3. ! ¥41 40.05 0.CJ974 3" 448 00138 2.495 0.401 

15 16.9 22-1 72.66 0 , 1739 1. 172 00167 7.052 2 , 070 

18 12 1¥7 22, 45 。司 0604 1, 874 Cl, 0075 1 551 0 , 275 

26 12. 121 29, 60 0.0736 1. 874 0 00751 2. 396 0 , 482 

260 58.25 0 , 1594 4.772 。町 0191 6 , 620 1, 239 

17.1 230 68 , 94 O. J 747 4.772 

明;尺地区 Myözaw乱 district

0 , 8915 27 , 453 0.0835 88. 559 6 , 993 

7 29.6 688 358.39 0 , 7445 22 , 883 0 , 0696 52 , 504 8.589 

9 26‘。 531 225.13 。， 5002 18 , 280 0 , 0556 17.686 4.86/ 

.15 27 闘。 573 :300 , 52 0 , 6219 ¥1.063 0.0519 8 , 748 2 ， 25 ぺ

17 28 , 2 6ヌ己 358.99 。ι80Cl3 26 , 138 0 , 0795 49 , 105 fl , 874 

394 187.55 0.4179 1 L 737 0 , 035 L乙 5LJ2 ,3, 531 

278 89. j 3 Cl.2098 7 , 628 0.0232 2 ， 85日 0.591 

2 I 3 17.0 ?フコ 89 , 7" 0 , 1673 6. 688 0 , 0193 3噌 879 1.己 56

10 22.0 380 167 , 18 0 , 3518 1 L 713 0.0338 1 ~). 990 4 , 610 

11 13.0 13:3 52 ， 4ヲ 0.0936 3.327 0 , 0096 ヨ目 088 0 , 649 

13 17 , 6 243 84.0/ 0, 1752 7, 104 0, 0205 5, 176 1, 665 
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2/ 23.2 4;)3 ]呂1. 12 0.3865 15, 144 00437 11 , 303 3.971 

32 12.4 121 47 ， 4ヲ 0.0933 3. 639 0 ， 010己 l 圃 080 0 , 322 

D 司 Breast height diameter, G: Basa! area , Ws: Stem weight, Vs: Stem vo!ume , WM : Bark weight , 
VM : Bark volume，羽Tn : Branch weight , WI. : Leaves weight剛

( )‘相対成長関係から除外 These values have not treated as the sampJes of re!ative growth, 





京北地方におけるカラマツ人工林の成長と仁様条件(山谷ほか) Plate 1-

Photo. 2 

Prof. 2, B1D 残/店員[のtpfなカラマツノ卜小

(姫神〕

Planted dense forest of Larix on r巴四
sidual Blo-soil, Prof. 2 (Himekami). 

Photo. 1 

Prof. 1, Blo(w) 残存のカラマツ林(iJ[:i神〉
Plant巴d for一巳st of Larix on rcsiduaJ 
B1D(w)-soil, Prof. 1 (Himekami) 



-Plate 2- 林業試験場研究報告第 293 号

Photo. 3 

Prof. 2, Blo 残積|の地
)示状態 (J 1) ウツギ・オ

シダ・キイチゴ等)

(姫中~)

Ground flora on residual BlD-soil, Prof. 2 (Hydrangea ρaniculata， 

Dryopteris crassirhi20m仏 Rubus ρalmatus， and others) , (Him巴kami).

Photo. 4 

Prof. 5, BlD(d) 残同u二のカラマツ林
(姐神)

Planted forest of Larix on residual 
BlD(d)-soil, Prof. 5 (Himekami). 



東北地点におけろカラマツ人工休日J成長と .IJ泉三長代 (111谷ほか) 一-Plate 3-ー

Photo. 5 

Prof 5, BID(d) 後積 1 の

i也床状態(ベニバナイチ

ヤクソウ)， (射利。

Ground flora on residual Bln(d)-soil, Prof. 6 (?yrola incarnata) 
(Himekami). 

Photo. 6 

Prof. 6, Blo ・ E J1Jl杭|のカラマツ材、(如!神)

Planted forest of Larix on coUuvial 
Blo'E-soil, Prof. 6 (Himekami) 



-Plate 4- 林業試験騎研究報告第 2938-

Photo. 7 

Prof. 6, BID'E )])J 1:主 l~ の

地床状態(オシダ)， (姫

柿)

Ground flora on colluvial BID'E-soil, Prof. 6 (Dryoρteris crassirhizoma) , 
(Himekami). 

Photo. 8 

Prof. 6 付近のミズナラ

天然林(腕神〕

Natural for巴st of Quercl1s near the Prof. 6 (Himekami) ‘ 



京北地)jlとおけ ZJ カラマツ人 L林のlぷJにと L):立条内 (111 ?i ほか) Plate 5-

Photo. 10 

Prof. 9, BlwvBlo(d) í'HHJ オュのカラマツ林

(姫神)

Planted forest of Larix on cr巳eping
B1Bへ Blo(d)-soil ， Prof. 9 (Him巳kami)

Photo. 骨

Prof. 7, Hlc 伎桁 1 -.0)'，軒ブj ラ r ツ付、(女[(1神)

Planted dcnsc forest of Lαrix on rcsidual 
Blc-soil , Prof. 7 CHimckami). 



-Plate 6 林業試験場研究報告前 293 -~} 

Photo. 12 

Prof. 1, Blo(d) 残稿!の街なカラマツ

凡この地区の代表体分で， オミ数は 2 ， 000

木 lと近い(種山〉

Pl呂nted d己ns巴 forest of Larix 0口 τ巴­

sidual BID( d)-soil, Pτof. 1. It is a typト
cal stand of this are且且nd the num ber 
of st巴m per ha a日10unts to about 2,000 
(Taneyama) 

Photo. 11 

Prof. 10, BID(d) 知行 -1:の包'なカラ 7 ツ材、

(姫神)

Planted dense forest of Larix on cr巳巴ping
Blo(d)-soil , Prof. 10 (Himekami). 



止LゴUliUJにおけるカラマツ人仁科、の I&J.之と卜奇境条件 (111 (i:ほか〕 Plate 7- 吋

Photo. 14 

Prof. 3, B1D y~枯二{における天然11 アカマ

ツ 7見交状態(間 I Lr)

Plant巴d forest of Larix on residual 
Blo-soi1. Prof. 3. Mixture of Pinus 
is rccognizecl (Taneyama). 

Photo. 13 

Prof. 1, J3ID(d) 後の!日断阿形態(種 111)

Profile of r巴sidual Blo(cl)-soil ‘ Prof. 1 at 

Taney日n1él aτca. 



Plate 8- 林業試験場研究報告第 293 号

Photo. 16 

Prof. 2, BB 支fii I C')カラマツ J仏 ミズナ

ラ混交 (lifJi!n

Mixed stand of planted Larix and 
natural Quercus on residual BB-soil, 
Prof. 2 (My凸zawa).

Photo. 15 

Prof. 7, Blo 浅積土の管なカラマツ体(穆111)

Planted dens巴 forest of Larix on residual 
Blo-so i1, Prof. 7 (Taneyama). 



東北地方におけるカラマツ人工i0，の成長と[.壌条件 (il~谷ほか) -Plate 9--

Photo. 18 

カラマツ調査地付

近のスギ雪当木

(明沢〉

Photo. 17 

i丹沢地区のカラマツの根元的り状態

Degree of crooked at th巴 root of Larix 
at Myôza、;va area. 

Snow damage of planted Cryρtomeria near th巴 area surveyed (My凸zawa).



Plate 10 1 業試験場研究報告第 293 号

Photo. 19 

カラマツ調査地付近におけるスギ、雪害に

よる不成績透林地(明沢〕

Very poor planted forest of Cryptomeria 
by snow damage near the ar巴a surveyed 
(Myδzawa) 




